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も
っ
て
、
た
と
え
ば
第
三
章
を
 
ハ
 3
U
 と
表
記
す
る
こ
 と
も
あ
る
。
 

以
上
の
五
篇
五
十
六
相
応
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
 か
 

 
 

れ
て
い
る
実
際
の
経
 

 
 

、
そ
れ
ら
に
言
及
し
、
ま
た
径
数
を
記
し
て
い
る
記
事
 が
い
ま
だ
に
一
致
せ
ず
、
 

新
刊
の
学
術
書
で
も
不
統
一
の
ま
ま
放
っ
て
お
か
れ
て
、
 し
か
も
な
ん
ら
疑
義
が
提
出
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
こ
に
 あ
ら
た
め
て
「
相
応
部
 

の
経
の
数
」
を
検
討
し
ょ
う
と
す
る
の
は
、
以
上
の
理
由
 に
よ
る
。
こ
の
問
題
と
そ
の
解
明
と
は
、
 

各
篇
 ・
（
 
各
 相
応
）
 ，
 各
々
の
 章
 
（
 な
 

ど
 ）
の
末
尾
に
あ
る
ウ
ッ
ダ
ー
 ナ
 
（
 
巳
 ㌫
 罠
 ）
を
除
い
て
 
は
 、
実
際
に
経
の
内
部
に
は
立
ち
入
ら
ず
、
あ
く
ま
で
 経
 の
い
わ
ば
外
形
に
関
 

す
る
 
臣
 （
 
ヴ
 の
中
（
と
は
い
え
、
決
し
て
看
過
さ
れ
て
お
く
 
べ
 ぎ
で
は
な
か
ろ
う
、
と
思
わ
れ
る
。
 

は
下
に
次
の
略
号
に
し
た
が
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
記
事
を
 掲
げ
、
そ
の
 誤
 ま
り
を
指
摘
し
て
、
そ
の
根
拠
を
探
り
、
 

そ
し
て
次
に
、
 
P
T
 

S
 の
 各
篇
 ご
と
に
綿
密
に
調
査
し
、
と
き
に
（
と
く
に
 第
五
篇
に
）
 
P
T
S
 本
に
ま
で
含
ま
れ
て
い
る
 誤
 ま
り
と
 兄
 な
さ
れ
る
も
の
に
つ
 

い
て
詳
し
く
検
討
し
て
か
ら
、
最
後
に
、
全
篇
の
総
計
 を
 提
示
し
ょ
う
。
 

 
 

Ⅰ
１
 
%
@
 
～
 
か
鱒
セ
 
Ⅰ
（
 
Q
 
Ⅱ
 づ
さ
 
㏄
 い
 ま
～
～
 

ぬ
 １
 %
 ～
～
Ⅰ
 

下
 Ⅰ
）
・
 
0
 
ま
井
の
口
 
す
吋
 Ⅰ
臥
の
 

コ
 Ⅱ
の
の
Ⅰ
Ⅱ
Ⅰ
㏄
㏄
 

p
.
 

出
品
 簿
 ・
 目
 お
き
，
 目
拐
組
 ・
Ⅱ
 
お
窩
 
（
こ
こ
に
用
い
た
 の
は
す
べ
て
一
九
六
 0
 年
の
鰍
 屈
ぎ
 （
 木
 ）
。
 

赤
沼
 本
 ・
・
・
・
・
・
「
南
伝
大
蔵
経
 

L
 第
十
二
巻
の
冒
頭
の
「
相
応
部
 総
説
」
（
 一
 l
 八
ぺ
 ー
 ジ
㌔
（
な
お
赤
沼
 智
善
 
「
 
漢
巴
 四
部
 四
 河
合
 互
 賭
銭
」
は
 、
 

㈲
経
の
総
数
に
は
触
れ
て
い
な
い
、
㈲
各
章
の
経
の
各
々
に
 っ
 い
て
は
後
述
の
水
野
本
に
詳
し
い
、
な
ど
の
理
由
か
ら
、
こ
こ
 で
は
触
れ
な
い
こ
 

と
に
す
る
 じ
 

埴
谷
本
・
・
・
・
：
埴
谷
文
雄
「
フ
ー
ガ
マ
資
料
に
よ
る
仏
伝
の
研
究
 

L
 

前
田
本
・
・
・
・
・
・
前
田
恵
 

学
 
「
原
始
仏
教
聖
典
の
成
立
 
史
 研
究
 L
 六
 五
セ
ペ
ー
ジ
。
 

宇
井
本
…
・
・
・
宇
井
伯
寿
「
印
度
哲
学
研
究
 

L
 第
二
巻
、
一
二
九
 べ
｜
ジ
 。
（
 同
 
「
仏
教
思
想
研
究
 
ヒ
一
上
ハ
 
ペ
ー
ジ
、
及
び
増
永
生
 
正
風
「
根
本
仏
教
の
 

研
究
 ヒ
一
 0
 ぺ
 ー
 ジ
は
上
の
も
の
を
そ
の
ま
ま
引
用
し
て
い
る
 ）
 

水
野
本
・
・
・
・
・
・
水
野
弘
元
「
南
伝
大
蔵
経
総
索
引
・
第
二
部
 

b
 の
 「
パ
ー
リ
原
典
の
総
目
次
」
（
 
二
 0
?
 五
 0
 ぺ
 ー
 ジ
）
。
な
お
こ
 
れ
は
二
段
に
分
か
れ
   



相応部の経の 数について 

註
 
Ⅰ
 

つ
つ
 の
 ，
 Ⅰ
・
（
 
臣
 （
（
・
ワ
 
イ
ヨ
 に
は
、
の
㏄
 
ち
せ
し
 
ま
り
の
総
数
を
 日
モ
 @
 す
の
と
い
い
、
ま
た
 同
 ぺ
 ー
 ジ
の
表
で
も
、
そ
の
 
8
 （
呂
を
五
十
五
と
す
 

る
 。
こ
れ
は
第
二
篇
を
九
 栢
応
 と
し
た
 誤
 ま
り
に
も
と
づ
く
。
 

㌧
 円
 9
 
目
・
 
H
 
巨
プ
や
臼
 @
-
 
己
目
 。
 オ
が
 直
ち
に
訂
正
し
て
い
る
 こ
と
な
ど
か
ら
 
知
 

ら
れ
る
よ
う
に
、
以
上
の
数
字
は
、
そ
れ
ぞ
れ
ま
目
 よ
オ
，
ざ
 （
巴
を
五
十
六
、
第
二
篇
を
十
相
応
に
あ
ら
た
め
な
け
れ
ば
な
 し
な
い
。
 

2
 

経
 Ⅱ
の
 百
 （
（
 
ぃ
が
 大
半
を
占
め
る
が
、
ま
れ
に
の
け
 巨
ヲ
村
と
 し
て
掲
げ
る
例
が
見
ら
れ
る
。
私
の
一
応
の
調
査
に
 ょ
 れ
ば
、
 
  

㎝
第
二
篇
第
十
二
相
応
の
第
九
章
下
臣
 
弐
サ
憶
ぜ
忍
 守
旧
 
の
 末
尾
、
即
ち
経
の
通
し
番
号
 
Z
0
.
 
お
，
 Z
0
 ・
お
の
あ
と
の
 ウ
 ッ
ダ
 ー
ナ
申
に
 、
 

 
 

の
偉
 
（
（
八
ロ
 

繍
ハ
コ
 （
 
ぃ
 臼
で
の
 
せ
 百
司
三
 %
 三
 %
 
 （
中
略
の
経
は
終
る
）
 
と
 い
 う
 
（
 
巾
円
 9
 
目
・
 
ロ
 ・
）
の
タ
 
ブ
 ト
）
。
 

こ
の
種
の
研
究
に
は
、
で
 
き
 う
る
か
ぎ
り
多
く
の
（
 
P
T
 S
 が
用
い
た
五
、
と
き
に
は
六
、
そ
れ
以
上
の
）
マ
 

ス
 ス
ク
リ
フ
ト
な
い
し
 

刊
本
を
蒐
集
 

、
（
 

4
 ）
さ
ら
に
は
こ
の
㍉
相
応
部
 

し
 

L
 へ
の
し
 目
宙
年
プ
 

㏄
 
幅
ゴ
 
0
 
の
㏄
に
よ
る
註
釈
重
目
 

の
ぴ
釧
 
（
㏄
ま
す
の
つ
で
 

曲
 
村
別
 
絃
 日
 を
も
参
照
し
て
、
 
そ
 

の
上
で
行
わ
れ
る
の
で
な
け
れ
ば
、
 

づ
巨
 
こ
ざ
 

m
p
 

の
 
O
 
ォ
に
め
 
万
全
で
あ
る
と
は
い
わ
れ
な
い
。
し
か
し
、
い
ま
の
私
は
 

そ
れ
に
は
及
び
が
た
い
 

 
 

、
ま
た
本
文
下
欄
の
註
を
利
用
し
て
、
一
応
こ
の
 
目
 ヴ
田
（
を
果
し
た
い
。
 

て
い
る
の
で
、
以
下
に
は
、
な
る
べ
く
 

右
 Ⅰ
）
・
 左
 （
 -
 ）
 を
 示
し
た
。
 

南
伝
 一
 …
：
 
白
 南
伝
大
蔵
経
 
ヒ
 第
十
二
巻
、
相
応
部
経
典
 
一
 、
赤
 沼
 晋
書
 訳
 。
（
第
一
篇
の
第
一
 

f
 第
十
一
相
応
）
。
 

南
伝
 二
 …
・
・
・
「
南
伝
大
蔵
経
 

し
 第
十
三
巻
、
相
応
部
経
典
 
二
 、
林
 五
 邦
訳
。
（
第
二
篇
の
第
十
二
 

@
 第
二
十
一
相
応
）
。
 

南
伝
 三
 …
・
・
・
「
南
伝
大
蔵
経
 

L
 第
十
四
巻
、
 
栢
 芯
部
経
巻
 二
 
、
渡
 ぬ
照
 完
訳
。
（
第
三
篇
の
第
二
十
二
 

｜
 第
三
十
四
相
応
）
。
 

南
伝
 四
 …
：
 
白
 南
伝
大
蔵
経
 
L
 第
十
五
巻
、
相
応
部
経
典
 
四
 、
上
 
エ
花
 俊
道
 訳
 。
（
第
四
篇
の
第
三
十
五
で
第
四
十
一
相
応
）
。
 

南
伝
 五
 …
…
「
南
伝
大
蔵
経
 

ヒ
 第
十
六
巻
上
、
 
栢
 芯
部
経
典
正
、
 
立
花
俊
道
 訳
 （
第
四
篇
の
第
四
十
二
 

!
 第
四
十
四
相
応
Ⅰ
 渡
 辺
照
 完
訳
（
第
五
篇
 

の
 第
四
十
五
 
@
 第
四
十
七
相
応
）
。
 

南
伝
 六
 …
…
「
南
伝
大
蔵
経
」
第
十
六
巻
 

下
 、
相
応
部
経
典
人
、
 
渡
辺
 照
 完
訳
。
（
第
五
篇
の
第
四
十
八
 

@
 第
五
十
六
相
応
）
。
 

以
上
の
す
べ
て
に
わ
た
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ぺ
ー
ジ
数
は
 

、
 煩
を
 避
け
る
た
め
に
、
 
横
 細
み
・
ア
ラ
ビ
ア
数
字
で
 
，
ロ
 
・
・
・
・
・
・
 

，
と
 し
て
示
す
。
 



  

㈲
第
三
篇
第
二
十
四
相
応
の
経
は
す
べ
て
の
 

三
 （
 
ぃ
コ
 
（
が
ま
た
 は
の
 屈
巨
り
コ
 

（
 
由
 @
 つ
の
 
せ
ド
 
ゆ
す
り
「
 

り
 せ
ゅ
 三
と
 呼
ば
れ
る
（
 巾
づ
 9
 
日
 
Ⅰ
コ
田
Ⅱ
・
 

づ
 ・
 -
 
Ⅹ
 七
ボ
 ・
 

や
丘
 ，
 捷
 （
・
ま
た
同
本
文
や
け
Ⅰ
 べ
 ・
 で
 き
 ミ
痒
 p
 ）
。
 

㈹
同
篇
第
二
十
九
相
応
の
経
は
す
べ
て
の
 
口
 （
（
 
り
コ
 
（
㏄
と
呼
ば
 れ
る
。
こ
の
相
応
の
末
尾
（
中
心
 
9
 
 日
・
 ワ
ミ
 P
-
 ・
の
）
を
 参
 照
 。
 

㈲
同
篇
第
三
十
 栢
 応
も
同
じ
（
 同
ワ
 ぎ
の
、
㌃
 お
 ）
。
 

㈲
同
篇
第
三
十
二
相
応
も
同
じ
（
同
 

ロ
 ・
 
ぎ
ゴ
 
Ⅰ
 目
 ）
。
 

㈹
同
篇
第
三
十
三
相
応
も
同
じ
（
 
同
 
や
い
の
の
，
 
-
 
・
 馬
 ）
。
 

以
上
の
㈲
 ?
 ㈹
は
㌧
 円
 s
.
 甲
ぎ
マ
 ・
 
ワ
 ユ
ニ
 
-
@
 

の
（
に
も
示
さ
 

れ
て
い
る
。
た
だ
し
こ
の
り
ス
ト
中
に
、
第
三
十
一
相
応
・
 第
 三
十
四
相
応
に
も
 

の
仁
 
（
（
 
り
コ
 
（
 
ハ
 と
し
て
あ
る
が
、
第
三
十
一
 

相
 応
の
末
尾
（
 口
 ・
 0
 の
の
 
・
 と
盤
 ）
に
は
の
 仁
 （
（
の
と
あ
り
、
ま
た
第
三
十
四
相
応
の
末
尾
 

（
で
・
 

い
べ
 
㏄
 ，
 @
 ト
り
 
）
 

に
は
 
4
%
 Ⅱ
 ゆ
オ
曲
ト
ド
申
い
 

と
あ
る
。
 

㈲
第
四
篇
は
ま
ず
四
つ
ぼ
分
け
ら
れ
、
そ
の
各
々
に
章
が
立
 

て
ら
れ
る
が
、
そ
の
第
四
の
第
二
章
は
、
末
尾
の
ウ
ッ
ダ
 
｜
 ナ
 で
は
経
を
の
 巨
 

蕾
 ま
り
と
呼
ん
で
い
る
（
 巾
円
 s
.
 目
 ・
や
左
の
の
 冊
 緒
付
、
 
ま
 た
 
Ⅰ
 
コ
 （
「
・
 

や
へ
 ま
を
参
照
）
。
 

3
P
T
S
 

の
 各
冊
の
 
「
序
言
」
デ
コ
 巨
 。
 年
ロ
ゑ
ざ
コ
 
）
に
、
そ
の
 径
数
の
検
討
が
か
な
り
詳
し
く
説
か
れ
て
い
る
（
上
の
日
本
語
 の
 書
物
の
多
く
は
、
 

そ
れ
ら
を
あ
ま
り
参
照
し
て
い
な
い
）
。
 

P
T
S
.
I
z
V
 

に
続
く
 

P
T
S
.
 

Ⅵ
は
 

、
目
お
 ・
 豊
 
あ
 こ
腰
乱
 
臆
の
編
集
し
た
Ⅰ
 コ
ロ
 
の
 メ
 の
の
で
あ
る
が
、
そ
の
序
文
に
も
、
 

ま
 た
ど
こ
に
も
、
 
す
 

で
に
径
数
に
関
し
て
は
全
く
触
れ
ず
、
 

P
T
S
.
I
@
V
 

の
 掲
 げ
る
も
の
を
、
そ
の
ま
ま
踏
襲
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
 

P
T
 S
 の
英
訳
 
づ
鮭
 

め
 0
0
 
か
っ
ト
 ～
 
ざ
ぬ
ミ
お
ヘ
 
つ
コ
 

氏
 ヘ
曲
 
斥
 
Ⅵ
 
Q
 セ
 Ⅰ
 
さ
旗
卍
 

・
Ⅰ
 ，
 Ⅰ
 -
 乙
 （
の
・
オ
プ
Ⅱ
の
し
 

り
 去
年
 ぷ
目
 z
 セ
 ・
戸
ド
ヨ
手
 綾
毛
 p
r
 

Ⅰ
も
変
ら
ず
、
 

P
T
S
 

の
 各
冊
 で
ご
く
ま
れ
 

に
 
（
と
く
に
 V
 に
）
本
文
中
と
ウ
ッ
ダ
ー
 ナ
 と
に
掲
げ
ら
れ
る
 径
数
の
相
違
を
、
不
詳
 に
 言
及
す
る
例
が
あ
る
。
し
か
し
経
の
 総
数
に
は
敢
え
て
 

触
れ
よ
う
と
し
な
い
 0
 な
お
、
 

P
T
S
.
 

Ⅵ
に
は
、
 

ミ
 ・
 
宙
 ・
 申
 0
4
 
の
に
よ
る
Ⅰ
 ひ
 0
 コ
 コ
 。
武
の
紹
介
が
 
、
 三
ぺ
 ー
 ジ
に
わ
た
っ
て
 
掲
 載
 さ
れ
て
い
る
。
 

P
T
S
 

の
経
の
番
号
の
提
示
は
、
第
一
冊
と
第
二
冊
以
降
と
で
 異
な
る
。
即
ち
、
第
一
冊
 @
 第
一
篇
で
は
、
各
相
応
の
な
か
が
 章
に
 区
切
ら
れ
て
 

い
る
も
の
（
第
一
と
第
四
、
第
六
、
第
七
、
第
十
一
の
諸
相
応
 ）
は
、
そ
の
 
章
 ご
と
に
経
に
新
た
な
番
号
づ
け
を
し
て
い
て
、
 

そ
の
相
応
全
体
 の
 

経
の
通
し
番
号
は
示
さ
れ
な
い
。
た
だ
し
、
南
伝
 
一
は
 、
そ
の
 目
次
に
は
各
相
応
の
経
の
通
し
番
号
を
（
水
野
本
づ
・
 20
2
 
つ
 ・
 
N
 の
も
同
じ
Ⅰ
 
一
 

方
 そ
の
本
文
に
は
通
し
番
号
を
 
n
U
 

に
入
れ
、
あ
と
に
 

P
T
 S
 の
 章
 ご
と
の
経
の
香
号
を
示
し
て
い
る
。
一
方
、
第
二
冊
 @
 第
二
篇
以
降
は
 、
 

名
相
応
の
な
か
に
章
な
ど
の
区
分
の
有
無
に
一
切
か
か
わ
ら
ず
 

相
応
全
体
を
通
ず
る
 番
弓
 を
も
っ
て
 
、
 
経
を
示
し
て
い
る
 宋
ヤ
巾
づ
 9
 
Ⅰ
 

Ⅰ
 
臣
 （
（
・
 

や
パ
 ）
。
こ
の
よ
う
な
相
違
が
あ
る
た
め
に
、
の
 

ヱ
 ・
か
ら
 の
 引
用
が
、
 
P
T
S
 

本
の
巻
数
と
ぺ
ー
ジ
数
と
を
も
っ
て
な
さ
 れ
て
来
た
の
で
あ
 

w   



相応部の経   

古
来
、
向
相
応
部
 L
 に
七
七
六
二
経
か
ら
成
る
と
い
う
 説
 が
 通
説
と
さ
れ
て
お
り
、
赤
沼
木
ゃ
 
と
や
 の
と
 増
 谷
本
 や
燵
，
や
 
の
の
の
と
は
こ
 

の
 径
数
を
掲
げ
て
い
る
。
そ
の
根
拠
を
、
赤
沼
木
ヮ
 ト
 は
、
司
 サ
マ
ン
タ
パ
ー
サ
ー
デ
ィ
カ
 L
 二
七
ぺ
 ー
 ジ
（
Ⅱ
 ㍉
釜
ロ
見
得
里
姿
 

沙
 日
大
正
二
 

四
巻
六
七
エ
 
ハ
 a
 ）
 と
司
 ア
ッ
タ
サ
ー
リ
ニ
ー
 し
 二
五
 ぺ
｜
 ジ
 と
に
求
め
る
。
（
Ⅰ
）
 

P
T
S
.
V
 
の
「
序
言
」
 つ
 ・
 
せ
ま
 
@
 ロ
 ポ
も
 、
こ
の
数
と
こ
の
 

通
説
と
を
掲
げ
、
㌧
の
（
 

p
4
p
 

（
（
 

ゴ
 E
u
 （
 
d
r
p
 

村
緊
ゴ
 
叫
か
ら
そ
 の
 パ
ー
リ
文
を
引
用
し
、
そ
れ
に
解
説
を
加
え
て
、
こ
の
 大
き
な
数
に
近
づ
け
る
 

よ
う
な
試
案
さ
え
提
示
し
て
い
る
け
れ
ど
も
、
し
か
し
あ
 く
ま
で
そ
の
数
は
「
マ
 ス
 ス
ク
リ
フ
ト
の
デ
ー
タ
ー
 か
 ら
は
得
ら
れ
な
い
」
と
 

断
言
す
る
。
 

て
 

以
上
の
よ
う
に
、
赤
沼
 本
 ・
 増
 谷
本
は
、
総
数
を
 セ
セ
 六
二
経
と
し
、
そ
の
の
ち
に
、
そ
れ
に
続
い
て
、
 各
相
応
の
経
数
を
掲
げ
て
い
 

卸
る
 。
い
ま
こ
れ
ら
を
合
計
し
て
も
、
決
し
て
 セ
セ
山
 
八
二
経
に
は
達
せ
ず
、
 P
T
S
.
V
 
 
ロ
 ・
守
の
い
 う
通
 り
 
の
の
ユ
日
田
 

ぜ
円
ゅ
づ
す
ニ
 
0
 毛
 

一
・
 

敏
べ
 べ
 6
2
 

な
の
で
あ
る
。
 

し
こ
 ナ
ま
 

が
っ
て
、
現
存
 P
T
S
 本
に
 よ
 る
か
ぎ
り
、
こ
の
径
数
は
、
伝
説
と
し
て
の
 価
 値
は
保
存
さ
れ
て
も
、
そ
の
 

 
 
実
数
と
し
て
は
捨
て
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

赤
沼
木
ロ
・
 
か
 

づ
 に
は
、
上
述
の
よ
う
に
、
各
相
応
の
 径
数
を
そ
の
相
応
の
名
称
と
と
も
に
、
一
覧
表
に
し
て
 掲
げ
て
い
る
。
 増
谷
 

本
も
本
文
の
説
明
中
に
、
そ
れ
を
引
用
し
て
、
そ
の
ま
 ま
 提
示
す
る
。
こ
の
径
数
を
合
計
し
て
、
第
一
篇
 ｜
 二
六
 0
 経
 
（
こ
の
数
字
は
増
 5  (5) 

三
 

従
来
の
諸
説
に
つ
い
て
 

ろ
 う
 。
 

4
 

と
く
に
い
わ
ゆ
る
コ
シ
ャ
ム
木
ロ
（
な
い
し
 

コ
 タ
イ
 国
版
 L
 ）
の
重
要
性
に
つ
い
て
は
、
水
野
弘
元
ロ
パ
ー
リ
語
文
法
 口
っ
 い
 Ⅰ
㏄
に
詳
し
い
。
 

5
 
 こ
の
）
 口
 （
「
 
0
 年
 二
色
 ざ
コ
 は
、
本
文
の
校
訂
・
印
刷
の
の
ち
 に
 記
さ
れ
た
ら
し
く
、
そ
の
な
か
に
、
本
文
を
訂
正
し
た
り
、
 ま
た
弁
明
を
試
み
た
 

 
 



「
相
応
部
」
は
、
ほ
ん
の
と
る
に
た
ら
な
 い
 例
外
（
そ
れ
 ら
に
つ
い
て
 

（
 
4
 ）
 

ダ
 ー
 ナ
 が
付
さ
れ
て
、
そ
の
章
に
掲
げ
た
諸
経
に
つ
い
 て
 し
め
く
く
っ
て
 は
そ
の
個
所
で
触
れ
る
）
を
除
い
て
、
 

い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
す
べ
て
の
章
が
 必
ず
 章
 

ウ
ッ
ダ
 l の 
ナ 

を 
と 

も 

な 

（
 
3
 ）
 

末
尾
 に
 ウ
 ソ
 

ょ 経 は 南 は 現 計 谷   占手 J ぅ 数 二 、 伝 判 と 祥 二、 本 
p p に 第 井 。 に 五、 一 
T T は 五 本 
S S  、 聚 は 
本 の 経 一   
に 誤 の 二 % 
等 値 総 0 応 
し （ 数 人 は 
い ? は 経 ま   
。 ） 示 、 で 

を さ 合 は 
訂 れ 計 立 

正ず二、 す、 ハ、 ち 入 
る 篇 八 、 ら   
ほ か ・ 相 九 経、 、 ず 、 な 増 て 第 て 赤 る 経 
は 応 と 第 い 谷 も 一 み 沼     
    い - こ 不 明 篇 る 本 し 第 

ら に 
ほ ひ -.  ま ・ 章う聚 ・ 。   とっ がふかつ 
全 経 こ Ⅱ 三篇｜ 明 な 実 と、 も増 谷 ナ力 っ こ ： ） P 篇 く など れは   セ五 白であようにで・コ てい う は誤植 本も訂 、赤 て   
に 称 T 一   人 るか とが玉酒 はそ " かさ木 経、 
教 通 S ・ 経 、   
す し V 第 

南口 三界 る 。 番号を ・ く 田   
伝 詳 に 人 
一 し 掲 六     5 相 表 こ 

前 し 応 に こ 
  家 の目次 第三 してあ 径数を 

  
出 本 て 、 をハ 表 0 、 、 に こ 右 l 

の - 
佳 一 
説 九   に 五 

      も経 力 、 

四出姉 まで ぅ 二、三 である それ 表から以上に を生じ るが、 サ のま 、 かわ ら ら 

も の 。 九 
止 め、 はここた れのか ず の 

な 個 永 一   
(6)  6 



相応部の経の 数について 

註
 
工
 

埴
谷
本
に
は
こ
の
経
典
の
根
拠
は
な
ん
ら
示
さ
れ
て
い
な
  
 

 
 

中
村
元
・
山
田
続
編
 
司
 世
界
思
想
教
養
辞
典
 し
 日
本
・
東
洋
 
ぬ
 
掃
っ
・
き
上
段
。
 

ま
 

4
 
 
「
諸
経
 
?
 目
 （
（
㏄
の
）
の
タ
イ
ト
ル
は
、
各
章
の
末
尾
に
い
 

3
 

ま
れ
に
、
 
章
 以
外
の
そ
の
他
の
区
分
の
末
尾
に
ウ
ッ
ダ
 ｜
 

（
 
コ
 （
（
・
や
し
。
な
お
経
の
タ
イ
ト
ル
（
 
@
 経
略
）
は
 
、
 
㌧
 円
 9
 

ダ
 ー
 ナ
 は
諸
経
の
王
 
題
 に
関
聯
す
る
こ
と
が
多
い
、
し
か
し
さ
 

た
ヨ
 新
・
仏
典
解
題
事
典
 b
 ワ
 婁
も
、
前
田
氏
の
記
述
に
よ
り
 

が
あ
っ
て
、
そ
の
篇
の
な
か
の
 栢
 応
の
名
称
や
数
が
奉
 照
 さ
れ
 

ピ
ル
マ
左
に
も
と
づ
 き
 、
も
し
も
シ
 
フ
 ハ
リ
ー
ズ
（
三
）
本
が
 

 
 

一
句
（
 窩
手
 8
 
 の
第
一
話
で
あ
る
。
 
諸
 マ
 ス
 ス
ク
リ
プ
ト
は
 
経
 

わ
ゆ
る
ウ
ッ
ダ
ー
 
ナ
 
（
 
己
 江
口
囲
 
コ
ぃ
 
③
で
、
規
則
的
に
述
べ
ら
れ
て
 

ナ
の
 置
か
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
な
お
五
つ
の
篇
の
末
尾
に
は
、
 

 
 

異
 な
る
名
称
を
掲
げ
る
場
合
に
は
、
そ
れ
ら
が
付
記
さ
れ
る
。
 

ら
に
頻
繁
に
は
、
そ
の
経
の
な
か
で
重
要
と
尼
な
さ
れ
る
単
語
 

 
 

（
・
 
H
 
コ
 （
 
r
.
 
フ
ポ
ヨ
 
に
明
示
す
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
底
本
の
 パ
 

、
こ
の
数
が
示
さ
れ
て
あ
る
。
 

サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
の
仏
典
編
集
に
も
見
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
 

す
べ
て
ウ
ッ
ダ
ー
 
ナ
 

る
 。
即
ち
、
ウ
ソ
 

る
 」
（
㌧
 円
 9
 
（
 

一
般
的
に
は
 第
 

リ
 国
立
図
書
館
の
 

（
な
お
こ
こ
で
 け
、
 

か
し
こ
の
こ
と
 

P
T
S
 

本
文
の
経
 

名
と
 、
ウ
ッ
ダ
１
 
%
 め
あ
げ
る
経
の
タ
イ
ト
 ル
 と
の
 栢
違
を
、
 
一
々
記
す
こ
と
は
、
省
略
す
る
 

じ
 

っ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
そ
の
章
の
経
教
、
し
た
が
っ
て
 、
相
応
・
そ
の
篇
の
径
数
を
数
え
る
こ
と
が
可
能
で
あ
 り
 、
 P
T
S
 本
も
そ
の
 

方
法
に
し
た
が
う
 G
 拐
 ，
 プ
 （
 
コ
 （
（
・
 

Q
.
 

ぎ
 。
こ
こ
で
も
、
 専
ら
そ
の
ウ
ッ
ダ
ー
 ナ
 に
も
と
づ
い
て
、
経
を
数
え
て
 行
く
こ
と
に
す
る
。
 

は
下
、
各
 篇
 ご
と
に
、
そ
れ
ら
を
検
討
し
て
行
こ
 う
 。
 と
 く
に
第
五
篇
に
 P
T
S
 本
に
誤
ま
り
が
見
出
さ
れ
る
が
 

一
切
を
調
査
し
た
 

上
 で
、
私
の
各
篇
の
緒
論
か
ら
導
か
れ
た
 司
 相
応
部
 b
 全
 体
の
経
の
総
数
を
示
す
こ
と
に
す
る
。
 

7  (7) 



る 
    

経 

I や る 。 1 相 註 し 第第第数 ヤ @ -   の ③ 応 名 ぎ の 即ち 、 
牛第亦 計 二 広広広 ; ; ; い て 

セ                   い   八 え 
マ ご の の l = 木目、 万 一 百本 が 経 回 0 一 は 
（       文 が 経 経 経   
ウ ; 中 

・ ソ （ に 
数 
，え 

ダ 奉掲   
ナ Ⅰ ら 
） の れ                     二五 一 O 
扁の 本 o の め 経 経 経 
  
あ 尾 
  
  ヨ や 

せテ いトつ レ再任 第三相 第十一 第七 相 
  相 応 応 
  

（ ウ ウ 
応                           
五二 経 経 五経 

    
技 万 "" - 
0@1 -. さ 

田 れ 
第 第 
ソて 四 

  
ま も 

相 相 

た の 
広広   

篤 と 
      

十 が           
相 柏 二 五 

経 緯 
応い 異   
（ る   
文 が 

つ 一 

い つ 
お あ 

（
 
l
l
@
 

審
 な
点
は
全
く
見
当
ら
な
い
（
 よ
う
 に
思
わ
れ
る
）
。
 

し
 た
が
っ
て
、
 

P
T
S
 
本
 、
南
伝
 一
 、
宇
井
本
、
水
野
本
 が
そ
の
通
り
採
用
さ
れ
 

 
 

三
 

第
一
篇
 は
 つ
い
て
（
 P
T
S
.
 

エ
 ）
 

 
 

第
一
 
ぬ
居
 、
即
ち
 P
T
S
.
1
 

に
は
、
第
一
節
の
註
Ⅰ
に
 一
 示
し
た
・
そ
の
「
 
序
 舌
ロ
」
に
掲
げ
ら
れ
た
相
応
の
数
の
誤
 
ま
り
を
除
け
ば
、
 
不
 



相応部の経の 数 @c   ' て 

の
 皇
弟
子
…
…
」
と
あ
る
。
明
ら
か
に
誤
植
で
あ
る
。
 

b
 
 第
十
二
相
応
は
、
第
一
 
2
 第
八
章
が
あ
り
、
そ
の
 あ
と
に
一
章
が
付
随
し
て
第
九
章
と
な
る
。
そ
の
前
後
の
 不
統
一
の
取
り
扱
い
に
 

関
す
る
校
訂
者
の
苦
心
 談
が
 、
 P
T
S
.
 
Ⅱ
の
「
序
言
 」
 
ヮ
 田
に
語
ら
れ
て
い
る
。
Ⅲ
ま
ず
第
一
 

!
 第
八
章
 は
 、
す
べ
て
 
１
つ
簿
幅
幅
 

。
 

が
 章
の
名
称
と
し
て
あ
る
の
に
、
第
九
章
は
 
ナ
コ
 d
p
 
（
 ギ
 口
の
 
ゼ
 Ⅱ
 W
P
p
 

旧
 
と
い
う
異
な
っ
た
タ
イ
ト
ル
を
も
つ
。
㈲
 
第
一
 2
 第
セ
 章
の
各
章
 

は
 、
 
一
 0
 経
ず
っ
か
ら
成
り
、
し
か
も
 各
 経
に
は
タ
 
イ
 ト
ル
が
あ
る
の
に
対
し
て
、
第
八
章
は
一
一
経
か
ら
成
り
 、
 且
 つ
経
 名
は
な
い
。
 

そ
し
て
第
八
章
の
ウ
ッ
ダ
ー
 テ
フ
 ）
の
 
っ
 に
も
「
一
一
」
 

（
の
 
マ
ゅ
 
Ⅰ
 り
 の
ど
の
経
を
示
す
の
み
で
、
 

経
名
 に
は
触
れ
な
い
 

㈹
第
八
章
の
末
尾
 

や
 お
っ
（
上
記
の
ウ
ッ
ダ
ー
 ナ
 に
直
ち
に
続
い
て
）
第
一
 !
 第
 八
章
の
章
の
タ
イ
ト
ル
を
掲
げ
る
ウ
ッ
ダ
ー
 ナ
 が
述
べ
 ら
れ
る
（
そ
し
て
第
九
章
 

に
 続
く
）
。
㈲
第
九
章
は
一
二
経
か
ら
成
り
、
 各
 経
に
 は
 再
び
経
石
が
付
さ
れ
、
そ
れ
は
末
尾
 
ヨ
 ・
 
P
 
ひ
 N
h
.
 
の
 ゥ
 "
 ダ
 ー
 ナ
 に
再
録
さ
れ
 

 
 

て
 、
し
か
も
ウ
ッ
ダ
ー
 ナ
ワ
ト
 の
の
、
 
-
.
 
か
 ・
は
 、
 経
を
（
の
 口
 （
（
の
と
は
呼
ば
ず
に
）
の
 目
 （
（
 
簿
ユ
い
 と
呼
ぶ
。
㈲
こ
の
 ウ
ッ
ダ
ー
 
ナ
 は
さ
ら
に
 

 
 

続
い
て
、
「
ほ
か
に
そ
れ
ら
は
一
二
あ
り
、
一
三
二
の
経
 （
が
あ
る
）
」
 雀
 p
q
 

の
宮
口
 

蓮
 の
の
 
ド
ア
 0
 コ
目
 
宙
良
（
 
w
&
4
 
計
ヱ
 づ
 の
り
の
 

ド
 （
 
ゆ
 三
）
と
い
う
 0
 
 こ
 

し る も 

第   
応 の このこの ヱ片 のの ㏄ 

四 

      
。 （ に [ Ⅰ 

つ   （ 
  て S   P 

は、 の T 
「   

  
と   ッ 

S 

I I Ⅰ 
）   に ナ 

    を見る も 、ど 
  
百ロ 王 
@ 」 と 
K@ ヒ   

弟 

子 も 託の @ し 

」 章の 記も 

と 

あ 第八 され 

  
  て 経 
  

去 @ 
  
  （通し 尤 しょ、。 
「 一 番 
こ、 応 号 
  P 鵠 
五ロ T ） に柑 ポ 畏 S+ 今 

文 当 
こ Ⅹ に す 



証
 
Ⅰ
こ
れ
は
第
十
六
・
第
十
九
相
応
に
も
関
聯
す
る
。
 
ゑ
 ・
や
円
の
 目
 ・
・
Ⅰ
 

コ
ヰ
 
「
・
で
・
 

-
 
Ⅹ
 

ず
る
。
 

い
ず
れ
に
せ
 
よ
 、
第
二
篇
の
経
数
は
、
 
P
T
S
 、
水
野
本
 
、
宇
井
本
、
南
伝
 
二
 「
解
説
」
 毛
 ・
 
ア
の
 

ぅ
 。
即
ち
 、
 

第
十
二
相
応
…
…
九
三
径
第
十
三
相
応
…
…
一
一
 経
 

第
十
四
相
応
・
・
・
・
・
・
三
九
経
 

第
十
六
相
応
…
…
一
二
 
経
 

第
十
 セ
相
経
 …
…
四
三
 経
 

第
十
八
相
応
・
・
・
・
・
・
 

二
 二
経
 

第
二
十
相
応
…
…
一
二
経
第
二
十
一
相
応
…
一
二
 経
 

こ
う
し
て
、
計
二
八
六
経
が
数
え
ら
れ
る
。
 

に
 示
さ
れ
た
も
の
が
採
用
さ
れ
よ
 

第
十
五
相
応
…
…
 二
 0
 経
 

第
十
九
相
応
…
…
三
一
 経
 

二
を
捨
て
て
）
一
二
経
と
す
る
。
い
ま
は
そ
れ
に
な
ら
う
  
 

（
 
l
l
@
 

第
十
三
乙
第
十
五
相
応
は
、
相
応
の
区
分
に
つ
い
て
、
 諸
 マ
 ス
 ス
ク
リ
プ
ト
問
に
異
同
が
あ
り
、
「
序
言
目
」
 毛
 ・
 
曲
 ヱ
 １
オ
は
そ
れ
ら
を
論
 

お
 い
 と
な
る
の
で
あ
ろ
う
。
 

㈹
 P
T
S
 校
訂
者
は
、
こ
の
末
尾
の
章
を
 、
 p
 で
 つ
 の
 
コ
ま
パ
 な
い
し
第
九
章
と
見
な
し
、
ま
た
径
数
も
二
三
 

二
 因
縁
の
う
ち
無
明
を
除
い
た
十
一
に
つ
い
て
論
ず
る
。
 以
下
の
経
は
省
略
法
に
よ
っ
て
い
る
が
、
 

P
T
S
 

本
 丈
 に
は
 
律
｜
 二
）
の
 記
 

）
 
 
 
 
 
 
 

肴
 で
、
そ
れ
が
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
す
。
 

し
 た
が
っ
て
、
こ
の
章
の
計
一
二
経
に
そ
れ
ぞ
れ
一
一
項
 が
 あ
る
の
で
、
 

馬
 Ⅹ
 目
 Ⅱ
 

の
 「
 一
 三
二
」
と
い
う
数
の
根
拠
は
、
お
そ
ら
く
次
の
通
 

り
 。
第
九
章
の
第
一
 
経
 （
通
し
番
号
㏄
じ
の
 
笘
 （
 
甘
囲
が
 
、
老
死
 2
 行
と
い
う
 十
 
0
 



ナ
の
 記
事
に
そ
む
い
て
い
る
。
 

b
 
 そ
の
最
初
の
根
本
五
十
経
の
第
一
章
 
之
の
 
オ
ロ
）
 

ゅ
つ
 
ぎ
 囲
 
ム
 ・
の
末
尾
の
三
径
 は
 、
い
ず
れ
も
経
石
 が
臣
 （
Ⅱ
（
 

り
口
曲
 

鍍
ゅ
 
ヰ
曲
で
の
り
 

C
 
珪
っ
七
ゅ
コ
コ
の
 

で
 

て
あ
り
、
そ
れ
ら
は
の
 臣
 （
。
 

已
 -
 ト
 
0
 臣
 （
。
⑧
、
目
下
 
円
メ
巴
と
 区
分
し
て
い
る
。
し
か
し
章
の
末
尾
で
・
㌍
・
 
-
 
り
の
 ウ
ッ
ダ
ー
ナ
中
に
は
、
 

刊
 
た
ん
に
 下
 Ⅰ
二
目
 

コ
 目
的
緊
ひ
で
の
 

R
 岸
で
つ
曲
コ
 

コ
阿
 と
い
う
の
 

b
 
 「
序
言
し
き
・
 
ぎ
 l
x
 の
記
事
に
よ
る
と
、
こ
の
章
は
 

み
で
、
 三
 経
の
数
は
あ
ら
わ
れ
な
い
。
こ
こ
で
は
本
文
に
 

口
 つ
の
部
分
か
ら
成
る
。
そ
こ
で
 P
T
S
 

本
文
の
 

ト
巾
 

し
た
が
 ぅ
 。
 

ど
 
）
ロ
ヨ
㏄
 

寅
 a
@
 

Ⅰ
）
の
目
の
日
 

へ
て
 

 
 
数
 
B
 
 第
二
十
四
相
応
の
第
二
章
に
は
問
題
が
多
い
。
 

 
 

げ
ず
、
斗
に
ん
に
の
甘
い
口
（
の
八
ロ
 

し
 
こ
い
う
 火
 
Ⅲ
、
「
 
序
 舌
口
」
 

ゃ
 @
 
パ
は
 
で
の
 
せ
 円
目
 
0
 。
 0
 Ⅱ
 セ
岡
 
Ⅱ
 
0
,
 

麒
 
o
q
 偲
 ヨ
当
㏄
と
呼
び
、
水
野
本
 
っ
 ・
 
ぎ
 ㌃
は
㌧
の
 ぜ
 舌
寸
由
お
幅
い
 と
名
づ
け
、
南
伝
三
ロ
・
の
 
ミ
づ
 
も
「
重
説
 品
 」
の
訳
を
掲
げ
る
。
 

目
 
ヰ
小
 

11 (11) 

第
三
篇
、
即
ち
 P
T
S
.
 
Ⅲ
に
は
、
次
の
諸
問
題
が
あ
 る
 。
 

A
 
 第
二
十
二
相
応
に
つ
い
て
。
 

a
 
 こ
の
相
応
は
、
 巾
 弔
辞
 目
 ・
 
H
 
ロ
 （
（
・
 
フ
 守
に
も
触
れ
 る
 通
り
、
全
部
が
一
 

目
 と
す
る
。
（
さ
ら
に
、
各
部
が
五
章
か
ら
、
そ
し
て
 各
章
は
約
一
 0
 経
か
 

宮
田
 お
 善
哉
 紺
 
へ
っ
 
口
 ・
Ⅰ
縄
の
（
 

c
.
 

）
、
十
五
十
籠
目
 

き
 ゴ
 i
n
 

申
曲
っ
 
㏄
寸
寸
砂
の
 

の
 （
 
っ
 

1
 
の
～
 
-
 
 
）
の
の
。
の
（
 

c
.
 

）
と
あ
り
、
そ
れ
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
部
の
 

末
尾
ロ
・
の
 
ひ
 
・
 づ
 ・
）
の
～
 

，
 

五
 0
 経
 
（
 
罷
 引
け
の
の
）
が
確
認
さ
れ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
 

実
際
の
経
の
数
は
 、
 二

部
に
分
け
ら
れ
、
 
P
T
S
 
本
文
で
は
、
 
0
 の
 
0
 ヰ
ざ
口
 H
,
 目
，
 

ら
 成
る
。
）
そ
れ
ぞ
れ
の
部
の
タ
イ
ト
ル
は
、
根
本
五
 十
経
 

ゃ
 5
@
,
 
し
べ
の
（
 

c
.
 

）
、
後
五
十
 経
 
C
 っ
 a
r
 
山
口
が
ひ
口
目
の
 

a
c
k
a
U
 
（
 
宅
 ・
 

て
て
 

ワ
 お
の
に
香
々
五
章
の
章
名
を
掲
げ
る
ウ
ッ
ダ
ー
ナ
 中
 @
v
t
 

@
 
し
 Ⅹ
 

そ
れ
ぞ
れ
五
二
、
五
 0
 、
五
六
で
、
部
の
名
称
 や
 ウ
ッ
ダ
 
 
 

五
 
第
三
篇
に
つ
い
て
（
 P
T
S
.
 
皿
 ）
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て
 、
第
二
節
を
復
原
す
る
と
、
そ
の
最
初
に
 

前
の
第
一
節
の
）
 2
%
 
（
通
し
番
号
で
い
え
 

ば
 さ
 ?
 の
の
）
が
再
説
さ
れ
て
、
そ
れ
か
ら
上
 

の
葵
 !
 駐
が
来
る
は
ず
で
あ
っ
た
、
そ
の
 

最
初
の
一
八
経
を
本
文
で
脱
落
し
た
、
と
解
 

す
る
（
こ
う
す
れ
ば
計
二
六
経
と
あ
る
）
。
 

ぎ
 ご
と
り
し
巨
に
 儂
 リ
ヨ
 
リ
コ
ハ
ヨ
 

（
 
D
.
 

ぎ
さ
と
は
、
 

そ
 の
ま
ま
で
よ
い
が
、
そ
れ
に
続
く
 
0
 ォ
笘
っ
 

（
の
（
 

目
 臼
茸
 ぢ
口
 
竪
ヨ
む
コ
め
ヨ
 

G
 
 
燵
 ご
は
 

の
中
 u
 
。
に
 、
の
 プ
 リ
ロ
 
（
の
（
 

ヨ
 の
め
（
 

仁
 （
（
 

ア
笘
ぬ
ロ
ョ
 

ギ
リ
 ヨ
宜
 o
o
u
 

）
は
 

怪
 9
 。
に
 、
ふ
 
Ⅰ
こ
れ
ぞ
こ
れ
る
 

巳
 
り
た
め
Ⅰ
 

つ
 た
れ
も
は
吐
 

り
 れ
ば
な
ら
な
い
。
（
 
以
 

下
そ
れ
ら
を
第
一
節
な
い
し
第
四
節
と
呼
ば
 

う
 ）
。
 

c
 
 そ
の
第
二
節
に
問
題
が
あ
り
、
「
序
言
」
 

弓
ォ
 

の
 記
事
に
 ょ
 れ
ば
、
 P
T
S
 本
文
に
は
、
径
の
通
し
 
番
 且
つ
 
㏄
 
べ
 
@
 。
 
心
下
の
入
線
 

忙
 
し
 

か
な
い
が
、
こ
れ
は
あ
と
の
第
三
節
及
び
第
四
節
同
様
、
 

二
六
経
あ
る
べ
き
だ
、
と
い
う
。
こ
の
「
序
言
」
の
 

説
 明
は
判
り
に
く
い
が
、
 

こ
こ
で
こ
の
第
二
節
の
末
尾
 
毛
 ・
 
0
0
0
 

（
・
に
掲
げ
る
 

経
名
 を
 見
る
と
、
そ
れ
ら
は
第
一
節
の
経
 
名
 
（
そ
し
て
こ
れ
 
ら
は
さ
ら
に
そ
の
前
の
 

第
三
阜
の
第
一
と
第
一
八
 
経
 の
経
箱
に
よ
 

ワ
プ
 

-
 

T
 

る
 ）
そ
の
ま
ま
で
あ
り
、
そ
し
て
、
ウ
ッ
ダ
 

）
 

 
 

 
 

と
に
 
2
5
)
 

一
 

2
5
 

１
々
 の
 最
後
の
行
 口
 ・
 
0
 
ぎ
 ・
 -
.
 

の
に
「
二
六
 

 
 

あ
 ㏄
 

2
 
（
 

a
 

4
 
）
）
）
）
）
）
）
）
。
 

経
 」
（
 
り
オ
い
 

す
す
 
@
 
の
ぃ
 
（
 
T
 三
 %
 ）
と
い
う
。
ま
た
後
 

述
 す
る
 よ
う
 に
、
こ
の
章
の
末
尾
に
も
、
 
第
 

2
 

3
 

4
 

二
節
は
二
六
経
と
い
㌔
そ
れ
ら
に
 ょ
っ
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栢芯 部の経の数 @c ついて 

右
の
説
に
も
と
づ
 き
 、
こ
の
第
二
節
以
下
、
こ
の
章
の
 終
り
ま
で
の
経
の
通
し
番
号
の
表
示
は
 、
前
 ぺ
 ー
 ジ
の
 表
 の
 如
く
訂
正
さ
れ
る
 

（
 
P
T
S
 
毛
 ・
 
0
 
拐
で
燵
の
・
水
野
本
づ
・
㍗
 
ニ
 
南
伝
 三
も
 口
 
・
 
ひ
 
0
0
 
１
 び
 
の
め
及
び
そ
の
目
次
）
。
 

こ
う
し
て
、
「
序
言
」
 づ
 
・
 
ニ
 -
 ニ
 の
こ
の
掲
げ
る
第
二
十
四
 
相
応
Ⅱ
一
一
四
経
と
い
う
径
数
が
導
か
れ
る
。
（
 

1
 ）
 

d
 
 四
節
の
 5
 ち
 、
第
二
節
の
末
尾
 
毛
 ・
 
お
ミ
 ・
に
 そ
 の
節
の
み
の
ウ
ッ
ダ
ー
 ナ
 が
あ
り
、
第
一
，
第
三
・
第
四
 節
の
末
尾
に
は
ウ
ソ
 ダ
 

１
々
 が
 見
当
ら
な
い
。
そ
し
て
第
二
章
を
終
る
と
こ
ろ
 D
.
2
2
4
 
 

に
 、
 次
の
四
行
が
あ
る
。
 

中
臣
（
）
 

日
革
仮
 
リ
ヨ
㏄
コ
が
Ⅱ
）
㏄
 

目
ア
囲
 
Ⅱ
 
ゆ
り
 
如
く
の
せ
せ
 

囲
帝
曲
 

Ⅱ
の
 
弔
倒
 ハ
ヨ
 

  

第
二
節
は
二
六
 
床
説
 

口
口
東
田
 

の
 ㎎
㏄
Ⅰ
コ
リ
コ
ゅ
月
）
の
す
い
 

す
ヴ
 
Ⅱ
の
 
の
 つ
つ
 

～
 
岸
田
 
オ
曲
 
Ⅱ
。
 
ヰ
ゆ
ず
ヴ
 

曲
コ
 
円
 
 
 

第
三
節
は
二
六
床
 
説
 

目
，
の
 

立
円
が
内
申
 

日
 曲
コ
の
旧
の
 

ア
簿
 
ヴ
ヴ
Ⅰ
の
が
 

べ
つ
つ
ぎ
田
プ
曲
ハ
 

e
 叶
 
㏄
 ヴ
ヴ
曲
コ
円
 

 
 

第
四
節
は
二
六
床
 
説
 ）
 

0
 曲
 神
口
目
 

日
ゴ
曲
 

（
（
）
 

帥
 臣
の
日
の
 
ゴ
曲
す
ヴ
 

Ⅱ
の
 
ロ
ヨ
セ
ぎ
叶
ゴ
囲
 

Ⅱ
 
e
 
ヰ
 
㏄
 ヴ
ヴ
叫
 

コ
印
 

 
 

く
り
か
え
す
ま
で
も
な
く
、
以
上
の
合
計
一
一
四
が
 、
第
 二
十
四
相
応
の
径
数
と
な
る
。
 

C
 
 第
二
十
六
相
応
に
つ
い
て
、
「
序
言
」
 づ
 
・
氏
の
表
 に
 
（
 
せ
 ・
）
 巴
 つ
で
 
卸
宙
 
㏄
ー
の
・
 

パ
 お
七
Ⅰ
 ト
ひ
 
の
 
口
卜
宮
 
の
と
あ
る
 の
は
、
 ト
 
0
 
 
の
 
目
 ま
が
の
の
 

誤
植
（
。
（
・
 

H
,
 
（
。
・
 

b
.
 

。
 @
@
@
Q
.
o
 

び
 
P
 
n
 

（
 
n
.
 

）
。
 

D
 
 第
二
十
九
相
応
は
煩
わ
し
い
。
 P
T
S
 
「
序
言
」
 づ
 パ
は
目
 
毛
の
曲
 仁
降
汀
 
（
下
の
ニ
目
Ⅰ
 

卸
コ
 
p
.
 
 
（
 
ヰ
の
 
（
 
の
 曲
 Ⅰ
の
ト
下
㏄
仁
こ
 

ヰ
 
の
 タ
ブ
屈
 Ⅰ
 

の
 の
 C
 
甘
 O
 田
ヰ
 
ゴ
 0
 ヰ
 
0
 仁
 Ⅰ
）
㏄
の
 

ヰ
 の
 
0
 Ⅱ
Ⅱ
の
の
 

で
 の
 コ
 由
の
 
ヰ
 
0
 ヰ
 
の
 口
 ・
の
 
0
 （
 
す
住
臼
 の
ま
す
 
0
 方
が
の
 

0
.
 
 

と
い
う
が
、
こ
の
 

サ
目
 
㎡
 以
下
の
意
味
が
ど
 う
し
 

て
も
判
ら
な
い
。
 P
T
S
 本
文
を
見
る
と
、
こ
の
相
応
 の
 末
尾
で
、
経
文
が
終
り
、
 
ウ
ソ
ダ
 ー
 ナ
 の
 前
づ
 ・
 
N
 
か
 
め
 -
.
 

び
｜
 
由
に
 
い
セ
 
㏄
 日
 

）
日
田
コ
Ⅵ
 

づ
 の
せ
せ
叫
こ
目
の
年
の
の
曲
の
目
 

目
 ㏄
 コ
叫
囲
オ
囲
ヰ
 

の
 す
サ
囲
 
（
 
是
 の
 如
く
伝
説
し
て
 一
 
0
 経
を
説
く
べ
し
）
入
口
養
 
旧
 
9
 ざ
 の
 

  

 
 

せ
 ①
 
ド
田
曲
 

村
山
（
の
石
岡
三
ガ
 

ゆ
 （
の
ヴ
ぴ
 

曲
三
 （
是
の
如
く
四
類
に
お
い
 

て
 四
の
記
別
た
説
く
べ
し
）
八
ロ
 ロ
 s
a
 

田
ま
の
ロ
（
曲
す
 

0
 臣
 （
 

の
目
 
円
円
の
目
田
岡
 

 
 
 
 

の
の
 
ヰ
 （
 一
 
0
 経
と
 五
 0
 経
と
あ
り
）
へ
と
い
う
。
こ
れ
に
 
4
 
ロ
わ
せ
た
の
 て
 あ
ろ
う
か
。
し
か
し
こ
の
パ
一
 
リ
 文
も
 意
味
す
る
と
こ
ろ
が
 明
 



ら
か
で
は
な
い
。
即
ち
、
第
一
段
の
「
 一
 0
 経
 」
は
 何
 を
 指
す
の
か
。
果
し
て
、
こ
の
相
応
の
第
一
 ?
 第
一
 0
 経
 な
 い
 う
 の
か
。
そ
れ
な
 

ら
ば
、
第
二
段
の
「
四
類
」
と
は
何
か
、
第
一
一
 
!
 第
 一
四
経
な
い
 う
 の
で
あ
ろ
う
か
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
 策
 一
一
経
の
内
容
・
構
成
 

ほ
、
 先
の
第
三
経
及
び
 第
セ
 経
と
ほ
 ば
 同
じ
で
あ
っ
て
 
こ
こ
に
は
第
一
経
の
反
復
を
思
わ
せ
る
片
鱗
さ
え
な
 い
 。
ウ
ッ
ダ
ー
 ナ
 の
 説
 

も
、
 経
の
番
号
と
照
 ム
ロ
 
す
る
と
、
第
一
、
第
二
、
第
三
、
 第
セ
 、
第
一
一
経
に
相
応
し
、
こ
れ
ら
あ
と
の
三
つ
が
 そ
れ
ぞ
れ
四
 つ
 あ
る
と
 

い
う
（
こ
う
し
て
計
一
四
経
と
な
る
）
。
第
二
十
五
 !
 第
二
十
八
相
応
が
「
序
言
 目
 
」
 ロ
 ・
生
に
い
う
通
り
、
い
ず
 れ
も
 
）
 
0
 
 
（
二
 
%
 ダ
 ）
。
 

の
仁
 
（
（
 

い
 の
で
あ
り
、
こ
の
第
二
十
九
相
応
が
 

に
 （
 
円
 
（
 
デ
の
 

ダ
 
三
の
三
軒
ま
お
で
あ
っ
て
も
、
径
数
が
少
な
す
ぎ
 
る
と
い
う
こ
と
も
な
い
。
 

と
も
あ
れ
、
 

P
T
S
 

本
文
は
、
こ
の
第
一
一
経
に
相
当
 

す
る
も
の
 ロ
 ・
 
N
p
 
ヰ
を
目
 1
.
 
ド
つ
 （
二
）
し
り
 
づ
毛
 ㏄
 村
 w
q
p
 
（
）
）
と
し
、
 
吹
吋
ト
 0
 
肚
の
 

を
 
㎏
 ト
 
1
,
 
白
 0
 
 
（
 
ト
 
㎏
 1
,
 
Ⅰ
 
怪
 ）
し
目
 コ
 由
で
の
 

オ
ゆ
ト
 

が
（
㎏
・
の
。
 

か
 ）
と
す
る
。
（
私
は
そ
れ
ぞ
れ
最
初
の
コ
ー
 
N
o
.
 
ミ
｜
 き
の
根
拠
を
疑
 う
げ
 

れ
ど
も
Ⅹ
一
応
こ
こ
で
は
 
P
T
S
 本
 に
な
ら
っ
て
お
く
 。
以
上
と
全
く
同
じ
こ
と
が
、
以
下
の
諸
相
応
に
く
 り
 返
さ
れ
る
。
 

E
 
 第
三
十
相
応
は
、
 P
T
S
 

本
文
中
の
相
 

い
 異
な
る
 経
 名
は
四
つ
、
ウ
ッ
ダ
ー
ナ
ロ
・
 
0
 
ト
 
の
も
四
つ
の
項
目
を
あ
 げ
 、
 一
 0
 経
を
指
示
す
 

（
 
2
 ）
 

る
が
、
そ
の
直
前
の
一
行
 
巴
 v
a
 

旧
で
宮
ゆ
㏄
 

ヰ
 0
 コ
 a
 
c
 

オ
が
 の
 
a
t
t
a
l
 

～
の
簿
の
三
（
 

ひ
コ
 
（
 
卸
ゴ
 。
 巨
 （
に
よ
り
、
四
六
経
と
す
 る
 。
（
「
 

ぼ
舌
ロ
」
 

+
 

ヮ
 ・
 
x
 
 
に
 

叶
ゴ
 
の
り
の
の
の
 
0
 Ⅱ
 ヰ
す
 
の
の
口
ロ
㏄
 

づ
弔
リ
 
ー
の
：
 日
 
o
H
.
 
 

ミ
ゴ
田
 

。
 
ゴ
ヰ
 甘
の
 C
 宙
 四
目
コ
の
 
的
 @
 
づ
 の
の
 ト
 
0
 
 
曲
目
㏄
 
ア
 サ
目
汁
 
毛
す
ぽ
 
下
田
の
の
 
簿
 円
仁
丹
 
0
 
 
の
 
0
 コ
い
 
や
の
 
こ
 0
 Ⅱ
 ム
の
 

の
由
 
円
円
 

ド
の
 
・
 ヴ
 の
の
 
の
け
 
の
の
の
が
の
甘
の
小
才
 

オ
の
 Ⅰ
 
0
 ロ
Ⅱ
）
㏄
の
 

ダ
ゴ
 リ
セ
）
 

コ
 
的
の
ゆ
Ⅰ
）
の
 

曲
曲
の
、
の
 

0
 コ
ヰ
の
）
二
の
 

ト
コ
プ
 
の
 の
由
 
Ⅰ
で
）
の
 

す
 0
 の
 
0
 Ⅱ
 ヲ
ヰ
 
目
 の
 
目
鰭
 
（
 
ひ
 の
と
い
 ハ
ノ
。
 

二
 

こ
の
 す
 の
 c
a
u
 

の
の
以
下
の
意
味
が
不
明
で
あ
り
、
ま
た
こ
 

こ
 は
の
三
日
で
は
な
く
て
の
三
村
三
㏄
で
な
け
れ
ば
な
 う
な
い
）
。
 

F
 
 第
三
十
一
相
応
は
、
 P
T
S
 

本
文
中
の
相
 

い
 異
な
 る
経
 名
は
四
つ
、
ウ
ッ
ダ
ー
 ナ
ゃ
 浮
の
も
四
つ
の
項
目
を
 あ
げ
、
二
二
経
を
指
示
 

す
る
が
、
そ
の
直
前
の
一
行
Ⅱ
 
ヰ
 曲
ヨ
 
づ
呂
 
A
p
 
ヰ
 の
 コ
 笘
の
村
㏄
 

の
曲
（
の
 

臣
 9
 
 口
舌
 走
 総
の
三
行
 旧
 
に
よ
り
、
一
一
二
経
 と
す
る
。
（
「
 
序
 号
目
」
 
ロ
 ・
￥
 

は
ヰ
ア
 e
 
c
 

ゅ
 の
の
 
0
 小
田
 
ゴ
の
 ハ
り
ロ
コ
 

ら
ゴ
リ
 

ヴ
ヴ
 
簿
 1
 
の
・
。
 
日
 
0
 Ⅱ
 と
デ
フ
 

@
 
り
 
す
円
二
の
 
0
 ヴ
 の
の
 
仁
 Ⅱ
 
0
 
 
の
 コ
 年
年
 再
 。
の
 
パ
ヰ
 
㏄
）
 
コ
己
宙
宙
 
a
 コ
帥
ゆ
 
Ⅰ
 
せ
 の
の
 心
曲
 由
 の
の
 0
 ）
 
コ
せ
 
-
 
 
ゆ
コ
宙
 

の
の
の
（
Ⅰ
 

ト
の
ヰ
 

0
 
 
己
 
0
 ㌍
二
 
%
 ゴ
ゆ
ヒ
宰
 

）
 
ゼ
ト
 0
 
 
の
 
由
田
 
ド
ロ
の
。
老
士
 

臣
 0
 
 
ヰ
す
の
 

目
ヨ
す
の
 

r
 
o
 

（
臼
の
日
ガ
 

紺
乙
 d
0
 
%
 
 

）
 馬
 
と
い
う
が
 
こ
の
 ト
 
0
 
 
の
 
目
ま
 
の
の
は
 W 14 



誤
解
で
あ
ろ
う
。
）
な
お
、
こ
こ
で
は
、
第
二
十
九
・
 
第
 三
十
・
第
三
十
二
 ?
 第
三
十
四
相
応
が
す
べ
て
の
 偉
 （
（
㏄
 

コ
 荻
 と
い
う
の
に
、
ひ
と
 

り
の
 

E
d
 

（
の
と
い
う
点
が
注
目
さ
れ
る
、
㌧
 

円
 P
 
 （
コ
 
%
 
Ⅰ
 ワ
ま
，
 「
）
の
（
に
の
口
コ
 

ド
コ
 
（
㏄
の
と
す
る
の
は
㏄
 
由
ま
 
の
の
の
 
誤
 ま
り
。
ま
た
 
て
円
 
9
 

っ
 
・
 
2
5
 
の
・
 
一
 
・
 
P
 
 
の
㏄
㏄
 l
P
P
 
巾
 （
 
ド
ト
 
ー
 い
 
の
）
は
 
は
 
㏄
 
｜
ド
ト
 
の
 （
ト
ト
ー
㏄
㏄
し
の
 

即
珠
佑
胆
 

。
 

G
 
 第
三
十
二
相
応
は
、
 P
T
S
 

本
文
中
に
 

柑
ぃ
 異
な
 る
経
 名
は
八
つ
、
ウ
ッ
ダ
ー
 ナ
ヮ
 0
0
 
べ
 も
八
項
目
を
あ
げ
 、
一
二
経
を
指
示
す
る
 

。
が
、
そ
の
直
前
の
一
行
ま
ま
 ゴ
目
 
8
 二
の
の
の
ま
の
で
が
ひ
 

由
阿
総
 の
目
 
（
（
 

ゅ
口
荻
サ
 
ア
ジ
 
ら
 三
寸
に
よ
り
、
 五
セ
 経
と
す
る
。
（
 「
 
序
 吾
一
口
」
 

ロ
 
・
 
，
は
 
（
 
ゴ
の
 

の
の
の
の
 

0
 Ⅱ
 ヰ
プ
 
の
 ン
ト
 

の
）
 

ゆ
 ゴ
リ
ー
の
：
 

毛
ゴ
 
p
o
 

下
 毛
の
の
Ⅱ
の
 
叶
 
0
 ）
Ⅰ
 
す
 め
 
㏄
 い
 
Ⅱ
の
仁
ト
（
の
 

珪
ヰ
 
ド
 
ア
笘
 片
ゴ
 
0
 臣
 ㏄
 す
計
ゴ
の
コ
 

け
ロ
 
ノ
す
 

の
Ⅱ
 
0
 椅
ヰ
 プ
 0
 
 
片
 
ぎ
 ）
の
㏄
 
ト
の
 
㏄
・
の
 
0
 Ⅰ
・
 

Ⅰ
 
0
 の
 
七
 0
 コ
宙
 
）
目
的
 
ヰ
 
0
 ト
は
 
田
の
 

パ
 目
の
・
と
い
う
 り
 
。
 

Ⅱ
第
三
十
三
相
応
は
、
一
一
の
項
目
が
五
組
の
一
つ
 一
つ
に
つ
い
て
く
り
返
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
計
五
五
経
 と
な
る
。
ウ
ッ
ダ
ー
 ナ
 

づ
 ・
 
お
 の
は
一
一
項
の
名
称
の
み
。
そ
の
直
前
の
二
付
し
 
ヰ
い
 
で
ト
コ
 

巨
 
㏄
帝
の
 

コ
 の
で
 り
曲
ぃ
 

㏄
で
の
刃
口
 

ゆ
 ㏄
の
㏄
 

仁
 d
d
 
の
二
ヰ
 

目
ヴ
ゴ
 
が
 
く
 の
 
コ
 曲
 
が
そ
の
ま
ま
採
用
さ
 

れ
る
。
 円
ト
 

Ⅰ
 
T
S
 の
 亡
 
1
 
序
三
 
二
目
 

@
 
Ⅰ
 宅
 ・
 
し
 
ハ
ー
リ
 

ハ
 
p
 は
 、
さ
ら
 @
 
レ
 
ト
、
 
そ
の
 各
 経
に
い
わ
ゆ
る
「
 十
難
 」
（
「
世
間
 
常
 」
 
!
 「
如
来
 
死
 後
 非
有
罪
 無
 」
㌔
・
 コ
め
 ・
 

づ
 
・
 
2
 の
の
・
 

-
.
 
亙
 ）が
付
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
一
一
項
は
そ
 の
一
 0
 借
 と
な
り
、
計
五
五
 0
 経
と
数
え
て
も
よ
さ
そ
 う
た
 、
と
い
い
、
そ
れ
 

を
 マ
 ス
 ス
ク
リ
プ
ト
に
つ
い
て
説
明
す
る
。
 

て
 
1
 
 第
三
十
四
相
応
は
、
そ
の
末
尾
口
・
 
u
 
お
 の
 ウ
 。
 。
タ
ー
ナ
に
掲
げ
ら
れ
る
一
一
の
語
が
 
、
 経
で
は
そ
れ
ぞ
 れ
二
 つ
 ず
 つ
 組
み
合
わ
さ
れ
 

か
る
か
ら
、
径
数
は
五
五
と
な
る
。
（
 
ミ
 二
三
 せ
 
・
 
甑
 は
、
ヰ
オ
 の
 曲
 （
）
の
の
 

0
 （
（
 
目
 e
 
 
の
け
ま
の
の
曲
「
の
 

コ
 0
 
 
日
 0
 お
 （
 
オ
リ
コ
ト
ロ
と
い
い
、
 
P
T
S
 

ぬ
 
本
文
も
第
一
 !
 第
一
 0
 経
 た
 げ
に
 経
名
 が
付
さ
れ
 て
い
て
、
第
一
一
緒
以
降
は
経
塔
を
力
 "
 コ
に
 入
れ
て
い
 る
が
、
実
は
そ
の
第
一
 経
が
 

 
 

ナ
 に
は
こ
の
二
つ
が
分
離
し
て
掲
げ
ら
れ
る
か
ら
、
項
目
 は
一
 0
 で
は
な
く
て
、
一
一
 

憶
 
と
な
る
。
）
こ
の
五
五
経
と
い
う
数
は
、
ウ
ッ
ダ
 ｜
 ナ
の
 直
前
の
一
行
Ⅱ
づ
曲
コ
 村
 も
つ
の
 せ
セ
 
田
が
 
ヨ
 け
村
 
ゴ
囲
コ
 

ト
づ
 の
 
ひ
 C
a
 
Ⅰ
 弗
 
寸
口
 
沖
 の
 
口
 せ
の
 
セ
せ
曲
 
・
 

相
オ
 a
r
a
 

廿
曲
 
ユ
曲
目
 卜
叩
 ㊤
の
 
す
ヴ
 
刈
田
と
い
う
の
に
一
致
 
す
る
。
（
「
序
言
」
は
上
に
続
い
て
、
（
舌
ロ
白
日
 

汀
 （
。
 ヰ
 切
の
 
セ
 の
 
ぜ
セ
ゆ
才
 

a
 （
 
ひ
め
 
村
田
 ず
 
15 (15) 



六
 
第
四
篇
に
つ
い
て
（
 PT
S
.
W
 
）
 

  
  Ⅰ① OO め 
  

3 2 1 註 ハ ナ ツ ぃゴ の 宙 

示 こ 南 面 ゴ 
す れ 仏 伝 
る ら 三 三 

0 の P で ヰ 「 目 
T 葵次 

  
ら 経 いこ、 ・南伝「是の @   

そ 如 「 る 

れ く 二 

ぞ に 品 第第第 一一 一 第 一 
        

に て 十 

@ ま -" / ヘ -"" / ト   
、 十 経   岡 目 プ 本 人 」 
文 経 と 

広広広広               
B 」 の 五五一四 も 、 ） の   

セ 0 0 人 
のは c 、 を , 経 経 経 経 

「一一日郎 及び C 「四十 -       宙 の 

第 一一 窮策第 一 一   皿 
に経 @ 」 百十 

の目 

一十四 一十三 一十 相 一十 セ           が Ⅱ     野 
宙ト 

五四 一一     
五 六 0 一 杢 の - 

記し る   。 
経 緯 経 回 

  
  南 仁 ㌧ 
" - 口 - - 了 経 ィ ム一 @- 宙の 

      
  一 

コ 0% 

施 目 す 
  
  Ⅱが オハ 」 
  
  の 

  
指 

解 的の コ 

説 （）の 

(16) 16 



第
四
篇
、
 

P
T
S
.
W
 

は
 、
 次
の
諸
相
応
に
問
題
点
が
 あ
る
。
 

A
 
 第
三
十
五
相
応
に
つ
い
て
。
 

も
 
（
か
つ
て
第
二
十
二
相
応
が
、
全
体
を
ま
ず
三
部
に
 
分
か
ち
、
各
々
 五
 0
 経
を
い
っ
た
場
合
に
似
て
）
、
ま
ず
 全
体
を
四
部
に
分
か
ち
、
 

各
々
の
部
の
タ
イ
ト
ル
も
、
ま
た
そ
れ
ぞ
れ
末
尾
の
 ゥ
 ッ
ダ
 ー
 ナ
 も
、
 各
 
「
 
五
 0
 経
 」
（
 
っ
欝
鰍
紐
 
・
 屈
目
は
芙
じ
 と
い
う
。
（
そ
し
て
各
部
 

は
 、
最
後
の
第
四
部
を
除
い
て
、
各
五
章
か
ら
成
り
、
 各
 章
は
一
 0
 経
よ
り
成
る
と
い
う
）
。
し
か
し
な
が
ら
、
 実
際
は
、
第
一
部
が
五
 

二
 経
、
第
二
部
五
一
経
、
第
三
部
五
一
経
、
第
四
部
に
 
つ
い
て
ほ
次
の
難
点
が
あ
る
が
五
三
径
（
九
三
経
と
も
 数
え
ら
れ
る
）
か
ら
 成
 

り
 、
径
数
は
、
 P
T
S
 

は
じ
め
諸
本
の
い
う
通
り
、
 

計
 一
 
0
 セ
 （
二
四
 セ
 0
 ・
・
）
と
な
る
。
 

b
 
 第
一
部
の
五
章
の
タ
イ
ト
ル
の
う
ち
、
第
一
・
 第
 二
 ・
第
四
章
は
 、
ウ
ソ
ダ
 ー
 ナ
 で
き
に
掲
げ
ら
れ
る
も
 の
と
異
な
っ
て
い
る
。
 

c
 
 第
四
部
は
複
雑
で
、
 P
T
S
 
 

「
序
言
」
 

毛
 ・
き
ム
 %
 の
 記
事
も
判
り
に
く
い
。
以
下
に
、
そ
れ
を
 
P
T
S
 本
文
と
参
照
し
つ
つ
 記
 

す
 。
㈲
第
四
部
に
は
、
 章
 
?
p
m
 
め
 
o
 
）
を
名
乗
る
も
の
 堅
 ニ
つ
 あ
り
、
そ
れ
は
 P
T
S
 

本
文
の
第
一
・
第
三
・
第
四
 

章
 に
相
当
す
る
。
そ
れ
 

ぞ
れ
一
二
経
、
 一
 0 経
、
一
一
緒
ょ
り
成
る
。
㈲
第
一
 
章
 に
相
当
す
べ
 き
 も
の
（
 

P
T
S
 

本
文
 

ロ
 
・
）
奏
は
 ハ
 
せ
 儂
の
 0
 し
巨
屯
 0
u
 と
補
 

う
 ）
は
 、
の
接
 （
 
圧
 @
 ら
せ
 
せ
 日
の
日
（
六
十
床
 
説
 ）
と
題
し
、
 。
ヒ
ル
マ
一
一
本
は
明
ら
か
に
の
田
ヰ
曲
ユ
 

目
 三
の
の
お
 
三
 
と
い
 う
 。
当
然
一
八
 
0
 経
と
 数
 

て
え
ら
れ
よ
 う
 。
㈹
こ
う
し
て
 六
 0
 経
と
し
、
こ
れ
 を
 二
章
に
分
か
ち
、
し
た
が
っ
て
、
第
四
部
は
第
一
 !
 第
五
章
 よ
 り
成
る
、
と
す
る
 

何
 
き
す
 ゅ
ヰ
 
（
 
a
.
 
 

ず
り
田
 
母
の
五
で
、
そ
の
香
々
に
 
、
無
 

 
 

常
 ・
 苦 ・
無
我
を
い
う
。
そ
の
う
ち
、
（
・
 

1
 ）
最
初
の
二
 

「
第
五
章
」
（
 
罵
ぎ
ぃ
ヨ
 
③
と
呼
ん
で
い
る
 0
 
 ㈲
 シ
ン
 項

 に
つ
い
て
、
ま
ず
第
一
の
 

ハ
リ
ー
ズ
諸
本
は
、
最
後
の
 

 
 

蜘
章
を
 
「
 
第
 セ
草
」
 宮
迂
豊
 ）
と
呼
ぶ
。
こ
れ
は
、
 上
 の
 六
 0
 経
を
四
章
（
 P
T
S
 

「
序
言
」
 

ゃ
ガ
 は
 
臼
 Ⅱ
の
 

e
 
c
 

す
 い
 
つ
 （
の
（
の
と
Ⅰ
 

リ
 
う
が
、
 

 
 

な
る
。
㈲
さ
て
、
第
二
章
の
経
名
の
項
目
は
 
、
の
ゴ
曲
 
臣
宙
の
 
-
 が
叶
 
Ⅱ
汗
が
 

、
せ
ゆ
宙
曲
コ
 

（
 
り
の
 
㏄
・
 

相
 
0
 
ぽ
 か
コ
 
Ⅰ
が
は
、
の
 
ゴ
 の
 
コ
宙
 
u
 。
ぺ
目
㏄
 

u
,
 
O
 

プ
 リ
コ
宙
リ
 

パ
 
リ
幅
曲
 
の
 三
つ
に
、
次
の
笘
 岸
 が
と
Ⅱ
の
年
の
三
き
か
と
は
、
過
去
 
・
末
末
・
現
在
の
三
つ
に
 分
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か
っ
て
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
に
無
常
・
 チ
 ・
無
我
を
い
い
、
 さ
ら
に
同
文
が
再
び
く
り
返
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
て
 こ
の
三
項
の
各
々
は
 、
 

の
 X
 ㏄
 X
 め
 即
ち
一
八
 経
が
 数
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、
 こ
の
径
数
は
、
末
尾
 ヮ
 ）
の
の
の
ウ
ッ
ダ
ー
 
ナ
 の
掲
げ
る
 も
の
と
一
致
す
る
（
 計
 

五
四
経
と
な
る
）
。
（
Ⅰ
）
あ
と
の
二
項
は
、
そ
れ
ぞ
れ
 無
常
・
 苦
 ，
無
我
を
 い
う
 だ
け
で
あ
る
か
ら
、
各
三
径
 で
あ
り
、
こ
れ
も
同
じ
 

ウ
ッ
ダ
ー
 ナ
 の
い
う
数
と
一
致
す
る
（
計
六
経
と
な
る
）
 

（
Ⅲ
）
第
二
章
は
計
六
 0
 経
と
な
り
、
同
じ
ウ
ッ
ダ
 一
々
 の
 掲
げ
る
径
数
 と
 

な
る
 0
 
 ㈹
し
か
し
な
が
ら
、
 P
T
S
 

本
文
は
、
 

今
 1
 ）
 「
序
言
」
 ロ
 ・
 
4
 き
の
い
う
よ
う
に
、
前
の
㈲
の
や
 1
 ）
に
 一
 
不
 し
た
三
項
の
な
か
の
 三
 

つ
の
区
分
を
 、
 経
の
な
か
の
支
分
と
し
て
の
み
取
り
扱
い
 、
三
支
分
を
も
っ
て
 一
 経
と
す
る
。
こ
う
し
て
三
項
は
 各
々
六
経
と
な
る
。
 

（
 
h
 ）
こ
の
三
支
分
を
一
経
と
す
る
と
い
う
形
式
の
み
を
 

㈲
の
（
 h
 ）
の
あ
と
の
二
項
の
 
り
ヒ
才
餌
紬
と
ヴ
岡
ァ
 

円
 
～
㏄
と
に
適
用
し
て
、
 

各
 三
径
を
そ
れ
ぞ
れ
 一
 経
と
し
て
扱
 う
 。
（
こ
の
際
そ
の
 内
容
は
全
く
無
視
し
て
、
形
式
の
み
に
よ
っ
て
い
る
こ
 と
は
、
不
可
解
と
い
う
 

ほ
か
な
い
）
。
（
 
一
 
Ⅲ
）
第
二
章
は
こ
う
し
て
計
二
 0
 経
と
 さ
れ
る
。
㈹
即
ち
第
四
部
は
、
計
五
三
経
と
さ
れ
る
が
 
、
上
述
の
㈲
（
㈲
に
し
 

た
が
い
第
二
章
を
六
 0
 経
と
数
え
れ
ば
、
計
九
三
経
と
 な
る
。
 

d
 
 以
上
の
よ
う
な
不
確
定
さ
か
ら
、
 P
T
S
 

「
序
言
 

」
 っ
 ・
き
に
、
こ
の
相
応
の
経
 教
 を
二
 0
 七
経
と
指
示
す
 る
 際
に
 、
 
a
 め
 
（
の
（
 
ぴ
 
0
 日
の
 

ず
 の
の
～
（
㏄
（
～
 

0
 コ
 と
い
い
、
ま
た
 ロ
 ・
迫
の
す
の
（
に
 
は
 ㎏
 0
 べ
 （
 
o
q
 
 

め
下
づ
 
～
）
と
ヰ
 

リ
る
 。
 

e
 
 な
お
右
の
 ヱ
 の
叶
に
は
、
章
の
数
が
記
載
さ
れ
て
お
 
り
 、
そ
れ
は
お
（
 o
r
 
燵
 
む
で
 おぬ
 
0
 の
と
い
う
。
 
こ
 の
数
の
う
ち
、
㈹
一
九
 

章
 と
い
う
の
は
、
 P
T
S
 

本
文
が
採
用
し
て
い
る
通
り
、
 

第
四
部
に
第
二
章
を
た
て
（
上
述
の
 
c
 の
㈲
）
、
そ
れ
 で
も
第
四
部
の
み
は
 四
 

章
 、
そ
し
て
第
一
部
 !
 第
三
部
は
各
五
章
で
あ
る
と
こ
 ろ
か
ら
導
か
れ
た
数
で
あ
る
。
㈲
 二
 二
章
と
い
う
の
は
 、
上
述
の
 c
 の
㈲
の
 よ
 

う
 に
、
第
四
部
の
第
二
章
を
四
章
に
細
分
し
て
、
第
四
 部
を
セ
章
 と
数
え
る
も
の
に
も
と
づ
く
、
と
推
定
さ
れ
る
  
 

B
 
 第
三
十
六
相
応
に
つ
い
て
。
 P
T
S
 
 

「
序
言
」
 

っ
 ぎ
は
 、
最
後
の
第
三
章
に
関
し
、
そ
の
末
尾
口
・
 
N
 
の
の
の
 
ウ
ッ
ダ
ー
 ナ
 の
最
後
の
 

行
 に
い
う
の
目
口
 宙
目
 
良
い
由
 
り
の
三
 
Ⅱ
 
卸
ヨ
ず
 
曲
 目
 
に
つ
い
て
 、
疑
義
を
は
さ
ん
で
い
る
。
即
ち
、
こ
の
二
つ
の
語
の
 
間
の
 n
u
 

で
切
っ
て
 

解
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相応部の経の 数に 

a E の な 
番 h 

金 策 号 ! 
体 四 を v 
が 十 あ な     三 げ 付 
章 相 て し 
に 広 い て 
分 は ろ い 
か つ が る 

  
章 
  

ハ もよ 
も よ 
  
  
り第 l ハ   

る   
し 十 

  
しマ   

訳 

互 
の 

@ 人 「 
し 

名 0 
称 
を一 

す。 示 

水 
野 
本 
@% 
堂 
  
と 

ト """ 

しつ 

  
ト   

19@ (19) 

ついて 

し
て
、
「
の
 
口
住
隼
 
巨
ガ
 
い
 と
い
う
の
三
あ
 
は
 見
出
さ
れ
な
い
 。
の
口
ら
 
穿
守
 の
と
は
三
 %
 日
田
の
の
の
別
名
な
い
し
通
称
 

で
あ
ろ
う
か
 0
?
.
 
そ
れ
 

と
も
一
つ
の
の
 u
t
 

（
曲
が
失
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
 

>
 。
・
」
 

と
い
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
最
終
の
経
 猪
 口
・
 
N
 
び
の
 
の
ぴ
 口
口
 
宙
 牙
山
ガ
曲
名
コ
 

目
や
 

巨
 s
p
 
ョ
 か
ら
す
れ
ば
、
そ
れ
を
も
っ
て
一
つ
の
（
の
（
 
ヨ
 と
 見
な
し
、
同
語
の
間
の
 c
p
 は
 、
 
（
寓
目
 の
 二
話
 を
 切
断
し
て
か
ら
続
け
る
 

の
で
は
な
く
て
、
む
し
ろ
、
こ
の
一
行
を
そ
の
前
行
に
 結
び
つ
げ
る
も
の
、
と
見
る
方
が
適
当
で
あ
ろ
う
。
い
ず
 れ
に
し
て
も
、
 P
T
S
 

逼
 ・
 
ダ
い
 の
の
。
 
お
 の
な
ど
に
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
（
他
の
章
 は
 各
一
 0
 経
よ
り
成
る
の
に
）
、
こ
の
章
に
は
九
経
 し
 か
数
え
ら
れ
ず
、
し
た
 

が
っ
て
、
こ
の
相
応
は
計
二
九
経
と
な
る
。
 

C
 
 第
三
十
 セ
 相
応
は
、
全
体
が
三
章
に
分
げ
ら
れ
、
 第
 二
 早
の
末
尾
に
ほ
、
そ
の
章
を
し
め
く
く
る
ウ
ッ
ダ
 ｜
 ナ
が
 見
当
ら
ず
、
第
二
 

章
の
末
尾
 づ
 ・
 
燵
 切
に
、
二
章
に
ま
た
が
っ
て
経
の
タ
イ
 ト
ル
を
掲
げ
る
ウ
ッ
ダ
ー
 ナ
 が
あ
り
、
第
一
章
一
四
経
、
 第
二
章
一
 0
 経
を
裏
 づ
 

げ
て
い
る
。
 

D
 
 第
四
十
相
応
は
、
 P
T
S
 

本
で
は
、
そ
の
末
尾
っ
 

め
め
ト
 
の
ウ
ッ
ダ
 f
 ナ
 の
最
後
の
行
で
も
、
計
一
一
経
と
い
 ぅ
 。
こ
こ
で
は
そ
れ
に
 

な
ら
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
第
一
 0
 経
は
の
㏄
 吋
左
 
。
 を
 詳
述
し
て
、
Ⅰ
 2
 の
め
（
 

P
T
S
 

が
 
ト
 2
 の
㏄
と
す
る
の
は
 誤
 ま
り
、
南
伝
四
 つ
 
・
 
ヰ
 
N
p
 

註
 2
 を
参
照
。
以
下
同
じ
）
を
説
き
、
第
一
一
 経
 は
の
 曲
コ
 
Ⅰ
の
 
コ
 0
 
 
に
つ
い
て
同
文
の
 P
2
 
の
 ゅ
 が
あ
る
。
そ
し
て
 そ
の
あ
と
に
、
全
く
の
 

同
文
が
 、
の
緯
 
せ
 り
日
 
0
 。
の
 ゅ
 三
 %
 ぎ
 0
 。
の
 ロ
 三
日
日
 岸
 0
 。
せ
 り
 の
笘
 
せ
が
（
 

ヰ
 に
つ
い
て
く
り
返
さ
れ
る
。
こ
の
四
つ
を
各
一
 経
と
数
え
て
、
そ
れ
ぞ
 

れ
 第
一
二
、
第
一
三
、
第
一
四
、
第
一
五
経
と
数
え
る
 方
が
、
ふ
さ
わ
し
い
か
も
し
れ
な
い
（
 住
 ・
 コ
 P
 ロ
コ
 
（
（
・
も
・
 

x
 
Ⅰ
 P
T
S
 

本
文
は
小
さ
 



d
 
 し
か
る
に
、
「
席
書
 
ロ
 
し
 
も
 ・
 
パ
に
 、
こ
の
四
五
経
 を
円
ダ
の
 （
 
0
 （
 
目
 0
 め
片
汀
の
 
e
a
 二
 %
 ピ
 の
が
お
Ⅰ
Ⅱ
 
つ
 と
 い
 い
、
続
く
っ
・
乙
も
 

パ
 Ⅰ
Ⅱ
 
づ
 
即
ち
四
四
経
で
押
し
通
し
て
い
る
の
は
、
明
ら
 
か
に
 

P
T
S
 

校
訂
者
の
思
い
違
い
で
あ
る
。
こ
の
 

誤
ま
 り
の
計
算
に
よ
っ
 

柱
 X
 葵
 十
二
即
ち
一
四
六
三
経
と
な
り
、
 ゃ
 甑
の
）
田
の
 

吋
 の
 
駐
 
（
 
0
 （
 ト
お
ぴ
 G
 の
 u
t
t
 

拐
が
導
か
れ
る
。
 

こ
 れ
は
 
（
 
o
n
 
P
 

お
の
 

に
 訂
正
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
 

e
 
 右
の
由
典
 
に
、
め
 （
 
0
q
 
 

㏄
 み
 ～
）
 
づ
 が
軸
 
的
 0
 の
と
い
う
 の
は
、
㈹
二
章
と
は
、
 P
T
S
 

本
文
に
な
ら
っ
た
も
の
、
 

㈲
三
四
章
と
い
 

は
 、
上
述
の
 b
 に
よ
っ
て
、
第
二
章
の
命
名
を
と
り
や
 め
 、
こ
の
部
分
に
あ
る
 い
 わ
ゆ
る
三
三
径
 を
 、
三
三
章
と
 兄
 な
し
て
数
え
た
 

を
 示
す
。
 

こ
の
 

て
、
 

）
 

う
の
 

場
合
 

さ
れ
て
い
な
い
が
、
 
P
T
S
 

本
文
っ
っ
・
の
の
の
 

@
 の
 
づ
 び
は
、
 H
 
?
 パ
 Ⅰ
 つ
 
と
記
し
て
、
同
じ
よ
う
に
四
五
経
と
数
え
ら
れ
 る
こ
と
を
示
す
。
 
い
 ま
 

こ
の
数
を
採
用
す
れ
ば
、
こ
の
第
二
章
は
㌫
 
X
 葵
即
 ち
 一
四
八
五
経
と
な
り
、
第
一
章
の
一
一
経
と
合
わ
せ
れ
 。は
、
こ
の
相
応
は
計
一
 

（
 
り
 
6
 
）
 

四
九
六
経
と
な
る
。
 

各
五
経
、
「
 セ
 寛
文
」
は
 セ
 経
、
「
八
正
道
」
ほ
人
経
、
 
計
 日
 五
経
と
数
え
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
 

P
T
S
 本
文
 毛
 ・
の
の
 

N
?
 

の
の
の
は
、
 

以
 

（
 
Ⅰ
）
 

l
 

上
を
 
H
!
 お
 Ⅰ
 づ
 
0
 番
号
を
付
し
て
示
し
て
い
る
。
以
下
 

ト
 ㏄
下
目
汁
 
ゅ
ヨ
か
八
レ
ら
 
も
㌧
 曲
弓
 
り
田
 
p
 づ
 曲
ヨ
ま
で
は
、
な
下
 略
法
に
 
よ
 り
一
々
は
 
記
 

b
 
 第
二
章
の
指
示
は
、
 P
T
S
 
 

「
序
言
」
 

っ
 
・
 
x
 に
よ
 ね
 。
は
 
、
諸
 マ
 ネ
 ス
ク
リ
プ
ト
の
ど
こ
に
も
見
出
だ
さ
れ
 な
い
と
し
て
も
、
 P
T
 

S
 本
文
に
な
ら
っ
て
 、
 上
の
第
一
一
経
の
後
の
ウ
ッ
ダ
 １
々
 

p
.
3
6
2
 

が
終
っ
て
、
そ
れ
以
降
を
、
「
第
二
章
」
（
 

掛
禰
 。
 し
宙
 
（
 
@
 
ぜ
 
0
 
）
と
名
づ
 

げ
る
。
こ
の
章
は
一
応
、
計
三
三
径
 が
 数
え
ら
れ
る
。
 末
尾
っ
・
 
び
 
お
の
ウ
ッ
ダ
一
々
も
三
三
の
項
目
を
掲
げ
る
 
の
み
。
（
経
の
通
し
番
号
 

で
い
え
ば
、
 憲
 ?
 駐
で
あ
り
、
以
下
こ
の
番
号
を
用
い
 
る
 ）
。
 

c
 
 馬
臣
 お
か
 村
ゴ
が
旺
日
 を
一
経
と
数
え
て
い
る
が
、
 そ
 の
 内
容
は
、
そ
れ
ぞ
れ
（
以
下
「
」
に
入
れ
た
）
 
名
 称
の
下
に
区
分
さ
れ
、
 

「
 
止
 」
と
「
 観
 」
と
に
 一
 経ず
っ
、
「
六
種
三
昧
」
は
 六
 経
、
「
四
念
処
」
「
 
四
 正
勤
」
「
 四
 如
意
 足
 」
は
四
経
ず
っ
 、
「
五
根
」
「
五
力
」
は
 (20)  20 



栢 底部の 経 の 数について 

と 丘 
    臥 し 

  2 1 註 億ノ @ @ 
に P ら い 示   
し 「数集 て五 ㌧ 
  
合 三 相 セ 玉 篇 こ 尾   
    

Ⅹ -   
庄 の 

吹 で 諸 
        

い しな （ （         な イ 
  
  

    を   掲 
））大 相 相 セ げ 
が 経 広 広 経 る 

ウ 数 え ? ） 。・） nY     
ら       れ O 六   
る 経 経 ナ 第 
四 

第一     中、 

十 十     

四 第 第 六 の 

相 四 三 相 
応 十 千 応 

第 
四 

        二 九       十 
      粗 相       

      
一 応 応 二 相 九 応   経             緯   臣の 

    @ つ を る 

六経 三径 

  
村 

支 分 P 、 
章 割 T そ ゴ曲ヰ 

中 し S の ゆ一 

  て 本 数 印 
    
ユ ト は 根 

を 

の飴   はど は 拠 の ㏄ 広され 臼 X 串ト セ オ 
    ヰつ すの計 

  
の 得 な も ヨ 
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4
 曲
 
沖
 ㏄
 0
 。
 ハ
 
㏄
 
ロ
 0
 ゆ
す
ゆ
 

1
 せ
の
的
㏄
 

0
 
 
の
五
つ
は
、
今
後
の
諸
 相
応
（
第
五
十
三
相
応
ま
で
）
 、
 一
つ
の
集
ま
り
を
な
し
 て
 頻
出
す
る
。
 以
 

そ
れ
ら
を
そ
れ
ぞ
れ
の
 ザ
 ア
ナ
 叶
づ
 ：
 ぎ
曲
 ・
 
-
 目
 ・
 
ぺ
こ
 0
 ㏄
 ，
ぺ
 
・
と
略
す
。
 

c
 
 右
の
 

n
e
u
 

は
四
分
さ
れ
、
そ
の
第
一
の
末
尾
ロ
 

き
に
ウ
ッ
ダ
ー
 
ナ
 が
あ
り
、
一
二
経
な
い
 う
 が
、
第
二
 と
 第
三
と
の
末
尾
 

ウ
ッ
ダ
ー
 ナ
 を
欠
 き
 、
第
四
の
末
尾
っ
・
主
に
掲
げ
ら
れ
 た
ウ
ソ
ダ
 ー
 ナ
 は
、
一
二
経
の
数
を
二
度
し
か
あ
げ
て
 い
な
い
。
し
か
し
 

で
は
、
 

P
T
S
 

本
文
に
な
ら
い
、
第
二
 

?
 第
四
の
各
々
が
 そ
れ
ぞ
れ
一
二
経
 よ
り
 成
る
と
す
る
（
計
四
八
 経
が
数
 え
ら
れ
る
）
。
 

d
 
 ハ
 
5
u
 
 
の
 ト
 
の
の
は
、
 ロ
，
づ
の
 

せ
の
 
村
ゅ
 
日
の
 
ゑ
ヰ
 
の
 
日
 ・
 ロ
 ・
（
 

閃
ゆ
 
堀
り
せ
 

ぎ
 の
Ⅱ
 
曲
 
）
。
 目
 ・
（
 
レ
ヨ
 ㏄
（
 

0
 斡
の
宙
す
が
）
・
 

臣
 ・
（
名
田
ヴ
ヴ
 

倒
 
コ
リ
与
田
 

コ
 0
 ）
の
四
節
 干

 に
 

こ
ま
 

 
 こ

こ
 

に
 区
 

極
め
て
粗
雑
で
且
つ
短
い
。
）
以
下
、
叙
述
を
簡
略
に
す
 る
た
め
に
、
 章
 
?
p
 め
 ㏄
し
は
水
野
木
に
な
ら
っ
て
 、
そ
 の
 数
値
 乞
 
*
 八
ロ
に
い
こ
 
れ
 

て
 示
し
、
ま
た
経
の
番
目
方
 
は
 各
相
応
中
の
通
し
番
号
を
 ア
ラ
ビ
ア
数
字
を
も
っ
て
示
す
。
 

A
 
 第
四
十
五
相
応
に
つ
い
て
。
 

も
こ
の
相
応
は
 、
 八
つ
の
章
か
ら
成
る
が
、
そ
の
ほ
か
 、
そ
の
 
n
4
u
 と
 n
5
U
 と
の
間
に
 、
穏
ゼ
セ
卸
 

）
の
が
 
付
 さ
れ
た
五
つ
の
部
分
が
 

あ
る
。
こ
れ
ら
は
、
 P
T
S
 
 「
序
言
 
目
 
」
 や
 ま
に
い
 う
通
 り
 、
独
立
し
て
扱
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
そ
れ
ら
に
、
 P
T
S
 は
番
号
づ
 け
 を
 

せ
ず
、
 各
づ
の
ゼ
セ
目
ド
 

0
 名
称
を
掲
げ
る
の
み
。
水
野
本
 ヨ
 ・
 
笘
 （
・
は
 ハ
 a
u
z
 ハ
 e
 ロ
 と
す
る
。
い
ま
水
野
本
に
 し
た
が
 ぅ
 。
 

b
 
 こ
の
 
ハ
 
の
 
U
 
 
の
の
 
す
的
倒
 

1
 
で
の
ド
 

ド
哩
 
0
 
 
と
、
そ
れ
に
続
く
 
ハ
 
%
u
 
 

戸
ロ
口
が
 

ヨ
囲
 
Ⅰ
の
 
l
 
セ
曲
㏄
 

幅
 0
 ・
 ハ
 
0
 
口
ロ
凹
が
 
ガ
笘
 
Ⅱ
ゆ
 
り
 Ⅱ
ぜ
が
 

一
 
セ
ゆ
幅
 

㏄
 0
-
 
 
ハ
 
Ⅱ
 
U
 
 
目
の
麓
 

コ
ゆ
一
 

第
五
篇
は
経
教
が
著
し
く
多
く
、
 P
T
S
.
V
 
の
 総
ぺ
 ｜
ジ
 数
も
他
を
か
な
り
凌
駕
す
る
の
み
な
ら
ず
、
問
題
点
 や
 疑
問
の
個
所
も
圧
 

倒
 的
に
多
く
あ
り
、
 ど
 5
 し
て
も
 P
T
S
 本
の
訂
正
を
 必
要
と
す
る
個
所
が
幾
つ
か
数
え
ら
れ
る
。
（
な
お
こ
の
 P
T
S
 
の
「
序
言
」
は
 

セ 

第 
五 
篇 
[- 。 @" 

つ 

(,-> 
て 
（ 
P 
T 
S 
  

V 
） 
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切
ら
れ
、
以
下
の
丈
 
0
!
 ）
心
の
た
も
、
そ
れ
ぞ
れ
（
 
日
 １
目
）
と
表
示
さ
れ
て
い
る
。
（
先
の
 n
e
U
 

に
も
、
 

こ
 0
 区
分
が
な
さ
れ
た
）
。
 

水
野
本
 
っ
 ・
 
p
 
宇
 ・
に
は
、
そ
れ
ら
の
区
分
が
省
略
さ
れ
 
た
 0
 章
の
末
尾
や
宙
の
ウ
ッ
ダ
ー
 ナ
 に
は
、
 経
名
の
 み
を
掲
げ
、
「
十
包
」
 

「
 
d
a
 
の
 
ぃ
ヨ
ぃ
 

日
ロ
 

a
d
a
 

づ
 ）
と
い
う
。
こ
こ
で
は
 一
 0
 経
と
断
で
 
え
る
。
 ハ
 7
u
 

に
つ
い
て
も
、
 

n
5
u
 

と
同
じ
こ
と
が
い
わ
 

ね
 、
 
円
 2
 ヨ
 
0
 区
分
 

が
あ
る
。
水
野
本
 o
.
A
o
q
.
 

は
 お
ト
 の
み
に
記
し
て
い
る
 が
 、
こ
れ
は
最
後
の
経
ま
で
そ
れ
ぞ
れ
に
記
さ
れ
な
け
 れ
ば
な
ら
ぬ
。
 

e
 
 ハ
 7
u
 

の
末
尾
の
二
経
を
見
る
と
、
 

P
T
S
 

本
で
は
 

口
 ・
 
0
 
Ⅱ
に
Ⅰ
 づ
 
0
 （
 
ト
 
0
 ）
 円
 ㏄
 弔
オ
曲
 
（
 
v
 印
 
せ
の
 
左
 ㏄
。
）
（
Ⅱ
Ⅰ
 

乙
 円
ヒ
 
）
と
あ
り
、
 Q
.
 
ま
に
 

ト
ベ
む
 

（
 
ト
 
Ⅰ
 
し
円
笘
 
出
コ
 
ゆ
 0
 Ⅱ
円
が
 
つ
ゴ
囲
 
㏄
 1
 
。
肚
 （
 
由
曲
幅
鋒
丘
目
 

㏄
 田
ひ
 
。
 
）
（
円
で
目
）
と
あ
る
。
こ
こ
に
）
 
つ
 つ
が
二
度
登
場
す
る
 の
は
奇
怪
で
あ
る
。
 さ
 

ら
に
末
尾
 ヮ
 お
の
ウ
ッ
ダ
 l
 ナ
 に
は
し
お
円
理
二
 %
 円
 か
 ム
コ
 
目
せ
ゆ
り
 

の
 宙
と
 、
一
一
つ
の
 円
 曲
づ
 
す
 ゆ
を
い
う
。
 当
然
 ミ
 0
 の
あ
と
の
方
 

ほ
 、
 P
q
p
 

（
二
）
円
の
の
 

円
コ
卸
 

…
：
と
訂
正
す
べ
き
で
あ
る
。
 し
た
が
っ
て
、
南
伝
五
口
・
 
N
 
の
 
o
,
 
 

目
次
ヮ
峯
の
 
ニ
セ
 O
u
 

第
十
一
は
、
ニ
セ
 

一
し
第
十
一
に
あ
ら
た
め
、
ま
た
水
野
本
 ロ
 ・
 
ト
 
）
 
-
 
・
は
 、
 ）
Ⅱ
 
0
 
 
円
曲
づ
 
プ
リ
（
こ
と
し
た
ま
の
と
、
 

ド
 
ハ
ト
心
曲
 
弔
 下
目
（
 
憶
つ
 を
 補
わ
な
け
れ
ば
な
ら
 

ね
 。
（
た
だ
し
 

P
T
S
 

ロ
 ・
お
の
 下
 誌
上
 は
、
 右
の
後
者
 0
 
 
ト
Ⅱ
 
0
 （
ト
ト
）
 

円
 ㏄
の
三
町
 
に
、
井
ハ
 
め
よ
ス
 
フ
 に
い
 へ
ン
、
円
プ
ガ
 
円
ひ
絃
コ
卸
 
（
 
毛
下
ざ
ゴ
 
が
 

コ
 0
 片
ヰ
。
 
ヴ
 0
 
 
円
 
ロ
 ニ
コ
 
宙
ノ
コ
ヰ
ゴ
 

の
の
）
コ
幅
 

ゴ
 目
の
の
の
口
の
の
・
）
）
の
 

Ⅱ
）
 
e
 Ⅱ
 
匹
 Ⅱ
（
 
す
 の
の
 
0
 ヨ
 宮
の
日
の
 

コ
片
 
0
 吊
 Ⅰ
巾
の
 

コ
ゴ
ゆ
、
ヰ
ゴ
 

の
田
の
臣
 

計
 
オ
 ㏄
 コ
宙
 ）
の
の
 

目
 （
の
 
ポ
ヰ
 0
 下
 

田
 
三
の
住
 笘
つ
 
（
の
 

r
.
 

も
し
も
こ
の
文
章
に
し
た
が
う
な
ら
 

ば
 、
こ
の
（
ト
ト
）
と
い
う
の
は
 
々
ソ
 セ
ン
ス
で
あ
り
、
 ま
 た
 上
述
の
 ウ
ソ
ダ
 ー
 ナ
 

に
そ
む
く
。
）
こ
う
し
て
、
 
n
7
U
 は
 い
窪
 ?
 ）
 
q
P
 

の
計
一
 

一
 経
と
な
る
。
 

て
 
叩
丘
 
右
に
よ
り
、
 ハ
 8
U
 

は
、
 

P
T
S
 

、
南
伝
 

五
 、
 水
野
本
に
 
ミ
 ?
 お
 0
 と
あ
る
が
、
そ
の
番
号
 は
 一
 つ
ず
 っ
 ず
れ
て
、
）
 S
!
P
 
の
）
に
 

 
 
数
 
訂
正
さ
れ
る
。
 

ね
 
9
 
 こ
う
し
て
、
第
四
十
五
相
応
は
一
八
一
経
と
な
 る
 。
 P
T
S
 

「
吉
二
目
」
 

ヮ
 ：
・
）
印
の
 

ヰ
や
 南
伝
 五
 
「
目
次
」
 口
 ・
の
に
一
八
 
0
 経
と
あ
る
の
 

 
 

相
 
何
 
B
 
 

は
、
一
八
一
経
に
訂
正
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
 

第
四
十
六
相
応
に
つ
い
て
。
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8
 
 ハ
 
8
 口
の
Ⅱ
の
は
、
経
が
 
工
 ?
 Ⅵ
に
区
分
さ
れ
て
 
い
る
。
水
野
本
 ゃ
驚
 （
・
は
こ
の
六
分
を
省
略
し
た
。
 

b
 
 ハ
 
Ⅱ
 り
 以
下
に
、
 

P
T
S
 
 

ヨ
 ・
）
 

お
 @
P
 
の
の
・
水
野
本
 毛
 ・
も
（
：
南
伝
五
名
・
の
心
の
 

?
 の
の
 
ト
 同
目
次
 p
,
 

）
の
（
・
に
 

吹
 の
誤
 ま
り
が
あ
る
。
 
ま
 

ず
ハ
 Ⅱ
り
は
、
 

P
T
S
 

本
文
も
 ゥ
 "
 ダ
 ー
 ナ
 も
、
径
数
 を
 一
二
と
い
う
。
し
た
が
っ
て
 
、
ゅ
や
。
山
 

0
 絆
丁
鮒
 ・
 
と
 あ
る
の
は
の
 の
 
１
ト
 ト
 
。
 

ト
 
１
 %
.
 
 

で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
こ
の
こ
と
は
、
 

P
T
 S
 
「
序
言
」
 っ
 ・
 
4
 の
 下
註
 に
も
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
 う
し
 て
 P
T
S
 

ほ
か
諸
本
の
 

経
の
番
号
が
 
8
 １
目
 0
.
 
 
と
訂
正
さ
れ
る
と
、
以
下
 各
章
の
経
の
番
号
 づ
 げ
も
順
次
書
き
変
え
ら
れ
る
。
 

わ
り
は
、
そ
の
 
ゥ
 "
 ダ
 ー
 ナ
 か
ら
す
れ
ば
、
径
数
は
 一
 
で
あ
る
。
（
 

l
 ）
（
こ
の
径
数
は
先
の
第
四
十
五
相
応
 n
7
 口
 と
 同
じ
。
こ
の
二
章
 

と
も
前
記
の
内
 Y
 せ
 ・
で
あ
る
）
。
し
た
が
っ
て
、
 
P
o
 
Ⅰ
 
｜
 コ
 0
 
 
（
 
ト
 
１
 %
 ）
と
あ
る
の
 は
Ⅰ
）
 

け
 

ト
 
ー
に
 ト
 （
ト
ー
ト
ト
）
 
に
あ
ら
た
め
ら
れ
る
。
 

ハ
 
m
U
 は
 、
本
文
も
ウ
ッ
ダ
ー
 ナ
 も
 
一
 0
 経
と
い
う
。
 
し
 た
が
っ
て
 、
 P
 ）
）
 
１
 ）
 ト
の
 
・
（
）
１
 
0
 ）
・
と
あ
る
の
は
、
 

P
 け
 
㌧
 
1
 １
ト
 
の
 0
.
 
 

（
 
ト
 
ー
 
1
 の
）
 

に
、
ド
 0
0
.
 
（
 
P
o
 
）
・
と
あ
る
の
は
 
ト
ピ
 ・
（
 
さ
 ）
・
に
あ
ら
 た
め
ら
れ
る
。
 

ハ
 
M
U
 は
 、
本
文
も
ウ
ッ
ダ
ー
 ナ
 も
一
二
経
と
い
う
。
 
し
 た
が
っ
て
、
 
鮒
 拝
官
）
・
と
あ
る
の
は
 
ト
鮒
 ・
（
 
こ
 ・
に
 、
 ）
 い
 の
１
１
ト
㏄
の
・
（
㏄
１
１
Ⅰ
の
）
 

と
も
り
る
の
は
 
お
 ㏄
１
ト
下
び
・
 

C
@
 
１
 %
 ）
・
に
去
の
八
 
ソ
 
た
め
 ス
ン
 
れ
る
。
 

ハ
 
%
 り
ほ
、
本
文
も
ウ
ッ
ダ
ー
 ナ
 も
 
一
 0
 経
と
い
う
。
 
し
 た
が
っ
て
 、
ト
 ㏄
㎏
１
ト
 
ト
 
0
.
 
（
 
ト
 
ー
）
 0
 ）
・
と
士
の
る
の
は
 
ト
 か
心
１
１
ト
 

臼
ひ
 
・
（
Ⅰ
ー
１
ト
 

0
 ）
 

に
あ
ら
た
め
ら
れ
る
。
 

ハ
 
%
U
 は
 、
本
文
も
 ウ
 "
 ダ
 ー
 ぅ
 も
一
二
経
と
い
う
。
 
し
 た
が
っ
て
、
 
p
A
 

の
１
品
心
・
 

父
 １
 %
 ）
・
と
あ
る
の
は
 
ト
 り
 か
ー
１
ト
 

の
臼
 
・
（
 
ト
 
ー
１
ト
め
り
 

に
あ
ら
た
め
ら
れ
る
。
 

ハ
リ
ロ
は
、
ウ
ッ
ダ
１
々
に
よ
れ
ば
一
一
緒
で
あ
 ス
つ
 
。
（
 ，
 
」
の
径
数
は
 、
 先
の
ハ
リ
ロ
及
び
第
四
十
五
相
応
 n
7
 口
 に
 同
じ
。
以
上
三
章
 

と
 Ⅰ
 り
甲
ミ
 ・
で
 の
 
ヰ
 る
 ）
。
し
た
が
っ
て
 、
ト
切
か
 
１
ト
 求
 ・
（
 
ト
 
l
P
o
 
）
・
（
 
ホ
 -
 
め
ヱ
 
仝
・
 @
%
@
 

体
は
 
ト
 
の
Ⅰ
 
１
 ）
の
の
・
（
）
ー
）
）
）
・
）
 

と
あ
る
の
を
お
の
 ｜
 

ミ
 0
%
l
P
P
 ）
に
訂
正
す
る
。
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相応部の経の 数に 

訂 D （ ト " 
""  。 

正 さ 第 」 5 ソ 

  
、 セ ト 

u 00. 相応 ハ Ⅱ （ 
以窪 5 
工 数 
Ⅴ <@  @ 立 と 

誤 ま 訂正 、 訂 

する。 りがあ OO 一   
P な 

  
  
肚 つ S 
  

「序言」 ・水野 

本は 
つ か ・ ト 

日 の 

    経 
高 教 
伝 は 
六 訂 
づ 正 
ゃ さ 

ぶ れ 
よな 
っ げ 
llT  れ 
  @ ま 
次 な 
の ら 
よ な 
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  ついて 

六
経
と
訂
正
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
 

C
 
 第
四
十
 セ
 相
応
は
 、
ハ
 8
u
 以
下
に
誤
ま
り
が
あ
り
 、
 P
T
S
 
 口
 ・
 
お
 ）
（
：
水
野
木
っ
・
 
ト
び
 
。
，
南
伝
五
 
つ
 ・
 
か
の
 
）
 円
次
の
よ
う
に
訂
正
 

（
 
4
 ）
 

さ
れ
る
。
即
ち
 、
ハ
 8
U
 

は
い
㏄
 

l
v
.
 
で
、
こ
れ
は
省
略
 法
に
よ
 り
、
そ
の
 
ウ
ソ
ダ
 ー
 ナ
 の
み
を
掲
げ
て
い
る
。
 
そ
 れ
 %
 よ
 れ
ば
、
他
の
諸
 

相
応
中
の
田
 由
 ・
は
、
す
べ
て
一
二
経
で
あ
る
の
に
、
 

こ
こ
で
は
そ
の
色
目
の
的
 プ
曲
 
（
 ち
 

と
田
畠
 の ㏄
 ヰ
簿
 （
㏄
 
）
 
と
ぃ
 Q
.
 
二
 %
 づ
 目
と
 

の
三
 経
を
欠
い
て
、
九
経
し
か
な
い
。
し
た
が
っ
て
 、
べ
 の
 １
 %
.
 （
 ト
 ー
 P
o
 

）
・
と
士
の
る
の
は
べ
㏄
 

1
.
 
㏄
 P
.
 
（
 ト
 
ー
の
 レ
 

に
あ
ら
た
め
ら
れ
る
。
 

n
g
U
 
 

は
己
の
 

@
 
・
で
、
こ
れ
は
省
略
法
に
よ
り
そ
の
 

ウ
 ッ
ダ
 ー
 ナ
 の
み
を
掲
げ
て
い
る
。
そ
れ
に
 ょ
 れ
ば
、
 従
 来
の
諸
相
応
中
田
の
 @
 ・
 

は
す
べ
て
一
一
 
経
 
（
な
お
次
の
諸
相
応
 申
 の
そ
れ
は
 
一
 0
 経
 乙
で
あ
る
の
に
、
こ
こ
で
は
、
そ
の
 
丹
 い
す
リ
 
セ
 。
 
と
 
）
 P
.
 
円
 ㏄
申
 
す
岡
 （
 
じ
 

と
を
欠
い
て
、
九
経
し
か
な
い
。
ま
た
 ウ
ソ
ダ
 ー
ナ
 中
 に
 
「
 九
 」
貧
宅
じ
の
数
を
あ
げ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
 、
 ㏄
㏄
 
1
.
 
の
 ㏄
 ，
 （
Ⅰ
 
1
 。
ト
ト
 

）
 

と
ふ
 
の
る
の
は
㏄
 N
.
l
0
0
.
 

（
 ト
 
ー
の
）
・
に
去
の
ら
た
め
 亡
ワ
 
れ
る
  
 

ハ
 
%
 口
は
一
 0
 経
と
い
う
数
に
は
変
動
は
な
い
。
前
に
続
 い
て
、
お
１
ト
 0
 が
 官
 １
 0
 ）
・
と
あ
る
の
を
 
組
 1
9
.
 （
 ト
 ー
 ゆ
 ）
・
に
、
 

P
o
 

の
 

根
拠
が
判
ら
な
い
。
（
 

3
 ）
南
伝
 五
 「
目
次
」
 づ
 
・
 
m
 の
掲
げ
る
 一
セ
 五
経
は
、
 

P
T
S
 

「
序
言
 

口
 
」
の
註
を
顧
み
な
い
数
字
 
で
あ
る
。
す
べ
て
一
八
 

（
Ⅰ
 

4
 
）
 

同
侶
し
は
、
本
文
も
ウ
ッ
ダ
ー
 
ナ
 も
 
一
 0
 経
と
い
う
。
 
し
 た
ぶ
叶
 
っ
て
、
 

P
o
 

印
 l
P
q
 
か
 ・
（
）
１
 
0
 レ
 

に
 、
 P
q
 

の
・
（
 

P
O
 

）
・
と
あ
る
の
を
Ⅰ
の
 

0
.
 

（
）
 

0
 ）
・
に
訂
正
 す
る
。
 

c
 
 こ
う
し
て
、
第
四
十
六
相
応
の
経
数
は
、
計
一
八
 %
 
ハ
 経
と
な
る
。
 
P
T
S
 
 

「
序
言
目
」
 

づ
 ：
 、
 と

あ
る
の
を
 
ト
づ
 
㍉
 
1
 田
の
・
（
Ⅰ
 

1
 ⑧
・
 

1
 
戸
の
（
に
掲
げ
る
一
八
七
経
と
い
う
数
は
 、
 



さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
以
下
、
経
の
通
し
番
号
が
書
 き
 変
え
ら
れ
る
。
 

ハ
 蛇
口
は
、
本
文
も
ウ
ッ
ダ
ー
 ナ
 も
 
一
 0
 経
と
い
う
。
 
し
 た
ぶ
炉
 
っ
て
 、
 
P
 ト
の
 
・
（
 
ト
 
ー
の
し
・
 レ
し
あ
ス
 
り
の
は
）
）
白
１
Ⅰ
 
の
の
・
（
 

ト
 
ー
の
）
・
に
 、
 

）
 舘
 ・
（
 
ト
 0
 ）
・
と
あ
る
の
は
目
め
 丹
 （
 ト
 0
 ）
・
に
訂
正
。
 

総
 り
ほ
、
本
文
も
 ウ
 "
 ダ
 ー
 ナ
 も
一
二
経
と
い
う
。
 
し
 た
が
っ
て
 、
ト
遷
 ・
（
）
）
・
と
あ
る
の
は
 
ト
靖
 ・
（
 
ご
 

に
、
 P
 の
 o
 １
ト
 も
 0
.
 

（
㎏
 

｜
 

に
 ）
・
と
あ
る
の
は
 
P
o
 
の
 ｜
お
 9
%
 
１
 %
 ）
・
に
訂
正
  
 

ハ
 Ⅱ
ロ
ー
ハ
竹
口
 は
 
（
 
市
づ
ダ
ロ
 ・
 
め
蒔
 -
 ：
 0
 に
よ
れ
 ば
、
 諾
マ
 ヌ
 ス
ク
リ
プ
ト
は
省
略
法
に
よ
り
、
三
章
と
も
明
示
さ
れ
て
い
 な
い
と
い
う
Ⅹ
 
パ
｜
 

リ
 文
が
全
く
な
い
。
前
の
例
に
な
ら
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
 
Ⅰ
 串
 １
 %
0
.
 

（
Ⅰ
１
 

%
 ）
・
と
あ
る
の
を
 
器
べ
｜
 三
の
・
（
 
ト
 １
ト
 0
 ）
・
に
 、
ト
 の
丁
 
ト
 

ト
の
卜
卜
 

（
Ⅰ
 
1
S
 
）
・
 と
あ
プ
 つ
の
を
）
 か
ぺ
 
１
 %
 ㏄
Ⅱ
白
１
 

P
N
 

）
 

に
、
ト
の
 
㏄
１
ト
 
べ
 の
・
（
）
１
 

%
 い
 ）
・
 と
ム
 
の
る
の
を
）
 何
の
｜
 
Ⅰ
の
め
・
（
Ⅰ
 

l
P
o
 
）
・
 
ト
 
ト
キ
 

刊
 

正
 。
 

ハ
 W
U
 は
、
本
文
も
ウ
ッ
ダ
ー
 ナ
 も
 
一
 0
 経
と
い
う
。
 
し
 た
が
っ
て
 、
 
）
 さ
 １
品
 丹
 （
 甲
・
の
 
）
・
と
あ
る
の
を
）
 
の
の
 
1
 １
ト
 
ベ
 Ⅱ
・
（
 

ト
 ー
 
1
 の
）
 

悟
ト
救
 ・
（
 
ト
 0
 ）
・
と
あ
る
の
を
 
円
お
 ・
（
 
お
 ）
・
に
訂
正
 す
る
。
 

こ
う
し
て
、
第
四
十
八
相
応
の
経
数
は
、
計
一
 セ
 六
経
と
 な
り
、
 P
T
S
 

「
序
言
」
ほ
か
の
径
数
は
訂
正
さ
れ
な
 

げ
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

呂
 
第
四
十
九
相
応
の
経
数
は
、
 

P
T
S
 
そ
の
他
の
掲
 げ
る
も
の
に
訂
正
の
必
要
は
な
い
。
た
だ
 P
T
S
 
 や
き
 ベ
ハ
 5
 口
の
仕
切
１
町
㏄
 

（
Ⅰ
 
１
 ）
 0
 ）
・
は
 
A
0
 

１
の
の
・
（
 

ト
 ー
の
）
・
の
誤
植
。
 

F
 
 第
五
十
相
応
は
、
 
n
4
U
 の
め
 s
l
v
.
 
の
径
数
 
一
 0
 
（
 ウ
ソ
ダ
 ー
 ナ
 の
示
す
 数
 ）
を
、
一
二
と
誤
ま
っ
た
た
め
 に
 、
以
下
の
経
の
通
し
 

番
号
が
す
べ
て
訂
正
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
即
ち
 、
 P
T
S
 
 毛
 ・
 
o
 弩
 f
N
 
の
 
ひ
 ・
水
野
本
 ロ
 ・
 
ヰ
オ
 ・
，
南
伝
き
・
 呂
 ｜
ミ
 
の
経
の
番
号
が
 
、
 

( お )  
 

（
 
ミ
 
リ
）
 

異
な
り
、
こ
こ
に
は
 一
 0
 
経
が
数
え
ら
れ
る
。
し
た
が
 っ
て
 、
ぃ
 0
 白
 
1
.
 コ
ゴ
谷
 1,
 ト
団
 
）
・
と
占
の
る
の
 
生
 
）
 
0
 @
%
 

印
 

鼠
 ・
（
Ⅰ
ー
）
 
0
 ）
・
に
訂
正
 

ハ
は
 口
は
毘
の
由
・
で
、
省
略
法
に
よ
り
、
そ
の
ウ
ッ
ダ
 １
々
の
み
を
掲
げ
る
。
そ
れ
に
 ょ
 れ
ば
、
従
来
の
他
の
諸
 相
応
中
の
Ⅱ
 Y
 
ヌ
と
 
 
 



相応部の経の 数について 

る 吹 お Ⅰ 五十 経の Ⅱ 、 計 は G 
/n¥ のよ 第 先 第 こう ㏄し ハ 9u ハ 8U ハ ロ ハ 7 6U ハ 5u Ⅰ 口 ハ 4 

@   
（ （ ら     

  
ダ 
  
ナ   ヮ の - @ 計 
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ま、 @ 
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コヲゆコ 章の 場 す   ト " 
  る - に ナ 応 P 
まハ 団 な で の T 
の l 
ゴ いは ま 、 

ら は 五 S 

由りゆ 

  
そ 以 

l コ 曲 れ 上 0 レレ 0 ））（ " " ㏄に l - 
を を の 

y@ Ⅰ 

  
つ   
し l 中 
  

か ジ で ・   （ 

数 に も Ⅰ。 数は ） ，え 一 霞 
な 覧 々 

表 高 と 
とある るのを 

い の の 
が に 政 

し し 
      を 紹 の１ %     
    不 通 （ （ 

の ト 

で   そリ ラ 、 Ⅰ " 
も よ   o ㏄   

れ 
いつ 

  。 第 が ;  在 口口 （ 
T 四 っ を ま も ト 

。 

ツ に 

S 十 ） 

本 五 なら 訂正。 訂 に   
文 相 こ て な Ⅴ プ し 正 

応 の   い   訂 サ @ し 

なら 第 ? 
栢 一 正 
広 一 な す 
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（
 
6
 ）
 

あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
は
き
・
 

A
Q
 
づ
 
・
水
野
木
っ
・
 
p
 の
 
q
?
 ロ
 ・
 き
 ・
南
伝
 

（
 
め
 ）
・
は
の
の
・
（
は
）
・
に
、
 

P
o
 
か
 ・
（
の
）
 

然
一
 経
と
数
え
ら
れ
る
べ
き
で
 

（
の
）
・
と
訂
正
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
以
下
こ
の
 
丘
 
早
の
経
の
通
し
番
号
は
、
 
P
T
S
 
 
っ
 
p
 ト
甘
と
 

毛
 ・
 
p
P
 

の
で
 

ゃ
 
P
q
.
 

と
も
、
次
の
よ
う
に
訂
正
さ
れ
る
。
即
ち
 

）
 
0
0
.
 

（
）
）
・
は
 

め
 q
.
 

（
）
）
 

，
に
、
 ）
 
0
 
の
 

は
 0
0
.
 

（
の
）
・
に
、
 

P
o
 

の
 
１
 ）
 
0
 づ
 ・
（
 
か
 
ー
の
）
・
は
 ト
 
0
o
l
P
o
 

め
 ・
（
 
か
 １
 0
 ）
・
に
、
 

P
o
 

の
 
1
 ド
 
）
 
0
.
 
（
 
べ
 
１
 0
 ）
・
は
 

第 45 相応 
[1) ～ (8) 

第 46 相応 
(1) ～ [18 

第 47 相応 
( Ⅰ ) ～ (10 

第 48 相応 
n1] ～ (17 

第 49 相応 
[j) ～ [5) 

第 50 相応 

第 51 相応 
(1) ～ 口 8] 

第 53% 応 
(1) ～ (5) 

経
絡
 

O
0
 

 
 

申
の
チ
い
 l
 づ
 

@
 
ト
 ソ
 

Ⅱ
Ⅰ
 

8
 
B
 

/
c
.
 
」
Ⅰ
に
 

 
 

 
 

 
 

Ⅱ
の
 0
 コ
の
ー
 せ
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く
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く
 

経
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む
仁
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 い
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曲
や
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Ⅰ
 

い
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 せ
 

「
：
 
ノ
 

r
 
Ⅰ
 Ⅰ
 

6
 
 

Ⅱ
 

Ⅰ
 
目
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軽
軽
 

 
  
 

下
づ
 て
ハ
ヨ
り
巨
ぃ
｜
 
ぺ
い
 的
幅
つ
 

Ⅰ
：
 
ノ
 

ノ
 

Ⅱ
 

5
 
%
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Ⅰ
に
 

軽
軽
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 Ⅰ
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e
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Ⅰ
に
 

C14 コ 12 種   C15 コ 10 経   て 16J  12 経   C17 コ 1l 経   C18 コ 10% 

C6 コ 12 経亡 7  コ 10 経   「 8 コ 9 経   C9 コ 9 経臼 0 コ 10 紐 
結
経
 

0
O
 
 
 
Ⅰ
 
ノ
 
ノ
 

Ⅱ
 

2
7
 

1
1
 

c
 
Ⅰ
 ・
 
巳
 c
 
Ⅰ
 く
 

経
絡
 

O
O
 

 
 リ

の
 

1
 
 
ヰ
Ⅰ
 

Ⅰ
 
く
イ
 
c
 く
 

軽
軽
 

2
2
 

 
 Ⅱ
：
 
ノ
 Ⅱ
：
 
ノ
 

0
5
 

1
1
 
：
」
Ⅰ
 

グ
 

@
 
く
 

緩
緩
 

 
  
 ノ
 

Ⅱ
 

Ⅰ
・
 
ノ
 

9
 

Ⅱ
 

1
 
Ⅰ
 く
 [
 

1
2
 経
 
1
2
 

経
 

勒
壌
 

Ⅰ
・
 
ヒ
 
（
 

亡 I コ U2 経   C2 コ 1O 経   C3 コ 12 経   C4 コ 1O 経   C5 コ 10 組 

C6 コ 12 経 亡 7 コ 10 蕉 裏 C8 コ 12 経 Cg)  10 経 Cl0 コ 10 細 
CI コ 12 経   (2 コ 10 経   C33  12 経   「 4 コ 10 経   C5 コ 10 組 

C4 コ 12 経た 5 コ 10 経   L6 コ 12 経に 7 コ 10 経に 8 コ 10% 
Cl コ 12 経   C2 コ 1O 経   L3 コ 12 経ひ 0 コ 10 経亡 5 コ 10 綺 

っ
 て
、
二
経
と
見
な
す
。
（
な
 

お
あ
と
の
 ハ
 
7
u
 の
 窩
 ，
 
9
 

及
び
ウ
ッ
ダ
ー
ナ
 b
.
 
か
 
の
の
で
 

は
、
の
目
ヨ
 き
 ぎ
と
 已
 r
a
,
 

二
日
き
守
と
の
 二
 経
と
数
え
 

る
。
）
 

b
 
 冊
 U
 の
本
文
 
ロ
 ・
 
か
 
～
の
 

の
き
 l
P
O
 
ゲ
 さ
１
二
）
・
 

に
掲
げ
ら
れ
る
経
文
を
見
る
 

と
、
こ
の
構
成
は
、
そ
の
他
 

の
経
、
た
と
え
 ぱ
 
の
の
 
-
 の
か
 
-
 

の
 0
 。
の
 
O
 里
 P
 と
全
く
同
様
で
 

あ
っ
て
、
六
経
と
数
え
る
い
 

わ
れ
は
ど
こ
に
も
な
く
、
 当
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相応部の経の 数について 

 
 

I
I
 

I
I
I
 

 
 

 
 

目
 
ホ
 

こ
う
し
て
、
第
五
篇
全
体
の
経
数
は
、
計
一
一
九
一
 

、
、
、
、
、
 
経
 と
な
り
、
 
P
T
S
 
そ
の
他
の
諸
本
の
い
 う
 径
数
は
訂
正
さ
 れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
 

 
 

経教 

Ⅰ 81 

186 

100 

178 

54 

108 

86 

24 

54 

20 

74 

126 

1191 

P
O
 
㏄
 
l
P
O
m
.
 
（
Ⅱ
１
 
0
 ）
・
に
、
 

P
P
P
 

ー
 ぃ
ト
び
 

・
（
 
P
O
l
P
N
 
）
・
は
 
ト
 0
 の
１
ト
 
0
 ㏄
・
（
 

ト
 0
 １
ト
 は
 ）
・
に
 、
レ
ト
か
 
ー
 l
 
い
ト
 
の
・
（
 

ト
 ㏄
１
ト
 
切
 ）
 
は
ト
 9
1
 
ノ
ト
 
P
.
 
 

（
 ト
の
｜
 

ド
 0
 ）
・
に
 
し
 、
 P
P
q
l
P
P
o
.
 

（
Ⅰ
の
１
ト
 

の
 ）
・
は
 

P
P
 

ゅ
｜
ぃ
ト
か
 

・
（
 
ト
の
 
1
,
 
ト
の
 
）
・
に
、
 P
N
o
l
 

。
ド
 
N
N
.
 

（
 ト
の
 
1
 。
め
 
）
）
・
は
）
）
の
 

l
l
p
P
 

べ
 ・
（
 
）
の
 
l
N
P
 ）
・
に
、
 p
 匿
｜
 

P
N
 

の
・
（
 

N
o
 

１
 の
 
か
 ）
・
は
 

H
P
 

㏄
 
l
P
o
O
.
 
（
 
o
N
l
 は
か
）
・
に
 
、
 ）
 い
 の
 
l
P
N
 の
・
（
め
切
 

１
㎏
づ
 
）
・
は
 

P
o
P
 

ー
）
㌧
の
・
（
 

ゅ
 0
 １
 N
q
 

）
・
に
 

、
 P
 
い
 の
（
㎏
の
）
・
は
）
 

め
下
 
（
 蕊
 ）
 

に
、
 P
 の
 O
.
 
（
 
N
O
 

）
・
は
 

P
o
 

の
・
（
 

い
 の
）
・
に
 
、
 ）
 び
 P
.
 

（
の
 

0
 ）
・
は
 P
N
 

の
・
（
 

ひ
 0
 ）
・
に
、
そ
れ
ぞ
れ
書
き
変
え
ら
れ
る
。
 

c
 
 こ
う
し
て
、
第
五
十
六
相
応
の
径
数
は
、
計
一
一
二
 
ハ
 経
で
あ
り
、
 
P
T
S
 
 
「
字
音
 
目
 」
そ
の
他
の
経
数
は
訂
正
 さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
 

 
 
 
 

T
S
 
 （
そ
の
他
の
諸
本
）
の
掲
げ
る
径
数
を
併
記
す
る
。
 

以
上
、
第
四
十
五
 !
 第
五
十
六
相
応
の
検
討
の
結
果
を
 

 
 
 
 

第
五
篇
全
体
に
つ
い
て
表
示
す
れ
ば
、
次
の
通
り
で
あ
る
 。
参
考
と
し
て
、
 
P
 

 
 

 
 

S
 経
 

0
0
 

㎎
⑯
㎎
同
は
同
国
司
 

0
 
 

｜
 

同
同
軸
 
1
 
劫
 

の
数
 

0
 
7
 
3
 
5
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以
上
の
各
篇
の
検
討
を
経
て
、
同
相
応
部
 ヒ
 全
体
の
経
の
 

総
数
は
 

、
 次
の
よ
う
に
決
定
さ
れ
る
。
参
考
と
し
て
、
 P
T
S
 

本
 ）
の
掲
げ
る
径
数
を
併
記
す
る
。
 

第
一
篇
…
…
ニ
セ
 一
経
 （
 
P
T
s
 も
同
じ
）
 

第
二
篇
…
・
・
・
二
八
六
経
（
 

P
T
s
 も
同
じ
）
 

第
三
篇
・
・
・
・
・
，
七
三
三
径
（
 

P
T
S
 も
同
じ
）
 

第
四
篇
・
・
 

，
 
…
三
九
一
 経
 
（
 
P
T
s
 も
同
じ
）
 

第
五
篇
…
・
・
・
一
一
九
一
 

経
 
（
 
P
T
s
 は
一
二
 0 八
 %
 

  
  
  
他 
  
諸 

八
拮
 

論
 
-
 
。
 

  5  4 3. 2 i 註 
番 か 一     

伝教 六は同 黒 ば " や数一 めは 

    
のの おさ す 」 ワ   印 （ 
  

  のト の つ｜ ㏄   き 註 
つ 2   
す ㏄ 

  
  すの 

      
白田 

  あげる 「渇愛」   
    煩 「     
- コの 
    
  
つ円 
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相応部の経の 数に 

パ
ー
リ
仏
教
に
そ
れ
ほ
ど
な
じ
み
の
深
く
な
い
筆
者
に
は
 、
以
上
の
経
数
の
計
算
は
や
や
重
荷
で
あ
っ
た
。
識
者
 の
方
が
た
が
、
拙
論
 

 
 
 
 

か
ら
直
接
テ
ク
ス
ト
な
ど
に
当
り
 、
 種
々
検
討
を
加
え
 ら
れ
て
、
さ
ら
に
御
批
判
下
さ
る
 よ
う
、
 
望
ん
で
や
ま
な
  
 

 
 

な
お
、
こ
の
検
討
の
際
に
、
水
野
弘
元
教
授
か
ら
、
 

漢
 訳
 の
 
刊
雑
 阿
含
経
」
に
も
、
そ
の
径
数
に
誤
ま
り
の
あ
る
 こ
と
を
 御
 指
摘
 い
 た
 

 
  
 

だ
い
た
。
即
ち
、
「
 雑
 阿
含
経
は
計
一
三
六
二
経
よ
り
 成
 る
 」
と
、
上
述
の
諸
本
が
一
致
し
て
い
 う
 の
み
な
ら
ず
 、
「
大
正
新
脩
大
蔵
経
 
し
 

    ついて 

っ
て
い
る
。
な
お
、
水
野
弘
元
司
釈
尊
の
生
涯
 J
l
Q
.
 

ト
 
0
 の
丸
ぐ
 、
 コ
長
部
 L
 と
コ
 中
部
 L
 と
に
 経
 数
を
記
し
、
同
相
応
部
 
b
 な
ど
 に
は
径
数
を
掲
げ
 

な
い
と
い
う
の
も
、
一
つ
の
見
識
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
 

あ
と
の
 付
 記
に
言
及
し
た
漢
訳
の
司
 

-
 

雑
 阿
含
経
 L
 に
つ
い
て
も
 
、
や
は
り
パ
ー
リ
 文
 
円
相
応
部
 L
 の
こ
の
但
し
書
と
同
類
の
 一
 
文
が
 、
付
言
さ
れ
 

る
 べ
 き
 か
も
し
れ
な
い
。
す
 な
 れ
 ち
 
コ
大
正
大
蔵
経
し
は
「
 
如
 是
 我
聞
」
で
始
ま
る
パ
ラ
グ
ラ
フ
を
、
そ
れ
ぞ
れ
 

一
 
経
と
し
 て
 扱
っ
て
い
る
よ
う
 

で
あ
る
が
、
た
と
え
ば
 椎
尾
弁
 医
博
士
の
労
作
で
あ
る
コ
国
訳
 一
切
経
・
河
合
邦
 L
 を
見
る
と
、
前
者
の
第
一
経
に
当
る
も
の
 を
 、
寿
一
 f
 第
四
に
 

分
か
っ
て
い
る
こ
と
も
判
然
と
す
る
よ
う
に
、
経
文
の
内
容
 
思
想
・
テ
ー
マ
に
も
と
づ
い
て
経
を
区
分
し
て
お
り
、
そ
れ
に
 よ
れ
ば
（
ま
た
そ
の
 

「
 
雑
 何
台
新
旧
巴
豆
 照
表
 」
に
も
明
ら
か
な
ご
と
く
）
、
最
後
の
 

経
の
通
し
番
号
は
一
三
四
四
四
に
達
し
て
お
り
、
し
た
が
っ
て
 経
教
 を
 
「
 一
 三
四
四
 

四
 」
と
数
え
て
い
る
（
同
音
 
目
 、
Ⅰ
解
題
三
五
 ぺ
一
ジ
 ）
。
 

付
記
 註

 
1
 
 こ
の
添
え
書
は
 、
 先
に
二
に
掲
げ
た
わ
が
国
の
諸
本
中
、
 最
も
占
い
宇
井
本
に
の
み
存
し
、
他
は
添
え
書
を
除
い
て
、
 経
 故
を
確
定
し
て
し
ま
 

二
八
 セ
 三
径
（
 
P
T
s
 は
二
八
八
九
経
）
 

計
 

以
上
の
総
 

計
二
八
 

-
 

セ
二
 経
と
い
う
数
は
 
、
 右
に
 緯
青
 し
 た
よ
う
な
、
 幾
 っ
か
の
不
統
一
・
不
満
・
不
可
解
な
ど
の
 

な
か
で
、
い
わ
ば
 
妥
 

慨
 し
て
数
え
あ
げ
た
径
数
の
総
和
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
 

数
を
掲
げ
る
際
に
は
、
必
ず
、
「
数
え
か
た
に
よ
っ
て
 

、
 そ
の
径
数
は
か
な
り
の
 

変
動
を
免
れ
が
た
い
」
旨
の
添
え
書
が
付
さ
れ
る
べ
 

き
 で
 の
 
セ
 る
 
。
（
Ⅰ
）
 



第
二
巻
、
阿
舎
部
下
口
 Q
.
 

）
Ⅱ
 

ひ
 
Ⅱ
の
に
は
、
 
各
 経
に
（
一
）
 Ⅰ
（
 一
 三
六
二
）
の
一
連
番
号
が
付
さ
れ
て
い
る
。
 そ
 れ
ら
は
、
す
べ
て
「
 如
 

是
 我
聞
」
で
始
ま
る
も
の
を
 一
 経
と
数
え
て
い
る
。
 し
 か
る
に
、
 や
 ㎏
 ゅ
 ㏄
 ダ
の
 （
一
一
一
二
）
の
四
行
Ⅱ
の
 

奴
位
の
 
あ
と
に
、
「
如
是
我
聞
」
 

で
仏
仰
 
ま
り
 ロ
 ・
㎏
 
ゅ
 ㏄
 n
.
 

）
・
べ
に
至
る
Ⅰ
も
の
の
み
に
、
こ
の
手
首
 

号
づ
 げ
が
な
い
。
便
宜
上
、
そ
れ
を
（
一
一
一
二
 a
 ）
 と
す
る
と
し
て
も
、
 経
 

数
は
こ
こ
に
 一
 経
を
増
加
し
て
、
計
一
三
六
三
経
と
す
 べ
き
で
あ
ろ
 5
 、
と
。
 

（
一
九
六
七
年
一
月
）
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論
じ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
 

泣
 

本
論
に
入
る
前
に
、
若
干
の
予
備
的
考
察
を
試
 

み
て
お
き
た
 
い
 。
ま
ず
宗
教
行
動
は
、
操
作
的
規
定
と
し
 

て
 、
宗
教
儀
礼
の
遂
行
で
あ
 

地
 
鮒
る
 、
と
考
え
て
お
く
。
こ
れ
は
、
そ
と
に
表
わ
れ
た
 

顕
示
的
行
動
に
考
察
を
限
定
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
 

、
さ
ら
に
、
慣
習
や
教
団
塊
 

眩
別
 に
よ
っ
て
一
定
の
許
容
範
囲
を
も
っ
て
定
型
化
さ
 

れ
た
行
動
に
観
察
を
限
定
す
る
、
と
い
う
こ
と
を
意
味
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
 
@
@
 

）
 

 
 
駝
 
曲
見
解
を
表
明
す
る
と
い
う
よ
り
は
、
こ
こ
で
用
い
 

る
 資
料
が
そ
の
よ
う
な
限
定
を
不
可
避
た
ら
し
め
る
の
 

で
あ
る
。
操
作
的
規
定
と
こ
 

肛
 
と
わ
る
の
も
こ
の
ゆ
え
で
あ
る
。
 

農
 

次
 に
、
宗
教
行
動
は
行
為
者
の
家
族
的
地
位
と
は
無
関
 

係
に
 、
あ
る
い
は
そ
の
人
の
個
人
的
挫
折
感
や
願
望
か
ら
 

生
ず
る
こ
と
も
あ
 33  (33) 

本
稿
は
、
い
か
な
る
宗
教
行
動
が
い
か
な
る
家
族
的
地
 位
の
行
為
者
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
傾
向
が
あ
る
か
を
、
 
一
 農
村
貸
料
に
よ
っ
て
 

題
 

一
 
問
 

農
村
に
お
け
る
宗
教
行
動
と
家
 族
 的
地
位
 

岡
 

，
月
 

目
 
作
 

森
 

美
 



役
割
と
は
、
特
定
の
地
位
に
結
び
つ
い
た
文
化
型
の
総
 体
で
あ
っ
て
、
そ
の
地
位
を
占
め
る
い
か
な
る
人
に
も
 社
 会
 が
帰
属
せ
し
め
て
い
 

る
 態
度
・
価
値
・
行
動
を
含
む
と
し
、
し
か
し
て
顕
示
 曲
行
動
に
即
し
て
い
う
限
り
、
役
割
と
は
地
位
の
動
的
側
 面
 に
ほ
か
な
ら
な
い
、
 

と
 規
定
す
る
な
ら
、
宗
教
行
動
の
代
り
に
宗
教
的
役
割
の
 語
を
用
い
て
も
よ
い
よ
う
に
、
あ
る
い
は
用
い
た
方
が
 よ
い
よ
う
に
さ
え
、
 思
 

わ
れ
る
。
し
か
し
、
な
お
次
の
二
つ
の
理
由
に
よ
っ
て
 「
行
動
」
の
語
を
採
用
し
た
の
で
あ
る
。
第
一
は
、
わ
れ
 わ
れ
の
資
料
は
顕
示
的
 

行
動
の
記
録
で
あ
り
、
そ
の
記
録
の
し
方
が
顕
示
的
 付
 動
を
通
し
て
内
面
的
な
態
度
や
価
値
観
を
じ
ゅ
う
ぶ
ん
 精
 密
 に
推
察
せ
し
め
る
 ょ
 

う
 な
も
の
で
な
 い
 こ
と
で
あ
る
。
顕
示
的
行
動
の
注
意
 深
い
観
察
に
よ
っ
て
わ
れ
わ
れ
は
行
為
者
の
態
度
や
価
値
 観
 を
か
な
り
精
密
に
推
 

戸
 
2
 Ⅰ
 

を
ど
の
よ
う
に
区
別
し
て
い
る
の
か
、
と
い
う
点
生
育
 及
 し
て
お
く
必
要
が
あ
る
 よ
う
 に
思
わ
れ
る
。
も
し
 R
 

リ
ソ
ト
ソ
 
に
従
っ
て
 、
 

そ
れ
な
ら
ば
な
ぜ
、
家
族
的
地
位
と
宗
教
的
役
割
、
 と
 い
 う
 問
い
方
を
し
な
い
の
か
。
い
い
か
え
れ
ば
、
宗
教
 行
 動
 と
宗
教
的
役
割
と
 

 
 

て
 、
大
部
分
の
重
要
な
宗
教
行
動
は
、
実
質
的
に
は
、
 直
 接
 的
に
か
間
接
的
に
か
、
行
為
者
の
占
め
る
家
族
的
 抽
 位
 に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
 

て
い
る
、
と
み
る
の
で
あ
る
。
世
帯
と
企
業
体
が
 未
 分
 化
 一
体
の
状
態
に
あ
る
農
村
で
は
、
家
が
社
会
生
活
の
最
 も
 重
要
な
基
礎
的
単
位
 

で
あ
る
か
ら
、
宗
教
行
動
が
家
族
的
地
位
に
よ
っ
て
規
定
 さ
れ
る
と
い
う
見
方
は
、
と
く
に
妥
当
す
る
と
い
え
 ょ
 ぅ
 。
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
 

よ
う
に
い
っ
て
も
、
老
人
の
宗
教
行
動
、
少
年
の
宗
教
 行
動
な
ど
と
よ
 び
ぅ
 る
も
の
が
あ
る
こ
と
を
否
定
す
る
も
 の
で
は
な
い
。
た
だ
、
 

老
人
と
か
少
年
と
か
、
一
定
の
年
齢
 範
 時
に
基
づ
い
た
 社
会
的
地
位
が
、
発
達
心
理
学
的
な
希
求
と
結
び
つ
い
て
 宗
教
行
動
を
展
開
し
て
 

い
く
面
 ょ
 り
は
、
老
人
で
も
少
年
で
も
、
そ
れ
が
祖
父
 母
と
か
 孫
 ・
 
子
 ・
長
男
・
 吹
 三
男
等
の
家
族
的
地
位
に
翻
 訳
さ
れ
た
上
で
、
一
定
 

0
 年
齢
 範
 時
の
心
理
学
的
希
求
と
結
び
つ
い
て
宗
教
行
動
 を
 組
織
し
て
 い
 く
、
そ
の
面
を
重
視
す
る
の
で
あ
る
。
 

 
 
 
 
 
 

さ
か
で
は
な
い
。
 
た
，
だ
 
、
人
間
に
お
け
る
、
少
な
く
と
 も
 日
本
人
に
お
け
る
、
家
族
生
活
の
ぎ
ね
だ
っ
て
大
 き
 ぃ
 
重
要
性
に
か
ん
が
み
（
 

し
て
い
る
。
も
と
よ
り
、
い
わ
ゆ
る
普
遍
的
宗
教
が
 信
 者
を
家
族
的
制
約
か
ら
解
放
す
る
力
を
も
っ
 ，
 
」
と
を
原
則
 と
し
て
認
め
る
に
や
ぶ
 

り
 、
あ
る
い
は
社
会
的
使
命
感
や
願
望
か
ら
な
さ
れ
る
 @
 」
と
も
あ
ろ
う
が
、
本
稿
は
家
族
的
地
位
に
即
し
て
宗
教
 行
動
を
観
察
し
ょ
う
 と
 
 
  
 



測
 す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
が
、
記
録
に
は
そ
の
 

よ
う
な
手
が
か
り
が
大
幅
に
失
な
わ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
 

、
神
社
へ
参
拝
す
る
と
 

諌
 
摘
動
 最
後
に
、
資
料
に
つ
い
て
一
言
し
て
お
く
。
 
が
い
か
な
る
家
族
的
地
位
の
行
為
者
に
よ
っ
て
 

わ
 

堰
 
卸
 
施
設
を
対
象
に
せ
ず
と
も
、
純
然
た
る
宗
教
行
動
 
な
さ
れ
る
儀
礼
の
遂
行
で
あ
る
限
り
、
他
の
要
素
 

い
う
行
動
が
ど
の
よ
う
な
態
度
（
伝
統
へ
の
コ
ン
フ
ォ
 

工
、
 

 
 

 
 

ヘ
 
テ
ィ
・
集
団
へ
の
コ
ン
フ
ォ
ー
ミ
テ
ィ
・
自
覚
的
信
仰
）
に
 

 
 

四
年
三
月
ま
で
の
二
年
間
、
 

支
え
ら
れ
て
い
る
の
か
、
 

見
当
が
つ
か
な
い
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
役
割
と
い
う
 

含
み
の
あ
る
語
を
さ
げ
て
、
端
的
に
行
動
と
す
る
方
が
 

ょ
 い
 0
 第
二
は
、
役
割
を
 

も
っ
て
集
団
の
機
能
分
担
と
す
る
理
解
が
あ
り
、
家
族
 

に
お
け
る
宗
教
的
役
割
の
場
合
に
は
、
家
族
の
宗
教
的
 

活
 動
の
分
担
と
解
さ
れ
る
 

こ
と
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
機
能
分
担
と
し
て
の
宗
教
 

行
 動
は
多
い
。
し
か
し
、
機
能
分
担
と
は
い
い
難
い
、
 

家
 族
の
機
能
的
要
請
か
ら
 

ほ
み
 出
た
宗
教
行
動
が
あ
り
、
そ
れ
も
行
為
者
の
家
族
 

的
 地
位
と
間
接
的
に
結
び
つ
い
て
い
る
。
わ
れ
わ
れ
は
こ
 

ぅ
 し
た
行
動
を
も
あ
わ
 

せ
て
考
察
し
た
い
と
思
 

う
 の
で
、
行
動
の
語
を
用
い
る
 

@
 
」
と
に
す
る
。
 

そ
れ
で
は
、
具
体
的
に
ど
の
範
囲
の
行
動
を
宗
教
行
動
 

と
み
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
か
。
宗
教
行
動
は
必
ず
し
も
 

純
粋
な
形
で
現
わ
れ
 

ず
 、
し
ば
し
ば
娯
楽
的
要
素
や
社
交
的
要
素
が
結
び
っ
 

い
て
い
た
り
、
時
に
娯
楽
的
要
素
な
ど
の
方
が
卓
越
す
る
 

こ
と
す
ら
あ
る
の
で
、
 

ど
こ
ま
で
を
宗
教
行
動
と
み
な
す
か
に
つ
い
て
、
操
作
 

的
 基
準
が
必
要
に
な
る
の
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
、
 

神
 社
 と
か
寺
院
と
か
、
 
神
 

位
棚
 ・
仏
壇
・
石
塔
と
か
、
一
般
に
宗
教
的
目
的
の
 

た
め
に
つ
く
ら
れ
た
施
設
に
対
し
て
、
こ
れ
ら
の
施
設
が
 

つ
く
ら
れ
た
目
的
に
即
し
て
 

 
 

 
 

 
 

ち
 三
戸
は
一
年
間
の
み
）
に
依
頼
し
て
記
録
さ
れ
た
「
 

生
 活
 時
間
記
録
」
で
あ
る
。
 

こ
 

（
 
3
0
 

）
 

抽
 
れ
に
は
、
家
族
貞
一
人
ず
っ
に
つ
い
て
一
日
二
四
 

時
間
を
何
時
何
分
か
ら
何
時
何
分
ま
で
何
を
し
て
 

賛
 し
た
 か
が
明
細
に
記
録
さ
れ
て
い
 

 
 

た
 宗
教
行
動
を
と
り
出
し
、
そ
の
季
節
的
分
布
・
家
族
 

員
 別
の
葉
中
分
散
な
ど
を
 

見
っ
 35  (35) 



け
る
こ
と
は
容
易
で
あ
る
。
ま
た
、
同
一
の
行
動
が
持
 続
 さ
れ
た
時
間
の
長
さ
、
家
族
員
の
間
の
行
動
の
複
合
 な
い
し
分
化
状
況
な
ど
 

も
 、
こ
の
「
記
帳
」
に
よ
っ
て
捉
え
う
る
。
二
年
間
に
 も
わ
た
っ
て
、
戸
数
僅
か
二
四
戸
の
部
落
か
ら
八
戸
も
 ，
 
」
の
種
の
記
録
に
参
加
し
 

た
 前
例
は
 、
 蓋
し
稀
有
で
あ
ろ
う
。
ま
こ
と
に
得
難
い
 資
料
と
い
わ
 ほ
 げ
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

し
か
し
半
面
に
お
い
て
、
こ
の
資
料
に
は
次
の
よ
う
な
 欠
陥
が
存
す
る
の
で
あ
る
。
第
一
に
、
十
分
間
以
内
に
終
 る
よ
う
な
行
動
、
例
 

え
ば
神
棚
や
仏
壇
の
前
で
の
拝
礼
と
か
、
朝
起
き
抜
け
 に
 東
方
に
目
っ
て
柏
手
を
う
つ
と
か
、
お
お
む
ね
毎
日
行
 な
わ
れ
る
短
い
習
慣
的
 

行
動
が
記
帳
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
。
第
二
に
 、
農
 家
に
よ
っ
て
記
帳
に
精
粗
が
あ
り
、
記
帳
さ
れ
て
い
な
 い
か
ら
と
い
っ
て
 
、
他
 

の
 記
帳
農
家
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
行
動
が
な
か
っ
た
 、
と
 ほ
 断
じ
難
い
こ
と
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
 

A
 家
と
 B
 家
 と
を
比
較
す
る
に
 

は
 、
両
家
と
も
記
帳
が
全
体
と
し
て
精
密
で
あ
る
こ
と
が
 前
提
条
件
と
な
る
。
も
っ
と
も
同
じ
家
に
つ
い
て
、
 異
 な
る
家
族
的
地
位
の
者
 

を
 比
較
す
る
場
合
に
は
、
精
粗
均
質
で
あ
る
と
想
定
し
 て
か
か
る
 
よ
 り
し
か
た
が
な
い
で
あ
ろ
う
。
第
三
に
 、
 記
帳
の
粗
な
る
も
の
に
 

憶
 
毎
日
記
帳
す
る
と
い
う
約
束
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
 ら
ず
、
何
日
か
ま
と
め
て
記
帳
し
た
と
思
わ
れ
る
箇
所
 が
散
見
す
る
こ
と
で
あ
 

る
 。
こ
れ
を
根
木
的
に
改
訂
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
 る
が
、
他
の
記
帳
農
家
と
対
照
す
る
こ
と
で
い
く
分
の
修
 正
 が
可
能
な
と
こ
ろ
も
 

あ
る
。
こ
れ
ら
の
点
で
、
「
記
帳
」
の
利
用
に
は
細
か
い
 配
慮
と
周
到
な
警
戒
が
必
要
だ
と
 い
 わ
な
け
れ
ば
な
ら
 甲
ん
 

Ⅴ
Ⅰ
 

ヘ
 
@
 
@
 。
 

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
「
記
帳
」
の
利
用
に
は
、
宗
教
行
動
 の
 長
潮
的
偉
観
察
を
可
能
に
す
る
と
い
う
、
方
法
論
的
 な
 斬
新
さ
が
あ
る
と
 

思
わ
れ
る
。
宗
教
行
動
の
現
地
観
察
は
、
特
定
の
地
域
 の
 民
俗
Ⅱ
社
会
探
訪
的
な
行
動
型
の
聴
取
調
査
に
満
足
 し
な
い
と
こ
ろ
に
生
ま
 

ね
 、
当
然
の
存
在
理
由
を
主
張
し
 ぅ
 る
の
で
あ
る
 
け
 れ
 ど
も
、
一
時
的
な
観
察
で
は
 よ
 く
傾
向
性
ま
で
把
握
し
 ぅ
 る
も
の
で
は
な
い
 
0
 そ
 

こ
で
長
期
観
察
が
要
請
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
こ
 そ
 言
い
易
く
実
行
の
困
難
な
調
査
技
法
で
あ
る
。
そ
こ
で
 、
長
期
観
察
の
代
用
と
 

な
り
 ぅ
る
 技
法
を
開
発
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 

@
 
」
 の よ
う
な
要
請
の
も
と
に
案
出
さ
れ
た
の
が
「
記
帳
」
で
あ
 っ
て
、
直
接
の
観
察
に
 

准
じ
た
効
果
を
期
待
し
 5
 る
の
で
、
 
準
 観
察
と
仮
称
す
 る
の
で
あ
る
。
も
と
よ
り
、
「
記
帳
」
に
よ
る
長
潮
的
 準
 観
察
が
最
良
の
技
法
で
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農村における 宗教行動と家族的地位 

「
生
活
時
間
記
帳
」
に
記
録
さ
れ
た
宗
教
行
動
は
、
ほ
と
 ん
ど
す
べ
て
宗
教
的
年
中
行
事
へ
の
参
加
と
い
う
形
で
 な
さ
れ
て
い
る
慣
行
 

曲
行
動
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
宗
教
的
年
中
行
事
を
分
 類
 す
れ
ば
宗
教
行
動
の
分
類
に
も
な
る
わ
け
で
あ
る
。
年
中
 行
事
は
ほ
と
ん
ど
例
外
 

な
く
宗
教
的
年
中
行
事
で
あ
り
、
そ
れ
に
は
い
ろ
い
ろ
 な
 分
類
が
考
え
ら
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
㈹
部
落
全
戸
か
ら
 の
 参
加
が
要
請
さ
れ
る
 

部
落
的
宗
教
行
事
、
㈲
社
寺
の
祭
礼
法
会
を
中
心
と
す
 る
 社
寺
的
宗
教
行
事
、
㈹
 前
 二
者
と
関
連
し
つ
つ
も
各
日
 
，
で
 行
な
わ
れ
る
家
族
的
 

宗
教
行
事
、
の
三
 つ
 %
 分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
へ
の
参
加
が
 ど
の
よ
う
な
家
族
的
地
位
の
行
為
者
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
 傾
向
が
あ
る
か
を
、
 
順
 

吹
 考
察
し
て
み
た
い
。
 

廿
 わ
ざ
と
う
 

ま
ず
、
部
落
的
宗
教
行
事
へ
の
参
加
か
ら
と
り
あ
げ
よ
 ぅ
 。
こ
れ
に
該
当
す
る
も
の
に
は
、
「
 
村
 祈
祷
」
「
地
神
祭
 」
「
日
蓮
 サ
マ
 」
「
 月
 

並
ヵ
 ン
キ
」
が
あ
る
。
 

つ
 （
 @
 や
ま
 

「
 村
 祈
祷
」
は
旧
暦
正
五
九
の
年
三
回
、
造
山
の
荒
神
宮
 に
 集
団
的
に
社
参
し
、
山
根
の
本
 隆
寺
 （
法
華
宗
本
門
流
 
）
住
職
に
祈
祷
（
法
華
 

経
 読
話
）
を
し
て
貰
 う
 行
事
で
あ
る
。
造
出
荒
神
を
鎮
 守
と
 仰
ぐ
新
地
 等
 隣
接
六
部
落
が
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
日
に
 こ
こ
で
こ
の
行
事
を
執
 

律
 す
る
。
農
繁
期
の
五
月
に
行
な
わ
れ
る
 村
 祈
祷
は
社
 一
 
刊
の
祈
祷
で
終
る
が
、
正
月
と
九
月
に
は
祈
祷
を
す
ま
せ
 た
 後
、
夕
刻
当
番
の
家
 

へ
 集
ま
っ
て
 オ
カ
ソ
キ
 

（
 
御
 看
経
）
を
つ
と
め
、
一
定
の
 献
立
に
し
た
が
っ
て
準
備
さ
れ
た
会
食
を
す
る
の
が
 例
 で
あ
る
。
こ
の
形
態
も
）
  
 

簡
素
化
の
結
果
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
で
、
太
平
洋
戦
争
 に
入
る
ま
で
は
当
家
で
お
こ
も
り
を
し
、
日
の
出
と
共
に
 も
う
一
度
社
参
を
し
て
 
 
 

散
会
し
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
社
前
で
本
陣
寺
の
 住
 職
か
ら
渡
さ
れ
た
「
村
中
安
全
五
穀
豊
穣
」
の
神
 礼
 は
 、
 き
家
の
床
の
間
に
安
置
 
3
 

二
部
落
的
宗
教
行
事
へ
の
参
加
 

あ
る
、
と
強
弁
す
る
 り
 も
り
は
な
い
が
、
掲
出
の
課
題
 に
 ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
た
め
に
は
と
く
に
勝
れ
た
技
法
で
 あ
る
と
考
え
る
。
 

で
、
本
稿
は
新
し
い
技
法
の
有
用
性
を
例
示
す
る
意
図
 を
も
併
せ
も
つ
も
の
と
い
え
よ
 う
 0
 

そ     



宿
で
斎
を
出
し
た
が
、
：
 

ま
 

三
、
四
 0
 年
 ほ
ど
前
か
ら
こ
れ
 を
 廃
し
て
夕
食
後
集
ま
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
各
戸
 か
 ら
 

げ
た
 曇
陀
 羅
の
前
で
経
文
を
一
同
で
唱
和
す
る
儀
礼
を
 

が
 原
則
で
あ
る
。
し
か
し
、
看
経
の
あ
と
重
要
な
伝
達
 さ

し
た
。
し
か
し
今
日
で
は
、
 

三
 0
 分
ほ
ど
で
こ
れ
が
す
 

協
議
事
項
で
も
な
け
れ
ば
、
毎
回
数
戸
は
欠
席
す
る
 よ
う
 ん

 
で
 
・
 

弩
 
と
は
本
来
、
参
会
者
の
中
で
経
文
を
よ
く
知
っ
て
 い
る
人
が
導
師
と
な
り
、
大
胴
の
大
鼓
と
木
魚
で
調
子
を
 と
 一

名
ず
つ
集
ま
る
の
 

あ
る
。
カ
ン
キ
 
害
 

っ
て
 、
 床
の
間
に
掲
 

で
か
ら
な
さ
れ
る
 伝
 

る
と
い
え
よ
う
。
 

次
に
「
地
神
祭
」
は
、
三
月
と
九
月
の
彼
岸
頃
、
社
日
し
わ
に
も
 
と
い
っ
て
耕
作
を
し
て
は
な
ら
な
い
日
が
あ
り
、
こ
の
日
 に
 部
落
と
し
て
地
神
 

を
 祭
る
行
事
で
あ
る
。
部
落
は
ず
れ
の
公
会
堂
前
任
 あ
 る
 
「
地
神
」
と
彫
り
込
ん
だ
石
碑
を
対
象
と
し
て
、
夕
刻
 部
落
の
長
老
の
リ
ー
ド
 

の
も
と
 に
 経
文
を
唱
え
た
後
、
当
番
が
準
備
し
た
赤
飯
と
 煮
メ
を
 公
会
堂
に
て
会
食
す
る
の
が
、
そ
の
主
な
内
容
 で
あ
る
。
 

こ
の
地
方
で
は
ど
の
部
落
に
も
地
神
の
碑
が
あ
る
の
だ
が
 
こ
れ
と
並
ん
で
 
よ
 く
祭
ら
れ
て
い
る
の
が
、
次
の
 
「
日
蓮
 サ
マ
 」
・
で
あ
 

は
 
5
 か
い
 

る
 。
「
南
無
妙
法
蓮
華
経
」
の
 
七
 文
字
を
刻
ん
だ
石
が
日
 蓮
サ
マ
 
（
 
他
 部
落
で
は
法
界
 サ
マ
 ）
と
呼
ば
れ
、
そ
の
 傍
 の
 「
大
覚
大
僧
正
」
と
 彫
 

り
つ
け
ら
れ
た
石
碑
と
同
時
に
、
年
一
度
五
月
）
 
地
 神
と
同
様
の
祭
り
を
受
け
る
。
大
覚
大
僧
正
は
こ
の
地
方
 を
巡
廻
 布
教
し
た
と
 伝
 

示
 さ
れ
る
日
蓮
の
法
 孫
 で
あ
る
。
こ
の
 ょ
う
 に
日
蓮
 や
 大
覚
が
日
蓮
宗
の
宗
派
的
行
事
と
し
て
で
な
く
、
部
落
 行
 事
と
し
て
祭
ら
れ
る
の
 

は
 、
新
地
全
戸
が
日
蓮
宗
寺
院
の
檀
家
で
あ
る
こ
と
が
 与
っ
て
 力
 が
あ
ろ
う
。
 

最
後
の
「
月
並
 ヵ
 ン
キ
」
も
日
蓮
宗
的
な
部
落
行
事
で
 あ
っ
て
、
日
蓮
の
命
日
で
あ
る
十
二
日
が
、
原
則
と
し
て
 毎
月
の
定
例
日
で
あ
 

 
 

る
 。
こ
の
地
方
一
帯
に
は
日
蓮
宗
系
の
仏
教
が
 惨
透
し
 
て
い
て
、
戸
数
の
多
い
部
落
で
は
部
落
 内
 を
い
く
つ
か
の
 看
経
 講
 %
 分
か
ち
、
 
講
 

毎
に
「
月
並
 ヵ
 ン
キ
」
を
 実
 修
す
る
と
共
に
、
葬
儀
の
 さ
い
の
協
力
を
行
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
 

新
 池
は
戸
数
 

僅
か
二
四
戸
で
あ
る
の
 

 
 

で
、
部
落
が
そ
の
ま
ま
一
つ
の
講
を
な
し
、
講
の
 メ
ソ
 ハ
 ー
す
な
わ
ち
諸
家
が
軒
な
み
に
順
々
に
宿
を
す
る
こ
と
 に
な
っ
て
い
る
。
も
と
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し
た
後
、
竹
に
ほ
さ
ん
で
部
落
の
北
ロ
 と
 高
口
に
立
て
て
 魔
除
け
と
さ
れ
る
。
 
村
 祈
祷
の
機
能
が
、
こ
の
神
 札
に
 よ
っ
て
象
徴
さ
れ
て
い
 
 
  
 



農村における 宗教行動と家族的地位 

表 1  部落的宗教行事への 参加 

村 祈祷 
年 Ⅰ ト 芳き数 十 ゴ @ 暮事 一   
世 帯 主 64 

長女時 妻 ( 経営 主 ) 64 22   
長 ;12.1 反長女の長男 攻 3ll 94 
長女の長女 Ⅱ 
児女の次男 9 
                            76 イ上 ) 

64  4 
  長女婿 ;     経営 主 ; 43  2  6 

女 38 (5.5 度 )  長 ド 女の長女 16 
Ⅱ女の次女 12 
世 帯 主 62 4 4 

53 ⅠⅠⅠ Q 丑寅 ( 妻 経営 主 ) 29 2 2(1) 
C4.8 度 )  笘穿 の 墳質 2 5q つ ｜ @ ) 

長 女 17 

  2 3 主世持要文 336 834 
母 60 

(12.0 度 )  長 
長 ） 男女 (96 
叔   父 46 
世 帯 主 46 2 5 
妻 41 

D  長 女 17 
f11.6 反 )  掠 男 14 

    
  30   

;7.2 厘 )  長 男 10   
  

(3.3 T  度 )  世 長 帯妻 主 男 31 29 5 
最高回数   6  6 

( 回数 ) 

他 日 月 

神賈苦 
祭 マ キ 

  15 

1  1 
1  1 

2 2 7 
  15 

  2  ⅠⅠ @ 
  

  16 

イ工 Ⅰ 

3 2 2 Ⅰ 
@% Ⅰ Ⅰ エ Ⅰ 

ィ 1j 

2  2 
3  2 

3  2  20 
  
く工 Ⅰ 

1  1  6 

2 Ⅰ 

  
2  1  5 
  

2 1 Ⅰ 1 
@1) (1 Ⅰ 

4  2  24 

達
 協
議
も
 、
カ
ソ
キ
 の
一
部
を
な
し
て
い
る
。
伝
達
 協
 議
 と
い
っ
て
も
、
正
式
の
議
事
方
式
を
と
ら
ず
、
読
経
の
 あ
と
の
雑
談
 中
 、
時
折
 

誰
か
が
「
ど
な
た
も
」
と
改
ま
っ
た
口
調
で
口
を
き
っ
 て
 、
伝
達
や
相
談
が
な
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
 ヵ
ソ
キ
 の
 機
 会
 に
便
乗
し
て
伝
達
な
 

ど
を
す
る
と
い
う
よ
り
も
、
 

カ
ソ
キ
 と
は
伝
達
協
議
を
 含
む
と
い
う
の
が
現
状
で
あ
る
。
一
同
の
読
経
唱
和
は
 、
 協
議
に
入
る
前
に
あ
ら
 

か
じ
め
集
団
精
神
を
昂
揚
さ
せ
る
ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
・
ア
ッ
 プ
の
 潜
在
的
機
能
を
も
っ
て
い
る
と
、
み
ら
れ
な
く
も
 な
い
。
し
た
が
っ
て
 、
 

月
並
カ
ン
キ
は
部
落
の
宗
教
的
行
事
で
あ
る
よ
り
は
 月
 例
 常
会
の
色
彩
が
濃
厚
な
の
で
あ
る
が
、
そ
の
本
来
の
性
 格
 に
注
目
し
て
部
落
的
 

（
 
4
 
Ⅰ
）
 

宗
教
行
事
に
含
め
る
。
 

さ
て
、
以
上
の
よ
う
な
四
種
類
の
部
落
的
宗
教
行
事
へ
の
 参
加
者
を
 、
表
 Ⅰ
に
よ
っ
て
観
察
し
て
み
よ
う
。
ま
ず
 表
の
説
明
を
し
て
お
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（
 
5
 ）
 

く
 。
農
家
記
号
 は
 新
地
に
お
け
る
農
業
機
械
化
の
調
査
 報
告
書
が
用
い
た
記
号
を
踏
襲
し
て
い
る
。
記
号
の
下
に
 附
記
し
た
括
弧
内
の
数
 

字
は
経
営
耕
地
面
積
で
あ
る
。
農
家
 A
.
P
.
Q
.
E
 

・
 D
 の
五
戸
は
二
年
間
記
帳
を
継
続
し
た
が
、
他
の
 1
.
 K
,
T
 

の
三
戸
は
最
初
 

の
 一
年
間
の
み
で
終
っ
た
。
世
帯
構
成
で
判
明
す
る
よ
う
 に
 、
 A
.
P
.
Q
.
E
 

は
二
夫
婦
世
帯
で
あ
り
、
他
の
 口
角
 は
 一
夫
婦
世
帯
で
 

あ
る
が
、
 
う
 ち
 1
 に
は
世
帯
主
の
母
親
が
い
る
。
二
夫
 婦
 世
帯
 と
 
一
夫
婦
世
帯
と
で
参
加
者
が
ど
の
よ
う
に
異
な
 っ
て
く
る
か
。
分
析
の
 

着
眼
点
の
一
つ
は
こ
こ
に
あ
る
。
表
の
最
下
欄
に
掲
げ
 ら
れ
て
い
る
よ
さ
に
、
 
村
 祈
祷
は
記
帳
の
二
年
間
に
六
回
 あ
っ
た
。
こ
れ
に
毎
回
 

参
加
し
、
そ
し
て
参
加
し
た
こ
と
が
毎
回
漏
れ
な
く
 記
 帳
 さ
れ
た
と
し
た
ら
、
同
一
世
帯
内
の
合
計
は
六
あ
る
い
 は
六
 以
上
と
な
る
は
ず
 

で
あ
る
（
 I
.
K
.
T
 
の
み
記
帳
一
年
叶
え
足
高
三
回
）
。
 地
 神
祭
は
四
回
、
日
連
 サ
て
 は
二
回
、
月
並
カ
ン
キ
は
 二
 四
回
（
た
だ
し
 I
.
K
 

T
 の
三
戸
に
と
っ
て
は
そ
れ
ぞ
れ
半
分
の
回
 曲
 ）
 行
 な
わ
れ
た
 

か
ら
、
こ
れ
を
基
準
に
し
て
各
世
帯
の
成
果
を
考
察
す
 

る
の
で
あ
る
。
 

「
月
並
カ
ン
キ
」
か
ら
み
よ
う
。
参
加
者
は
世
帯
主
、
 

も
 し
 世
帯
主
と
経
営
 主
 が
分
離
し
て
い
る
場
合
に
は
経
営
 主
、
に
は
ば
 限
定
さ
 

れ
て
い
る
と
い
っ
て
差
支
え
な
い
。
も
ち
ろ
ん
例
外
は
 あ
る
。
そ
の
 一
、
ヵ
ン
キ
 の
宿
を
つ
と
め
た
家
で
は
、
 

世
 常
主
・
経
営
 主
 以
外
の
 

者
も
現
わ
れ
て
く
る
。
こ
れ
は
主
に
茶
菓
の
接
待
を
す
 る
た
め
で
あ
ろ
う
。
表
 1
 に
お
け
る
括
弧
内
の
数
字
が
そ
 れ
で
あ
る
。
そ
の
 ニ
、
 

P
 家
で
は
世
帯
主
妻
が
異
常
に
頻
繁
に
出
現
し
て
く
る
。
 こ
れ
は
経
営
 主
 が
総
社
両
の
小
学
校
教
員
で
あ
っ
て
 、
帰
宅
が
遅
い
と
か
、
 

夜
も
校
務
が
残
っ
て
い
る
と
か
の
た
め
、
三
度
に
一
度
 は
 誰
か
ほ
か
の
人
に
 伐
 っ
て
も
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
の
だ
 が
 、
世
帯
主
は
病
身
 ゆ
 

え
 妻
が
出
席
す
る
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
み
る
と
 、
世
帯
主
 か
 経
営
 主
 が
出
席
す
る
の
が
月
並
カ
ン
キ
の
 原
 則
 で
あ
る
 よ
う
 に
思
わ
 

れ
る
。
そ
の
 
ょ
う
 な
原
則
の
存
在
は
、
月
並
 ヵ
ン
キ
 の
 部
落
常
会
的
性
格
と
照
応
し
て
い
る
。
そ
れ
で
は
、
父
が
 世
帯
主
で
子
が
経
営
 主
 

と
い
う
 よ
 う
に
分
化
し
て
い
る
時
、
な
ぜ
世
帯
主
で
は
 な
く
て
経
営
主
の
方
が
出
席
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
ず
 第
一
の
理
由
は
、
世
帯
 

主
は
 
一
家
の
財
政
を
掌
握
し
て
い
る
け
れ
ど
も
、
農
業
 経
営
の
方
は
あ
げ
て
経
営
主
の
指
揮
下
に
あ
り
、
月
並
 ヵ
 ソ
キ
 の
さ
い
に
議
せ
ら
 

れ
る
事
項
は
む
し
ろ
経
営
主
の
所
管
に
属
す
る
場
合
が
 多
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
第
二
に
 、
 夜
の
会
合
で
あ
 る
か
ら
、
 
六
 0
 歳
を
越
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帥
 

り
か
期
待
さ
れ
て
お
り
、
部
落
生
活
の
伝
統
へ
の
 馴
 致
 は
か
く
の
如
 き
 過
程
を
へ
て
行
な
わ
れ
る
の
で
あ
る
 か
ら
、
や
は
り
参
加
と
認
め
 

(
4
1
 

肚
 
て
お
き
た
 
い
 。
 

 
  
 

農
ネ
 

以
上
、
部
落
的
宗
教
行
事
を
通
じ
て
い
え
る
こ
と
は
、
 ま
ず
第
一
に
、
行
事
の
対
象
が
神
社
に
限
定
さ
れ
ず
、
 ま
 た
 神
道
糸
施
設
に
も
 

る 宗教行動と家 

外
の
成
人
の
参
加
が
現
わ
れ
る
。
ま
た
、
当
屋
で
あ
っ
 て
も
な
く
て
も
、
小
学
生
以
下
の
子
ど
も
の
参
加
が
顕
著
 で
あ
る
。
こ
れ
は
、
 部
 

落
の
公
会
堂
の
前
で
、
し
か
も
暗
く
な
る
前
に
祭
り
が
 行
 な
わ
れ
、
集
ま
っ
た
子
ど
も
に
は
赤
飯
が
与
え
ら
れ
る
 た
め
で
あ
る
。
し
た
が
 

っ
て
、
こ
れ
を
行
事
へ
の
参
加
と
い
え
る
か
ど
う
か
問
題
 も
あ
る
が
、
子
ど
も
が
祭
場
へ
集
ま
っ
て
来
る
こ
と
は
 容
認
さ
れ
て
い
る
ば
か
 

位
牌
す
る
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
 

 
 

参
加
が
多
い
が
、
集
中
度
は
高
く
な
い
。
当
屋
の
場
合
 

に
は
、
も
ち
ろ
ん
世
帯
主
政
 

え
た
老
人
を
休
ま
せ
る
た
め
に
若
い
者
が
出
席
す
る
、
 と
い
う
気
持
も
あ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
 0
 し
か
し
よ
り
重
要
 な
 理
由
は
 、
 A
 

Q
 の
経
営
 主
 が
記
帳
の
行
な
わ
れ
た
当
時
、
そ
ろ
っ
て
 機
械
化
の
た
め
の
改
良
組
合
の
役
員
に
列
し
て
お
り
、
 連
 経
協
議
の
責
任
者
で
あ
 

っ
 た
こ
と
で
あ
る
。
（
 
E
 以
下
で
は
世
帯
主
と
経
営
 
主
 と
が
 一
 
致
し
て
い
る
）
 

次
に
「
 村
 祈
祷
」
は
、
造
山
荒
神
へ
の
社
参
と
、
当
屋
 

一
 つ
に
 分
か
ち
 ぅ
る
 。
看
経
の
力
 か
 ら
み
る
と
、
出
席
者
 

は
 世
帯
主
 か
 経
営
主
に
集
中
す
る
傾
向
が
著
し
い
。
 そ
 0
 例
外
は
宿
に
当
っ
た
家
に
の
み
起
っ
て
い
る
。
世
帯
主
 と
 経
営
 主
 と
が
分
離
し
 

て
い
る
場
合
に
は
、
や
は
り
経
営
主
の
方
が
出
席
し
て
 い
 る
が
、
 Q
 家
の
み
例
外
を
な
す
。
こ
れ
ほ
、
そ
う
し
た
 斎
 が
ふ
る
ま
わ
れ
る
 場
 

へ
は
世
世
 
市
 主
で
あ
る
父
に
出
て
貰
い
、
月
並
 ヵ
ソ
キ
 の
 よ
う
 に
 伝
達
協
議
も
な
い
こ
と
と
て
経
営
主
点
こ
の
 方
は
家
で
骨
休
め
を
す
 

る
 、
と
い
う
こ
の
家
の
特
徴
的
な
分
業
様
式
を
示
す
も
 の
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
と
こ
ろ
で
社
参
の
方
は
参
加
者
 が
や
や
分
散
し
て
 ぃ
 

る
 。
こ
こ
で
も
や
は
り
世
帯
主
や
経
営
 主
 が
多
い
け
れ
 ど
も
、
 父
 ・
 ロ
 ・
そ
れ
に
子
ど
も
も
代
参
す
る
こ
と
が
あ
 る
の
で
あ
る
。
こ
の
 ょ
 

う
 に
し
て
、
経
営
主
は
日
中
は
野
良
に
あ
っ
て
誰
か
を
 代
参
さ
せ
た
場
合
で
も
、
一
日
の
仕
事
を
終
え
た
後
、
自
 命
 で
当
屋
へ
看
経
に
出
 



共
同
生
活
の
上
に
働
く
と
信
ぜ
ら
れ
て
き
た
霊
寵
に
対
 し
て
、
部
落
に
お
け
る
家
と
 、
 家
を
支
え
る
部
落
と
の
、
 

福
祉
を
守
り
増
進
し
て
 

く
れ
る
よ
さ
に
、
共
同
の
礼
拝
と
祈
願
を
捧
げ
て
い
る
 と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
注
目
す
べ
 き
 第
二
の
点
 が
 導
 き
 出
さ
れ
て
く
 

る
 。
す
な
 ね
 ち
、
共
同
の
礼
拝
と
祈
願
を
捧
げ
る
の
で
 あ
る
か
ら
、
一
夫
婦
世
帯
で
手
が
足
り
な
い
場
合
に
も
、
 こ
れ
ら
の
行
事
に
欠
席
 

し
て
よ
い
と
い
う
了
解
は
成
り
た
た
な
い
。
人
手
の
多
 少
 に
か
か
わ
ら
ず
、
各
戸
か
ら
こ
れ
を
代
表
す
る
者
が
一
 人
 ず
っ
出
席
す
る
、
 
と
 

い
 う
 の
が
原
則
と
な
る
の
で
あ
る
。
第
三
に
、
現
実
の
 出
席
者
は
世
帯
主
 か
 経
営
主
で
あ
る
。
と
く
に
月
並
カ
ン
 キ
 に
こ
れ
が
著
し
く
、
 

村
 祈
祷
・
地
神
祭
Ⅱ
日
蓮
 サ
マ
 の
順
に
参
加
者
の
分
散
 度
 が
高
ま
る
。
分
散
の
起
り
や
す
い
の
は
二
夫
婦
世
帯
で
 あ
っ
て
、
世
帯
主
（
 ぁ
 

る
ぃ
 は
経
営
 主
 ）
の
 父
 
・
母
に
参
加
が
分
散
し
や
す
い
が
 

一
夫
婦
世
帯
で
は
 
1
 を
除
い
て
親
が
い
な
い
た
め
、
 

一
 戸
を
代
表
す
る
と
は
い
 

い
が
た
い
子
へ
の
分
散
が
生
ず
る
に
止
ま
る
。
第
四
に
 注
意
し
て
お
き
た
い
の
は
、
宗
教
的
年
中
行
事
へ
の
参
加
 者
は
世
帯
内
の
老
人
で
 

（
 
6
0
 
）
 

あ
ろ
う
と
い
う
予
想
は
、
部
落
的
宗
教
行
事
に
つ
い
て
 ほ
 妥
当
し
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
老
人
よ
り
は
世
世
 帝
土
 が
 、
そ
し
て
世
帯
主
 

が
 上
位
で
は
あ
る
が
、
目
と
鼻
の
先
ぎ
に
あ
る
造
出
 荒
 

も
あ
っ
て
、
上
賀
茂
神
社
が
本
社
、
造
山
荒
神
が
末
社
 

る
 。
 新
 池
の
直
接
の
鎮
守
は
前
出
の
造
出
荒
神
で
あ
る
 

が
 老
人
の
場
合
に
は
若
い
経
営
 主
 が
参
加
し
て
い
る
の
 

右
に
と
り
あ
げ
た
四
種
の
行
事
の
ほ
か
に
、
当
番
の
み
 

が
 、
荒
神
の
氏
子
六
部
落
は
他
の
六
部
落
と
共
に
長
田
 

で
あ
る
。
 

神
の
方
が
新
 池
 住
民
の
身
近
な
社
参
の
対
 家
 に
な
っ
て
 

と
い
う
関
係
に
あ
る
。
レ
ベ
ル
を
異
に
す
る
二
つ
の
神
 

行
 な
 う
 も
の
と
し
て
、
神
社
の
秋
祭
り
の
さ
い
の
織
女
 

社
 の
う
ち
、
 上
 賀
茂
の
方
 

の
上
賀
茂
神
社
の
氏
子
で
 

い
る
。
十
月
十
二
・
三
日
 

て
と
 織
 片
付
け
と
が
あ
 

に
 同
時
に
行
な
わ
れ
る
両
社
の
秋
祭
り
に
は
、
部
落
 内
 に
 識
を
二
本
立
て
る
た
め
に
、
青
年
が
 村
 仕
事
と
し
て
 出
役
す
る
の
が
が
ん
 ち
い
 

を体   
泰 地 
造 成 
め 社 
え 会 
た の 

と レ 
い べ 
" え ノ レ 

る で ・   
ど 便 
ぅ 宜 
か 的 
疑 な   
し の 
い セこ 

の す 

ぎず、 である 

便 
む 宜 
し 的 
ろ は 

、 類   
ィム し 

め て 
類 信   
の重 以前 

0 層 
問 ， 性 

を 頭 指 が 
重 摘 
要 し 
で ・ た 
あ と 
る こ ろ 
  
  
部 の 
落 理 
の 解 
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限
定
さ
れ
て
い
な
い
。
仏
教
あ
る
い
は
仏
教
系
施
設
も
 含
ま
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
神
道
と
 か
 
仏
教
と
か
の
類
別
宮
 
 
  
 



 
 

捌
 

の
は
、
鬼
子
母
神
・
三
十
番
神
の
年
祭
と
、
春
の
 彼
岸
中
に
執
行
さ
れ
る
施
餓
鬼
で
あ
る
。
 

 
 
 
 

肚
 

㈲
建
久
 寺
 
（
日
蓮
宗
）
 

新
 池
の
岩
佐
 姓
 八
戸
 
（
 
E
.
i
.
T
 
を
含
む
）
の
檀
那
寺
で
、
こ
れ
ま
た
 

津
 手
に
 あ
る
。
檀
家
総
数
二
三
 0
 戸
 
 
 
 
 

農
ネ
 
ほ
ど
。
新
地
の
幸
世
話
人
二
人
の
う
ち
一
人
は
 E
 父
で
 あ
る
。
主
な
参
詣
 日
は
、
 
秋
の
彼
岸
に
行
な
わ
れ
る
施
餓
 鬼
 で
あ
る
。
 

 
 

 
 

 
 

 
 

三
社
寺
的
宗
教
行
事
へ
の
参
加
 

部
落
的
宗
教
行
事
の
結
節
点
は
、
社
寺
あ
る
い
は
そ
の
 萌
芽
形
態
と
し
て
の
石
塔
や
仏
壇
で
あ
る
。
こ
の
結
節
点
 に
 部
落
 内
 各
戸
を
結
 

 
 

び
つ
け
て
行
事
へ
参
加
せ
し
め
る
基
本
的
な
契
機
は
 、
つ
 き
あ
い
と
い
う
タ
ー
ム
で
表
現
さ
れ
る
一
種
の
部
落
的
 強
制
で
あ
り
、
ま
た
、
 

伝
統
へ
の
コ
ン
フ
ォ
ー
ミ
テ
ィ
志
向
と
混
り
合
っ
た
 集
 団
へ
の
コ
ン
フ
ォ
ー
ミ
テ
ィ
志
向
で
あ
っ
た
。
し
か
る
に
 、
社
寺
的
宗
教
行
事
の
 

場
合
に
は
そ
の
 ょ
う
 な
強
制
や
集
団
志
向
は
あ
ま
り
 作
 用
 せ
ず
、
む
し
ろ
結
節
点
を
な
す
社
寺
側
か
ら
の
勧
誘
、
 そ
れ
に
対
応
す
る
各
家
 

の
 側
で
の
行
事
参
加
の
必
要
性
、
参
加
す
る
個
人
の
信
仰
 心
 
（
い
わ
ぬ
る
迷
信
を
含
め
て
）
の
作
用
が
、
よ
り
重
要
 

な
 契
機
と
し
て
前
面
に
 

睡
 
押
し
出
さ
れ
て
く
る
よ
 う
 に
考
え
ら
れ
る
。
し
た
 か
っ
て
 、
 例
え
ば
造
出
荒
神
宮
で
の
 村
 祈
祷
は
部
落
的
 &
 
本
数
行
事
で
あ
る
が
、
一
月
一
 

鮒
 
日
の
初
詣
で
は
社
寺
的
宗
教
行
事
へ
の
参
加
と
み
な
 さ
れ
る
。
 

俺
 

こ
の
よ
う
な
完
整
行
事
の
結
節
点
と
し
て
記
帳
に
 現
わ
れ
る
の
は
、
次
の
一
五
箇
所
で
あ
る
。
 

の
形
で
あ
っ
た
。
し
か
る
に
、
今
日
で
は
 

花
 村
青
年
の
 減
少
に
よ
っ
て
担
当
年
齢
層
が
拡
が
り
、
記
帳
潮
間
に
は
 

D
 の
世
帯
主
が
 
峨
 立
て
 

に
、
 1
 の
世
帯
主
が
 
識
片
付
 げ
に
出
て
い
る
。
な
お
、
 
両
 社
 共
通
の
新
地
選
出
氏
子
総
代
三
人
の
う
ち
二
人
は
 

、
 A
 の
世
帯
主
と
 
E
 の
 世
 

常
 主
で
あ
る
が
、
彼
ら
が
上
賀
茂
神
社
や
造
出
荒
神
宮
 

に
 社
参
し
た
こ
と
は
、
二
年
間
の
記
帳
に
一
度
も
現
わ
れ
 

て
こ
な
い
の
で
あ
る
。
 



㈲
庚
申
 サ
マ
 

岩
崎
の
庚
申
山
の
頂
き
に
あ
る
こ
 の
 堂
は
、
 
薪
 池
を
含
む
大
字
新
庄
上
下
で
維
持
さ
れ
て
 い
る
。
毎
年
正
五
九
の
三
 

目
 、
 壌
災
招
 福
の
祈
祷
が
執
行
さ
れ
る
の
で
、
部
落
 毎
 に
 割
り
当
て
ら
れ
た
日
に
希
 孔
 者
が
参
詣
し
て
祈
祷
を
し
 て
 貰
 う
 。
そ
の
ほ
か
、
 

庚
申
堂
に
祭
ら
れ
て
い
る
梵
天
と
帝
釈
天
の
 一
 三
年
目
 毎
の
開
扉
（
両
者
交
互
に
行
な
わ
れ
る
の
で
七
年
日
に
一
度
の
 
開
扉
と
い
う
こ
と
に
な
る
）
 

に
は
、
大
勢
の
参
詣
者
の
た
め
に
境
内
が
埋
め
尽
さ
れ
 る
 。
 新
 池
か
ら
出
て
い
る
庚
申
世
話
人
三
人
の
う
ち
二
人
 は
 、
 A
 世
帯
主
と
 E
 父
 

で
あ
る
。
こ
の
世
話
人
に
は
部
落
的
拘
束
の
 ょ
 5
 な
も
 の
が
作
用
し
な
い
わ
げ
で
は
な
い
が
、
「
庚
申
は
木
隆
寺
 の
も
の
で
あ
る
か
ら
、
 

そ
の
檀
家
で
も
な
い
 新
 池
は
以
前
は
庚
申
と
も
関
係
が
 な
か
っ
た
が
、
和
尚
が
運
営
の
上
手
な
人
で
、
 

@
 
申
の
修
 理
の
時
な
ど
も
寄
附
を
 

頼
ん
で
く
る
よ
う
に
な
っ
た
の
だ
し
、
と
世
話
人
の
一
人
 が
 語
っ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
察
せ
ら
れ
る
通
り
、
庚
申
 と
 新
 池
 部
落
と
の
結
び
 

付
き
は
緩
く
、
世
話
人
も
部
落
代
表
と
い
う
 よ
 り
は
 有
 仝
 
心
と
 ネ
 
し
も
い
 う
 べ
き
も
の
 
ネ
 
Ⅰ
あ
る
。
 

㈲
毘
沙
門
天
都
窪
郡
座
付
矢
部
に
あ
る
日
差
手
 
の
 毘
沙
門
天
の
こ
と
。
正
月
初
寅
の
日
を
初
 講
 と
い
っ
て
 
、
遠
近
か
ら
福
徳
開
運
 

の
ご
利
益
を
願
っ
て
一
万
人
内
外
の
参
詣
が
あ
る
。
 

㈹
大
覚
 サ
マ
 

都
窪
郡
清
音
村
大
覚
に
あ
る
仏
堂
。
 

大
覚
大
僧
正
を
祀
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
 

㈹
野
山
 サ
マ
 
（
日
蓮
宗
妙
本
寺
）
上
房
郡
賀
陽
町
 
北
 
（
野
山
北
村
と
称
す
）
に
あ
る
中
本
寺
。
末
寺
が
七
 
セ
ヵ
 寺
 あ
る
が
、
宗
達
幸
や
 

蓮
休
 寺
の
本
寺
で
は
な
い
。
 

 
 

㈲
地
蔵
院
 舌
拙
旺
バ
 
宇
川
裾
 よ
 ま
高
杉
河
原
告
 オ に
あ
り
、
本
尊
地
蔵
尊
の
縁
日
に
は
参
詣
が
多
い
。
 

㈲
金
光
 サ
マ
 

木
部
は
浅
口
部
金
光
町
に
あ
る
が
、
 

新
 池
の
人
が
参
拝
す
る
の
は
、
北
へ
一
里
ほ
ど
の
総
社
 市
長
良
に
あ
る
金
光
教
 

べ 約 
六 - @ 一 一 

三 通り O 
で、 戸 
あ の 

檀 スリ。 古体 
住 を 
職 有 

次 っては 
に い 

述 る 0 
べ 
る こ 

庚 の 
中 手 
堂 の 

別 住 
当 職 
で が 

も 新 
あ 池 

る 。 の村 

祈祷 

  
  
    
  
ネユ : 
王 " 
  
  
を 

主宰 

す 
る 
    

と 

@% 

す 
で、 

v@ ヒ   

刊節 

で   
述 

(44) 

㈹
 
木
 隆
寺
法
華
宗
本
門
 西
 

高
松
町
山
根
に
あ
 る
 中
本
寺
。
大
字
新
庄
上
と
新
庄
 
下
 の
な
か
で
新
也
 
を
 除
く
全
部
落
に
集
中
的
に
 4
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集 し 0 曲 詣 ㈹ 敬 ㈹ ㈹ 立 ㎝ 布 
@ 者 し 教 

    
宮 きべ   
内 るた 

局 

帯 な 二 

荷 
晴一 Ⅴ @ 目 

あ 
る 

も 

と 

日 

    蓮   も 国 
  

っ 帰 し そ 刃く 

と の 
天   
ユ "   

に属 

  官 。 
し 

乃 。 ナ - し 

日 ｜ 

ガ、 

  官 
幣 信 

た 中 徒 
社 の 

戦 奉 
後 新 實 
独 池 が、 

立 と 多   し の い 

て 関 の 

  係 で、 
見   サま 

刀て 薄 召 Ⅱ Ⅰ 

を く、 和 
称 

    
場 帯 さ す 。 せ 十 
含 ま ず   い 九 
ほ ほ 全 0 % 月 し 点 年 ぜ 

で 日 初 て を   
午 

は や 体 越 ケ ㌢ し 

世 や と あ 参 旬 の 表 し 出   独 
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世 帯 
妻 
長 女 

A 長 
係 長 
係 長 
採 択 
世 帯 
妻   
係 長 
採 択 
世 帯 
妻   
係 長 
長 
世 帯 
妻 
  

  母 

長 
長 
  
世 帯 
妻 

長長 
  

  
  

  
  

表 2 社寺的 宗 教
 
行事への参加 ( 回数 ) 

  1     2     3     4     5     6     7   へ兵し ハ 0 。 （ ハ Ⅰ （ l Ⅰ ハし ・ へ l Ⅰ ・Ⅰ （ l Ⅰ り乙 （ l Ⅰ 00 ハ l Ⅰ 廿 4 ・ l1     
    
2 1 1 1 9  1   

    

  

  2  1 1  1 
2  1 1  1 

主   
    1  1 1  2   

婿 2  2 
女 1 1  1     
女     
女     2  1 
主   

  
男   
嫁   
男   
女   
主         

1 Ⅰ   
  6  1     
  Ⅰ 2 

男   
女     
  
主 2     

      
女   

勇男 

  
    

女     
    

    
男       

      
    
  Ⅰ l 

主 勇男 

  
生 男   
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持
主
と
経
営
 主
 が
分
離
し
て
 い
 て
 、
 若
 い
 経
営
 主
は
農
 作
業
に
忙
し
い
か
ら
、
老
人
が
参
詣
の
方
を
引
き
受
け
 

る
と
い
っ
た
気
持
が
強
 

く
 、
世
帯
主
だ
か
ら
参
詣
す
る
と
い
う
よ
う
な
も
の
で
 

な
い
こ
と
が
察
知
さ
れ
る
。
こ
の
推
測
は
 

、
 若
い
世
代
が
 世
帯
主
に
な
っ
て
い
る
 

E
 家
に
お
い
て
、
専
ら
父
が
参
詣
し
て
い
る
こ
と
で
 

裏
 つ
 げ
ら
れ
る
。
庚
申
堂
に
つ
い
て
も
檀
那
寺
と
木
隆
寺
の
 

場
合
と
ほ
 ば
 同
様
な
こ
 

と
が
い
え
る
が
、
後
二
者
よ
り
さ
ら
に
分
散
度
が
高
い
 

の
は
、
開
扉
の
 
シ
ョ
ヴ
的
 
要
素
が
老
若
男
女
を
広
汎
に
 
引
 ぎ
つ
け
る
か
ら
で
あ
ろ
 

う
 。
も
っ
と
も
、
 A
 世
帯
主
と
 E
 父
の
参
加
が
抜
ん
山
 
て
 多
い
の
は
、
右
の
者
理
由
よ
り
も
、
庚
申
堂
世
話
人
で
 

あ
る
と
い
う
事
由
が
決
 

定
 的
で
あ
る
。
 

毘
沙
門
天
・
大
覚
・
野
山
・
地
蔵
院
詣
で
に
は
家
的
制
 

約
が
 殆
ど
感
ぜ
ら
れ
な
い
。
地
蔵
院
詣
で
は
子
ど
も
の
 

遊
 び
と
見
ら
れ
る
の
に
 

対
し
て
、
大
覚
・
野
山
は
六
 
0
 歳
前
後
の
老
人
、
と
く
 
に
 老
女
の
、
信
仰
の
名
に
お
け
る
行
楽
と
い
え
よ
 

う
 0
 信
仰
の
名
に
価
す
る
の
 

は
 、
 A
 妻
に
お
け
る
金
光
詣
で
く
ら
い
の
こ
と
で
あ
ろ
う
 

。
天
理
教
本
部
詣
で
は
老
人
夫
婦
を
ひ
き
つ
け
た
が
、
 

毎
年
く
り
返
さ
れ
る
 
旅
 

行
 で
忙
な
く
、
た
ま
た
ま
組
織
さ
れ
た
団
体
参
拝
で
あ
 

る
こ
と
が
物
語
っ
て
い
る
よ
う
に
、
物
見
遊
山
的
な
色
彩
 

が
 濃
厚
で
あ
る
。
 

さ
 
Ⅰ
 
じ
よ
ジ
 

雄
 

造
出
荒
神
は
年
頭
そ
の
他
の
さ
い
の
手
近
な
 

参
 拝
 対
象
で
あ
る
が
、
初
詣
で
の
た
め
に
と
く
に
人
気
の
 

あ
る
の
は
最
上
稲
荷
で
あ
っ
 

糊
て
 、
寺
詣
で
を
め
っ
た
に
し
な
い
若
い
経
営
も
ち
、
 

正
月
休
み
の
こ
と
と
て
妻
子
を
 
つ
 れ
て
参
詣
す
る
例
が
 
見
ら
れ
る
。
彼
ら
は
さ
ら
に
 

 
 

ぬ
妙
 見
な
ど
遠
方
の
大
社
名
刹
へ
、
気
の
合
っ
た
者
で
 

 
 

誘
い
合
わ
せ
て
年
越
し
詰
り
に
出
か
け
る
の
で
あ
る
。
  

 

 
 

 
 
%
 
 分
家
し
た
に
す
ぎ
ず
、
 

Q
 も
や
は
り
新
し
い
分
家
（
 
昭
二
 0 執
堅
 
と
で
、
し
か
も
昭
和
二
十
年
に
帰
村
す
る
ま
で
 

長
年
常
用
勤
労
者
（
巡
査
）
 

肚
 
と
し
て
大
阪
で
勤
め
て
い
た
と
い
う
生
活
歴
が
 

、
，
 」
の
種
の
宗
教
行
事
へ
の
参
加
を
低
か
ら
し
め
て
い
る
 

重
 要
 な
要
因
で
あ
ろ
う
と
思
わ
 

 
 
震
 
れ
る
。
そ
し
て
、
家
に
よ
っ
て
参
加
度
に
高
低
の
 

差
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
参
加
が
部
落
的
強
制
を
受
け
 

ず
 、
各
家
の
、
ま
た
各
人
の
 47 (47) 
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口
 

家
族
的
宗
教
行
事
へ
の
参
加
 

最
後
に
、
家
族
的
宗
教
行
事
へ
の
参
加
を
表
 3
 に
よ
っ
 て
 考
察
す
る
こ
と
と
し
ょ
う
。
家
族
的
宗
教
行
事
と
し
て
 は
 、
 盆
 ・
正
月
・
 両
 

彼
岸
お
よ
び
造
出
荒
神
秋
祭
の
さ
い
に
、
社
寺
に
対
し
て
 で
は
な
く
、
神
棚
・
仏
壇
・
墓
に
対
し
て
各
戸
で
な
さ
れ
 
る
 行
事
を
と
り
出
し
て
 

み
た
。
（
 

7
 ）
日
常
的
な
行
事
を
除
け
ば
、
右
の
四
つ
の
機
会
 
に
 最
も
重
要
な
行
事
が
実
修
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
た
か
ら
 で
あ
る
。
そ
し
て
、
 そ
 

れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
い
く
つ
か
の
重
要
で
捉
え
や
す
い
 儀
 礼
 を
抜
き
出
し
、
こ
れ
ら
へ
の
参
加
に
注
目
し
た
。
そ
れ
 が
 表
 3
 の
 表
 頭
に
掲
げ
 

ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
う
ち
 盆
 ・
正
月
に
現
わ
れ
る
 「
立
花
と
り
」
と
い
う
儀
礼
は
、
ク
サ
サ
キ
と
こ
の
地
方
 で
 呼
ば
れ
る
喬
木
の
枝
 

 
 

を
 裏
山
へ
行
っ
て
採
っ
て
く
る
伝
統
的
作
業
で
あ
っ
て
 、
 も
ち
ろ
ん
神
仏
に
供
え
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
。
常
緑
 の
木
の
枝
を
よ
り
ま
し
 

と
し
て
祖
霊
を
山
か
ら
誘
い
帰
る
原
義
の
も
の
と
い
え
 よ
う
。
 表
 中
の
 0
 印
は
昭
利
三
十
二
年
度
の
記
帳
、
ム
 %
 ょ
び
け
 印
は
三
十
三
年
 

欲
す
る
と
こ
ろ
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
証
左
と
い
え
よ
 う
 。
 部
落
的
強
制
が
な
く
、
参
加
が
各
家
各
人
の
都
合
や
好
 み
に
任
せ
ら
れ
て
い
る
 

と
い
っ
て
よ
い
状
況
は
、
と
り
も
な
お
さ
ず
参
加
者
を
 世
帯
主
に
集
中
せ
し
め
な
い
基
本
的
な
要
因
で
も
あ
る
。
 

全
体
と
し
て
目
立
つ
の
は
、
老
人
の
参
加
が
著
し
い
こ
 と
で
あ
ろ
う
。
老
人
の
参
加
に
は
、
檀
那
寺
へ
の
参
詣
の
 よ
 う
 に
家
族
生
活
に
 

お
け
る
役
割
分
担
の
意
味
の
強
 い
 も
の
も
あ
れ
ば
、
 ょ
 り
 個
人
的
な
、
信
仰
や
娯
楽
の
た
め
の
参
加
も
あ
っ
て
 、
 さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
。
 老
 

人
の
ほ
か
に
女
子
ど
も
も
年
頭
や
縁
日
に
近
く
の
社
寺
 へ
 詣
で
、
働
き
盛
り
の
壮
年
経
営
 主
 層
は
年
頭
に
遠
近
の
 大
社
名
刹
へ
参
拝
す
る
 

と
ぃ
 5
 、
年
齢
層
別
の
参
拝
対
象
の
分
化
も
現
わ
れ
て
 い
る
。
し
た
が
っ
て
、
親
子
孫
の
三
世
代
家
族
で
は
、
 親
 子
の
二
世
代
家
族
よ
り
 

も
 頻
繁
で
多
様
な
参
加
が
出
現
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
 あ
る
。
要
す
る
に
、
老
人
を
中
心
に
さ
ま
ざ
ま
な
年
齢
層
 0
 者
が
参
加
し
、
そ
し
 

て
 年
齢
層
別
の
対
象
分
化
も
あ
る
程
度
観
取
す
る
こ
と
が
 で
き
る
と
い
う
こ
と
は
、
経
営
主
や
若
い
世
帯
主
に
集
 中
す
る
傾
向
の
見
ら
れ
 

た
 部
落
的
宗
教
行
事
へ
の
参
加
と
、
 鮮
 か
な
対
照
を
な
す
 点
で
あ
る
。
 



農
 
村に おける宗教行動と 家族的地位 

表 3  家族的宗教行事 へ   の 参加 
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度
 
の
そ
れ
で
あ
り
、
 

盆
 
行
事
の
う
ち
墓
参
と
看
経
に
付
 

せ
ら
れ
た
数
字
は
回
数
を
示
す
。
 

ま
ず
、
さ
ま
ざ
ま
な
地
位
の
家
族
 

員
 
が
家
族
的
宗
教
 

行
 
事
 
に
関
与
し
て
い
る
。
こ
の
点
で
は
前
掲
の
社
寺
的
宗
教
 

 
 

 
 

 
 

 
 

る
 
。
つ
ま
り
、
自
律
的
（
 

あ
 
い
め
い
ば
ら
ば
ら
㏄
 

三
 
0
 
コ
 
。
 
日
方
）
で
あ
る
よ
り
ほ
、
同
時
的
（
家
族
 

員
が
 

揃
っ
て
 

轄
 
コ
 
c
r
 

の
（
）
 

c
 
）
で
あ
る
こ
と
 

が
 
、
記
帳
さ
れ
た
時
間
の
符
合
か
ら
察
せ
ら
れ
る
も
の
が
 

多
い
の
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
も
、
家
族
的
宗
教
行
事
 

の
 
語
が
妥
当
す
る
と
 

ぃ
 

え
よ
う
 

。
 

次
に
、
墓
参
が
最
も
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な
家
族
的
宗
教
行
事
 

で
あ
る
こ
と
が
判
明
す
る
。
と
く
に
盆
に
は
家
族
 

鼻
 
で
墓
 

参
し
な
い
者
は
ほ
と
 

ん
ど
な
い
。
し
か
も
、
盆
の
三
日
間
に
一
人
で
二
度
も
一
 

二
度
も
参
っ
て
い
る
。
 

家
 
全
体
と
し
て
、
三
日
間
毎
日
 

誰
 
か
が
墓
参
す
る
よ
う
に
 

し
て
い
る
こ
と
も
推
測
さ
れ
る
。
墓
参
に
つ
い
で
多
く
 

の
 
参
加
が
あ
る
の
は
、
盆
の
最
終
日
に
行
な
わ
れ
る
 

仏
送
 

り
で
あ
っ
て
、
一
家
 

総
 

突
い
 

出
で
鯖
の
池
か
ら
そ
の
排
水
路
に
沿
 

う
て
仏
 

送
り
を
す
 

る
さ
ま
が
察
せ
ら
れ
る
。
そ
の
 

仏
 
送
り
が
 

Q
.
T
.
K
 

に
 
見
ら
れ
な
い
。
 

Q
 
と
 
T
 

ほ
 
新
し
い
分
家
で
そ
れ
自
身
の
仏
が
な
い
た
め
で
あ
り
、
 

K
 
の
場
合
は
た
ま
た
ま
そ
の
年
に
近
親
が
二
人
も
入
院
 

し
 
、
夫
婦
と
も
に
付
き
 

添
い
に
出
か
け
て
、
仕
送
り
ど
こ
ろ
で
な
か
っ
た
た
め
 

で
あ
る
。
 

第
三
に
、
老
人
が
こ
れ
ら
の
家
族
的
宗
教
行
事
に
お
い
 

て
 
主
導
的
な
役
割
を
演
じ
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
 

墓
 
掃
除
・
立
花
と
 

り
，
メ
 

飾
り
・
仏
供
・
神
棚
掃
除
等
、
何
れ
も
老
人
に
 

よ
っ
て
担
当
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
ま
た
、
他
の
家
族
 

員
 
も
 
参
加
す
る
看
経
に
お
 

い
て
、
導
師
的
役
割
を
果
す
の
は
老
人
で
あ
る
と
考
え
 

ろ
 
れ
る
。
他
方
、
参
加
の
乏
し
い
の
は
経
営
主
や
若
い
世
 

常
主
で
あ
る
。
彼
ら
は
 

米
と
蘭
 

草
を
中
心
と
す
る
生
産
活
動
や
部
落
の
共
同
の
 

仕
事
に
専
念
し
、
先
祖
祭
な
ど
は
老
親
に
委
任
し
て
あ
る
 

と
い
っ
た
形
に
な
っ
て
 

い
る
。
そ
こ
で
、
老
人
は
女
子
ど
も
、
こ
と
に
孫
に
手
 

伝
わ
せ
な
が
ら
、
先
祖
祭
を
中
心
と
す
る
家
族
内
的
な
 

宗
 
数
 
行
事
を
担
当
し
て
い
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構
 主
な
行
為
者
の
家
族
的
地
位
に
相
違
が
生
ず
る
の
は
 

き
然
で
あ
る
。
こ
の
観
察
結
果
を
三
つ
の
 

範
 碍
を
通
じ
 

て
 概
観
す
れ
ば
、
部
落
的
 

宗
 

柑
 数
行
事
で
は
経
営
 

主
 と
若
い
世
帯
主
の
参
加
が
卓
越
 

し
 、
そ
れ
以
外
で
は
老
人
の
参
加
が
卓
越
す
る
代
り
に
 

前
者
ら
の
参
加
は
逆
に
乏
し
 

貴
 い
と
い
え
よ
う
 

0
 こ
こ
に
老
若
二
世
代
の
間
に
存
 

す
る
関
心
領
域
の
分
割
な
い
し
分
担
が
露
頭
を
示
し
て
い
 

る
 。
こ
の
よ
う
な
領
域
分
割
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家族的地位 

三
結
 

詰
 ，
 

以
上
に
お
い
て
宗
教
行
動
を
三
つ
の
 範
 時
に
分
か
ち
、
 そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
主
な
行
為
者
が
ど
の
よ
う
な
家
族
的
 地
位
の
も
の
で
あ
る
 

か
 、
あ
る
い
は
十
何
年
か
た
っ
て
老
人
が
死
ぬ
と
、
二
夫
 隔
世
帯
は
一
夫
婦
世
帯
に
転
換
し
、
老
人
が
担
当
し
て
 き
た
宗
教
儀
礼
の
 5
 ち
、
 

墓
 掃
除
・
立
花
と
り
・
仏
壇
整
理
な
ど
は
放
棄
さ
れ
る
 か
 簡
略
化
さ
れ
、
他
方
、
墓
参
・
 仏
 送
り
・
 メ
 飾
り
つ
げ
 な
ど
は
必
要
欠
く
べ
 か
 

う
 ざ
る
も
の
と
し
て
若
い
世
代
に
よ
っ
て
継
承
さ
れ
て
 い
く
。
か
く
て
、
世
帯
主
は
家
族
的
宗
教
行
事
に
よ
り
 多
 く
ま
た
よ
り
深
く
関
与
 

し
 始
め
る
。
し
か
し
老
人
が
健
在
で
あ
っ
た
時
と
比
べ
 る
な
ら
、
参
加
の
家
族
総
量
は
低
下
せ
ざ
る
を
え
な
い
。
 こ
の
こ
と
を
、
記
帳
 農
 

永
 の
な
か
の
一
夫
婦
世
帯
と
二
夫
婦
世
帯
と
の
比
較
 か
 ら
 推
測
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
 

家
族
的
宗
教
行
事
の
担
当
者
は
女
性
で
あ
る
と
い
わ
れ
 て
き
た
。
 T
 な
ど
は
こ
の
通
説
を
裏
書
ぎ
す
る
ケ
ー
ス
で
 あ
ろ
う
が
、
全
体
と
 

し
て
女
性
が
と
く
に
重
要
な
役
割
を
占
め
て
い
る
と
は
 断
 じ
 が
た
い
。
そ
れ
で
も
仏
供
の
調
製
と
献
進
は
女
性
の
 役
割
の
よ
う
に
見
え
る
 

の
で
、
も
し
神
仏
に
対
す
る
平
常
の
奉
仕
が
ほ
ぼ
仏
供
 に
 限
定
さ
れ
て
い
る
も
の
な
ら
、
や
は
り
女
性
は
重
要
な
 役
割
を
果
し
て
い
る
と
 

い
 わ
 ほ
 げ
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、
わ
れ
わ
 れ
の
資
料
は
数
分
以
内
で
す
む
さ
よ
う
な
日
常
的
行
動
を
 記
録
し
え
な
い
の
で
、
 

こ
の
通
説
を
積
極
的
に
支
持
す
る
手
が
か
り
に
乏
し
い
の
 で
あ
る
。
 



婦
 世
帯
が
多
く
な
っ
て
い
る
こ
と
が
、
世
俗
化
の
 
一
推
 進
 要
因
で
あ
る
こ
と
も
、
わ
れ
わ
れ
の
資
料
か
ら
推
知
で
 き
る
の
で
あ
る
。
 

女
性
の
参
加
は
と
く
に
著
し
い
と
は
い
え
な
い
。
老
人
 の
 参
加
が
全
体
と
し
て
卓
越
し
て
い
る
こ
と
と
、
女
性
の
 平
均
余
命
が
男
性
の
 

そ
れ
よ
り
長
い
こ
と
を
前
提
と
し
て
推
論
す
る
限
り
、
 1
 に
そ
の
例
を
見
る
 ょ
 5
 に
老
女
の
参
加
が
抜
ん
出
る
 ，
 
」
と
を
一
般
論
と
し
て
 承
 

誌
 す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
そ
れ
以
上
に
女
性
 の
 参
加
が
一
般
に
著
し
い
と
は
判
定
し
が
た
い
の
で
あ
る
 。
も
し
宗
教
行
事
の
日
 

に
と
ら
れ
る
ハ
レ
の
食
物
の
調
製
を
も
っ
て
こ
の
行
事
 へ
 の
 参
加
と
み
る
な
ら
、
女
性
の
参
加
は
当
然
の
こ
と
な
 が
ら
一
段
と
大
き
い
 比
 

重
を
占
め
る
こ
と
に
な
る
。
も
と
、
ハ
レ
の
日
の
食
物
 の
 調
製
も
一
つ
の
宗
教
行
動
で
あ
っ
た
。
け
れ
ど
も
、
 そ
 れ
を
宗
教
行
動
に
含
め
 

る
こ
と
は
今
日
で
は
広
義
に
過
ぎ
る
の
で
、
神
仏
へ
の
 供
物
の
調
製
の
み
、
た
だ
し
日
常
的
な
そ
れ
を
も
含
め
て
 、
宗
教
行
動
と
み
た
。
 

し
か
る
に
日
常
的
な
供
物
調
製
は
記
帳
さ
れ
な
い
た
め
、
 そ
の
こ
と
に
よ
る
過
少
評
価
を
警
戒
し
つ
つ
も
、
女
性
 の
 参
加
が
と
く
に
著
し
 

い
と
い
え
な
い
と
結
論
せ
ざ
る
を
え
な
 い
 の
で
あ
る
。
 

本
稿
で
の
考
察
は
、
農
家
の
生
活
時
間
記
帳
を
基
本
 資
 料
 と
し
て
い
る
の
で
、
宗
教
行
動
を
宗
教
的
年
中
行
事
 へ
 の
 参
加
と
い
う
慣
行
 

面
 に
限
定
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
宗
教
 行
 動
を
儀
礼
遂
行
と
規
定
す
る
に
せ
 よ
 、
記
帳
か
ら
え
た
 知
 見
 を
も
っ
と
日
常
的
な
 

宗
教
行
動
に
か
ん
す
る
知
見
で
補
正
し
な
け
れ
ば
な
ら
 な
い
。
い
い
か
え
れ
ば
、
記
帳
の
よ
う
な
長
期
的
 準
 観
察
 の
 要
所
要
所
に
面
接
 と
 

直
接
観
察
を
有
機
的
に
結
び
っ
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
 本
稿
は
能
 う
 限
り
そ
の
努
力
を
積
み
重
ね
る
と
こ
ろ
に
 成
立
し
た
。
た
だ
、
 部
 

落
の
生
産
構
造
や
社
会
構
成
に
か
ん
す
る
独
立
の
節
を
 た
て
る
こ
と
を
割
愛
し
、
必
要
に
応
じ
て
言
及
す
る
に
 止
 め
て
い
る
の
は
、
専
ら
 

紙
幅
の
制
約
を
慮
っ
た
が
た
め
で
あ
る
。
 

 
 

老
人
は
ま
た
、
家
族
内
で
の
宗
教
的
し
つ
け
の
主
な
 担
 老
者
で
あ
る
。
そ
こ
で
老
人
の
い
な
い
一
夫
婦
世
帯
で
は
 、
宗
教
行
動
が
少
な
 

 
 

く
な
る
ば
か
り
か
、
幼
い
世
代
に
対
す
る
宗
教
的
し
つ
 け
も
行
な
わ
れ
が
た
く
な
っ
て
い
る
。
今
日
、
都
市
で
は
 別
居
独
立
に
よ
る
一
夫
（
 

に
よ
っ
て
 
、
 若
い
世
代
の
営
農
方
法
に
対
す
る
老
い
た
 

世
代
か
ら
の
過
度
の
干
渉
が
回
避
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
。
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農村における 宗 

（
 4
 ）
「
月
並
 カ
ソ
キ
 」
は
真
宗
部
落
に
お
け
る
「
 オ
ョ
リ
講
 」
 
に
 酷
似
し
て
い
る
。
「
 
オ
ョ
り
講
 
」
の
具
体
例
は
、
森
岡
㍉
 真
 宗
教
団
と
「
 家
 」
 制
 

度
 L
 （
 創
 支
社
、
昭
三
七
Ⅰ
一
二
一
 
0
7
 

一
 三
一
頁
を
参
照
せ
よ
 
 
 

 
 

（
 5
 ）
岡
田
 謙
 
・
神
谷
慶
治
共
編
コ
日
本
農
業
機
械
化
の
分
析
 
し
 、
 創
 支
社
、
昭
三
五
。
 

 
 

（
 6
 ）
森
岡
「
ブ
ド
ウ
 
作
 農
村
に
お
け
る
老
人
と
信
仰
」
日
日
本
 

老
年
医
学
会
雑
誌
 ヒ
 
一
巻
別
冊
（
昭
三
九
Ⅹ
 

一
 三
六
 @
 

一
 二
   

 
 
 
 

啓
一
「
出
羽
三
山
信
仰
と
老
年
層
」
 コ
 人
類
科
学
 L
 
一
一
（
昭
三
 
四
 Ⅰ
五
一
 Z
 
五
九
頁
。
 

数 行動と家族的地位 

付表 1  経営階級別 
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一
般
に
人
間
は
同
一
の
対
象
を
見
て
居
て
も
、
そ
の
印
象
 は
 夫
々
の
観
察
者
に
依
り
異
な
る
も
の
で
あ
る
。
此
の
 傾
向
は
実
践
哲
学
の
 

領
域
に
於
て
殊
に
顕
著
で
あ
る
。
経
典
の
解
釈
に
際
し
 て
も
、
単
な
る
表
面
的
な
文
字
解
釈
と
し
て
で
は
無
く
 、
 そ
の
本
質
を
如
何
に
 把
 

利
揖
 す
る
か
と
云
 う
 事
に
な
る
と
、
各
々
の
註
疏
者
の
 主
観
が
多
分
に
混
入
し
て
乗
る
。
そ
れ
故
、
経
典
の
客
 観
 約
説
明
 

抑
と
 宗
教
の
 

提
 
お
領
域
に
於
て
其
の
様
な
も
の
が
成
立
し
得
る
か
ど
う
 
か
 甚
だ
疑
問
で
あ
る
が
と
い
う
 よ
 り
は
、
逆
に
 、
 其
の
註
釈
の
中
に
自
己
の
宗
 

蝿
教
 体
験
に
基
づ
く
思
想
を
投
影
し
て
居
る
と
云
え
る
 。
宗
教
の
究
極
的
境
地
に
至
る
道
は
無
数
に
あ
る
と
 思
 わ
れ
る
の
で
、
一
概
匹
夫
々
 

 
 

の
 解
釈
の
正
否
を
問
 う
 必
要
は
無
い
が
、
同
一
経
典
に
 対
す
る
異
な
る
把
握
の
仕
方
の
因
っ
て
来
た
る
根
源
を
追
 及
 す
る
事
に
依
り
、
 却
 
55  (55) 

八
席
Ⅴ
 

 
 

 
 

 
 

?
 

目
次
Ⅰ
 

 
 

同
室
 窟
ヒ
 と
の
対
比
よ
り
見
た
孝
太
子
義
疏
 L
 の
特
色
 

諸
師
 と
の
対
比
よ
り
見
た
「
善
導
流
」
の
特
色
 

「
太
子
義
疏
 日
コ
 善
導
 琉
 b
 に
見
ら
れ
る
夫
人
観
の
特
徴
及
び
 そ
の
意
味
 

「
 勝
實
と
章
提
希
 」
 

正 

晴
 

彦
 

木
 



八
 註
疏
者
に
就
い
て
Ⅴ
 

1
.
 

太
子
は
「
和
国
の
教
主
」
と
云
わ
れ
、
善
導
は
「
 

独
明
仏
 正
意
」
と
讃
嘆
さ
れ
る
如
く
、
両
者
は
共
に
極
め
 て
 主
体
的
な
思
想
を
以
 

て
 鳴
る
一
流
の
仏
教
者
で
あ
り
、
生
存
中
の
み
な
ら
ず
、
 後
世
へ
の
影
響
も
非
常
に
大
な
る
も
の
が
あ
る
。
 

（
 
6
 ）
 

三
部
経
 中
 最
も
多
く
の
註
疏
を
有
し
、
浄
土
教
思
想
 発
 康
史
上
に
於
て
頗
る
重
要
な
立
場
に
あ
る
。
 

2
.
 
経
の
発
端
に
於
て
順
縁
、
逆
縁
の
相
違
が
あ
り
、
 

難
易
の
配
列
が
互
い
に
逆
に
な
っ
て
居
る
と
は
云
え
 、
 

公
 に
な
っ
て
居
る
。
 

3
.
 
そ
の
主
人
公
は
、
形
式
上
は
一
国
の
王
妃
と
し
て
 描
写
さ
れ
て
居
る
が
、
そ
の
個
人
的
事
情
を
超
え
て
、
 

 
 の
 衆
生
に
通
ず
る
問
題
が
扱
わ
れ
て
居
る
。
 

 
 

共
に
王
宮
の
女
性
が
主
人
 

 
 

実
際
に
は
全
女
性
、
凡
て
 

（
 
5
 ）
 

1
.
 
両
経
 共
に
広
く
人
口
に
 檜
象
 し
た
経
典
で
あ
る
。
「
 
勝
蔓
経
 」
の
諸
経
典
中
に
於
け
る
位
置
は
極
め
て
高
く
 、
 又
 
「
観
経
」
も
浄
土
 

入
観
と
善
導
の
葦
 提
希
 夫
人
観
は
後
者
に
相
当
す
る
と
 一
 
ム
 い
得
る
。
従
っ
て
筆
者
は
、
嘉
祥
と
の
対
比
よ
り
得
た
 太
子
 

特
色
と
、
 講
 師
と
の
対
比
よ
り
見
た
善
導
の
葦
 提
 帝
大
 入
観
と
の
二
重
の
比
較
を
試
み
た
訳
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
 夫
々
 

す
る
為
で
あ
る
。
 尚
 、
数
あ
る
経
典
中
か
ら
特
に
此
の
 一
 一
 
経
の
義
疏
を
取
出
し
、
且
つ
焦
点
を
太
子
、
善
導
の
夫
 入
観
 

は
 筆
者
な
り
の
理
由
が
あ
る
。
大
雑
把
に
列
挙
し
て
 見
 る
と
次
の
如
く
で
あ
る
。
 

八
 註
疏
の
対
象
と
な
っ
て
居
る
経
典
に
就
い
て
Ⅴ
 

0
 勝
豊
夫
人
観
の
 

の
特
色
を
明
確
に
 

に
限
定
し
た
の
に
 

（
 
2
 ）
 

 
 

記
 二
つ
の
視
点
よ
り
眺
め
る
と
極
め
て
興
味
深
い
。
「
 勝
 費
経
 」
に
対
す
る
 聖
 

（
 
4
 
寸
 
）
 

徳
 太
子
と
 

禅
の
見
方
、
（
 

3
 ）
及
び
「
観
経
」
に
対
す
る
 

嘉
 

善
 尊
と
浮
影
、
嘉
祥
、
天
台
の
見
方
は
前
者
の
場
合
で
あ
り
 、
ヌ
 、
太
子
の
勝
 婁
夫
 

る っ 

姿 て 勢 

  

  
明確化 々ある。 
さ 

  
る 

事 
ワ @ - 
な 
る 

他 
方、 

旦、 , 
な 
る 

経 
典 
の 

義 
疏 
で ・ 
あ 
  
て 

も、 

解 
釈 
の 

基 
本 
的 
熊 
度 

に相 

通 
ず 
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「 勝 糞と     章 堤君」 

然
し
 、
 此
の
両
疏
の
註
釈
態
度
に
は
、
基
本
的
に
相
通
 ず
る
も
の
が
見
ら
れ
る
。
 

は
 上
の
諸
点
か
ら
見
て
 、
 此
の
両
 疏
に
 現
わ
れ
た
夫
人
 像
を
比
較
検
討
す
る
事
は
、
充
分
に
意
義
あ
る
事
だ
と
 云
 い
 得
る
。
 

尚
 、
「
観
経
」
の
 サ
ソ
 ス
ク
リ
ッ
ト
原
典
は
現
存
し
な
 い
が
「
 勝
等
経
 」
に
は
梵
文
の
断
片
と
チ
ベ
ッ
ト
訳
が
 残
 っ
て
居
る
。
然
し
 、
 

太
子
の
義
疏
は
漢
訳
が
基
に
な
っ
て
居
る
事
は
明
白
で
 あ
り
、
且
つ
、
本
論
は
義
疏
の
方
に
重
点
を
置
い
た
 考
 察
 で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
等
 

は
 参
照
せ
ぬ
事
に
し
た
。
 

八
註
 Ⅴ
 

1
.
 勝
豊
 8
%
 ヨ
り
雨
 
（
 
昔
 ）
月
利
摩
羅
）
夫
人
は
舎
御
国
の
 

波
 斯
 医
王
 と
 末
利
夫
人
の
娘
に
し
て
、
 

阿
楡
闇
 国
友
 称
 王
の
妃
で
あ
 
る
と
さ
れ
て
居
る
が
、
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（
 
8
 ）
 

1
,
 
従
来
、
勝
 睾
 
・
 葦
提
希
 両
夫
人
を
対
比
し
た
例
は
 見
当
ら
ず
、
ま
し
て
太
子
と
善
導
の
義
疏
の
比
較
研
究
も
 為
さ
れ
て
居
な
い
。
 

大
法
師
と
云
わ
れ
る
浮
影
、
天
台
、
嘉
祥
 等
 の
講
師
 の
 そ
れ
と
の
間
に
は
際
立
っ
た
相
違
が
あ
る
。
 

2
.
 

太
子
の
義
疏
は
慧
慈
に
依
っ
て
朝
鮮
に
、
誠
明
、
 

得
清
 等
に
依
り
中
国
に
紹
介
さ
れ
、
唐
の
明
空
は
之
 

し
 、
「
義
疏
 私
妙
 」
六
巻
を
著
わ
し
た
。
善
導
流
の
未
詳
 は
 、
支
那
に
於
て
は
見
る
べ
き
成
果
は
殆
ん
ど
 無
 

後
の
宗
学
者
に
依
る
六
十
余
 種
 の
 末
註
 が
あ
る
。
 之
等
 は
 雨
疏
の
独
創
性
及
び
そ
の
影
響
力
の
大
な
る
事
を
 

八
具
 
他
 Ⅴ
 

に
 更
に
註
を
加
え
て
漢
訳
 

い
が
、
我
国
で
は
法
然
 以
 

物
語
る
も
の
で
あ
る
。
 

（
 
7
 ）
 

1
.
 
「
藤
蔓
 経
 」
と
「
観
経
」
に
は
共
に
多
く
の
 コ
メ
ソ
 
タ
リ
 ー
が
あ
り
、
就
中
、
太
子
の
疏
と
嘉
祥
の
疏
、
 
垂
 自
尊
の
 疏
と
 所
謂
 惰
 の
 三
 

2
.
 両
者
共
に
難
解
な
理
論
の
操
作
よ
り
も
、
仏
道
の
 実
践
に
重
点
を
置
い
て
居
る
。
 

3
.
 在
家
と
出
家
、
日
本
と
支
那
と
云
う
国
の
相
違
は
 あ
る
が
、
太
子
（
 五
セ
四
 2
 六
二
二
）
と
善
導
（
六
一
二
 一
 
!
 六
八
一
 

7
.
 

）
 

ほ
ぼ
同
時
代
の
人
で
あ
る
。
 

八
 註
疏
に
就
い
て
Ⅴ
 

も よ 

共 
Ⅴ "" """ 



8  7     2 4 3 

隔ゴ疏 

  

    
  

  
両 
経 
  
本 
質   
的 
対 

  

此 
    
  
無 
  が ィム 

。 言詞   切の中 、題に 道 間 を 

は 一 と 題 早 き 

にし 島ア ・ 卜 ら ぬ 偽が 作浄 て居 紀野     事 説影 訳 る 
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「 勝襄と章提希 」 

一 ま 「 ヰブ - 事 
対 仰 を 望 

徳人 する 椎体 信じ     嘉 世 て 子 そ 際 経 
し に 」 一は 人 暉 世間 生 の出 を以 は生   て は に 

0 世 て 宛宛 大 昔 れ 疏 、 単 は 

そ な 其   れ る の 
は 大 経 
例 人 頭   え 一 の   以 。 る 勝 ば 大 永 

監 庶生に丈 千 本 。 雙 流 の す 

降 人 ぬく の 応 北天 通分に 問題を （ ） 、 ェ 

る て 的   掩 韻 理 

で 場   下 然る を り。 我 婦 あ に 
@c  散種・ 得 る あ   

と る 

め よ ら 、 ・ゑ口 来一   と 亦は 4% 
（ 世世の ゐ吏 雰 
の のに 偶 

さ れ " は 女 " 意 数応あ る 
姿 

異形 ） に じ る 
Ⅴ ァ ヒ 

止 口 を 
同 受 な入 りする o ）。 物の て 太 は、黙 ま 

昔 け 願為念 ら   
事 にそ た わ に し ず 任蔽居 

の む 現 
怯 以 実 
輯局 て   の 

我 
さ を 「 凡 

宰我・ る   
れ無 ・季 子 

鞍 下 ケ @ ヒ   
の極謁 さ 見女 ・ か 近 

毛臣 る人 事な。 ・ す 存 
居 て   
る あ りと雄 を得し 舌口は 、 -@ ころ る あ   
処 と る あ 云 あ 
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1
.
 ㍉
 宝
窟
 し
と
の
対
比
よ
り
見
た
 司
 太
子
義
疏
 ヒ
の
 特
色
 



「
 
仏
 世
尊
は
現
前
に
証
 
卸
 す
と
雄
も
 
、
 而
も
諸
の
衆
生
は
 

善
根
微
弱
に
し
て
、
 

或
ま
 
ひ
 疑
網
を
起
さ
ん
。
」
 

-
l
 

）
Ⅰ
 

る
か
と
云
え
ば
、
決
し
て
そ
う
で
は
無
い
。
け
れ
ど
も
、
 十
 の
 大
 受
は
極
め
て
受
持
し
難
き
も
の
で
あ
る
か
ら
、
 

と
 自
答
し
て
居
ら
れ
る
。
無
智
な
る
女
人
で
あ
る
か
ら
 そ
の
志
も
低
く
 、
 従
っ
て
そ
の
結
果
得
る
処
の
も
の
も
 深
 遠
 な
ら
ざ
る
も
の
で
あ
 

「
是
を
以
て
第
三
に
誓
を
立
て
、
疑
を
断
じ
、
以
て
其
の
 

受
を
成
ず
。
」
（
 

0
 
l
 

）
 

と く ・ の と 態 と 
他
方
、
太
子
は
第
二
の
十
大
受
章
で
、
 

見
方
と
の
間
に
は
隔
り
が
あ
る
と
云
え
よ
 う
 。
 

度
の
違
い
に
由
来
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
嘉
祥
 は
他
 

大
同
小
異
で
あ
る
が
、
厳
密
に
見
て
行
く
と
、
両
者
の
 

し
て
天
人
を
一
般
の
「
愚
人
」
と
は
区
別
し
て
居
り
、
 

 
 

「
受
戒
既
に
寛
り
ぬ
れ
ば
、
即
ち
大
衆
疑
 う
 ら
く
、
 勝
豊
 

「
 又
 、
勝
 蔓
は
是
 、
聡
慧
の
人
、
凡
そ
得
る
処
の
事
、
審
 
の
 箇
処
に
於
て
も
此
の
句
を
引
用
し
 、
 

解
釈
に
は
微
妙
な
相
違
が
あ
り
、
実
は
そ
れ
が
後
に
触
れ
 

現
実
の
我
々
と
の
親
近
感
と
云
 う
 点
で
、
「
無
智
の
女
人
 

り
て
之
を
詳
か
に
す
。
愚
人
の
遇
え
ば
 
便
ち
 信
愛
 す
 

は
既
に
女
人
為
れ
ば
、
志
す
所
は
応
に
弱
か
る
べ
し
。
・
・
・
・
・
・
・
・
 

，
，
 ・
 

（
 
ハ
 
Ⅰ
）
 

る
に
同
じ
か
ら
ず
 （
 
ご
 
8
 ）
 

」
と
受
止
め
た
太
子
 

而
る
に
、
今
其
の
受
 

る
 様
に
、
根
本
的
な
 

る
 所
は
甚
だ
重
く
し
て
且
つ
遠
し
 、
 恐
ら
く
は
将
に
口
 ぅ
 と
こ
ろ
実
に
当
ら
ざ
ら
ん
か
と
。
」
 

自
ら
問
を
設
け
、
 

が 

勝   

    0 とほ聡慧 ろ事 字 
を第 不二 利 ・説 
        根 ・ に 

易   
歎ず 。 悟 。 

の 
  

  句 が ち ・令正 

し る 

る聴 芋 ， 之に 

を % リ 

  
  釈 

  
も、 

  
大 
乗 
法 
を 
恵 和 
  
  
き   

器 
  
已て 

  
目パ 
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「 勝實と   章提希 」
 

一
 浄
名
」
の
天
女
弁
じ
て
芽
子
を
屈
す
る
如
き
は
、
旧
に
多
く
 尾
入
 地
 

の
 法
身
な
り
と
云
え
り
。
今
、
勝
 婁
 の
 盛
 説
は
此
に
 塊
 じ
ず
。
 
 
 

 
 

-
5
 ）
 

る
 、
 是
八
 地
の
法
身
な
る
事
を
。
 

・
・
・
・
 

今
、
勝
質
は
既
に
是
法
身
の
大
士
、
感
に
随
っ
て
形
を
現
じ
 、
  
 

滴
っ
 て
 教
え
を
 演
ぶ
 

。
（
 

6
 
l
 ）
 

 
 

勝
 豊
の
本
は
是
不
可
思
議
な
り
。
但
し
 、
 

-
a
 ）
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次
に
勝
質
の
住
を
論
ず
。
有
人
言
 く 。
「
（
十
）
 地
経
 」
  
 

此
経
の
義
に
依
る
に
、
十
地
 己
 前
を
色
身
と
し
、
八
地
已
上
を
 法
身
と
 

 
 

為
 ず
と
。
則
ち
、
 
勝
 基
は
応
に
是
尺
地
已
上
の
法
身
な
る
べ
し
 。
 又
 、
 

の
玉
の
み
も
と
に
生
ま
れ
て
孝
養
の
道
を
尽
し
、
中
ご
ろ
は
 則
  
 

 
 

闇
の
友
称
の
夫
人
と
為
り
て
三
従
の
礼
を
顕
わ
し
、
終
に
は
Ⅲ
 ち
 影
響
 

の
釈
迦
と
共
に
 
摩
詞
荷
之
 迫
を
弘
む
。
（
 

7
 
1
 

）
 

 
 

夫
れ
 道
は
孤
 り
 運
ば
ず
、
之
を
弘
む
る
は
人
に
由
る
。
斯
に
 乃
 
ち
法
夫
 れ勝
範
は
本
は
是
不
可
思
議
な
り
。
何
ぞ
知
ら
ん
 如
来
の
分
身
、
 

 
 

 
 

身
の
大
士
、
質
を
女
形
に
託
し
、
迦
を
後
宮
に
隠
し
、
光
を
和
 ら
げ
て
或
は
是
 法
 雲
の
大
士
な
り
と
云
う
事
を
。
但
し
 、
遠
 く
楡
 闇
の
機
宜
を
 

 
 

 
 

 
 

照
 す
に
、
皮
質
を
以
て
化
を
為
す
。
所
以
に
 、
 
初
め
に
 は
 則
ち
 吉
衛
 国
 

 
 

と
の
心
配
が
あ
る
。
そ
こ
で
「
南
宋
天
花
。
 

出
妙
声
 二
日
ロ
」
 

に
 依
り
、
 

「
 
声
 あ
れ
ば
必
ず
言
あ
る
が
故
に
 、
 声
を
以
て
言
は
虚
に
 非
ず
と
証
し
、
 
花
 あ
れ
ば
必
ず
実
あ
る
が
故
に
 、
 花
を
 以
て
行
 

（
は
）
 

り
と
証
せ
り
。
」
 

と
 註
釈
さ
れ
て
、
そ
の
分
際
の
如
何
に
不
 拘
 、
願
 い
の
 如
く
な
る
事
を
力
説
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
嘉
祥
は
此
の
点
 に
 就
い
て
 

字
解
釈
に
止
ま
っ
て
居
り
、
少
し
前
の
箇
処
に
於
て
 、
 受
戒
が
単
に
一
時
的
な
も
の
で
は
無
く
 、
 永
く
持
続
す
る
 も
の
で
あ
 

の
み
で
あ
る
。
（
 

1
 
3
 ）
 

で
は
 、
何
故
に
斯
様
な
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
相
違
が
生
じ
た
 の
 た
 ろ
 う
か
 。
そ
れ
を
知
る
為
に
は
、
両
者
の
勝
豊
夫
人
 に
 対
す
 

の
 側
面
を
見
落
し
て
ほ
な
ら
な
い
。
詰
り
、
 

雨
 疏
共
に
 夫
人
に
関
し
て
二
重
の
見
解
を
持
っ
て
居
る
の
で
あ
る
。
 

は
 必
ず
 果
あ
 

は
 簡
単
な
文
 

る
と
述
べ
る
 

る
も
う
一
つ
 



之
は
 夫
人
に
対
す
る
両
者
の
基
本
的
態
度
を
示
す
も
の
 と
 云
え
 よ
う
 。
太
子
に
依
れ
ば
、
此
の
経
に
関
す
る
限
り
 、
夫
人
を
実
在
の
一
女
 

性
 と
解
す
べ
き
で
あ
る
が
、
元
来
は
如
来
の
分
身
で
あ
 り
 、
 法
 雲
の
大
士
で
あ
る
。
一
言
に
し
て
云
え
ば
「
本
足
 不
可
思
議
。
 但
述
在
セ
 

地
 」
と
云
 う
 事
に
な
る
。
之
を
も
 う
 少
し
具
体
的
に
 云
 ぅ
と
 以
下
の
如
く
で
あ
る
。
 十
 大
受
章
の
最
後
の
「
経
本
 忘
失
摂
受
正
法
」
の
 箇
 

処
に
、
 

 
 

「
既
に
摂
受
正
法
と
云
え
ば
 是
八
地
 以
上
の
行
な
り
、
 故
 に
他
 分
行
と
云
 う
 。
今
、
勝
肇
は
述
は
 セ
 地
に
在
り
、
 而
る
に
本
志
 と
 云
う
 

は
 、
 但
 尺
地
以
上
を
得
ん
と
 願
 5
 が
故
に
、
正
法
を
摂
 愛
 す
る
の
か
暫
く
も
 政
 て
忘
れ
ざ
る
に
て
 、
 自
ら
得
た
る
 を
 而
も
忘
れ
ず
と
 言
 

ハ
 
9
 
@
@
 

）
 

う
 に
は
 非
 ぎ
る
 也
 。
」
 

と
あ
る
。
彼
女
は
 セ
 地
の
菩
薩
で
あ
る
か
ら
、
八
地
 以
 上
 の
 待
 た
る
摂
受
正
法
を
現
実
に
は
実
行
し
得
な
い
。
 又
 出
来
る
力
が
無
 い
 訳
で
 

あ
る
。
然
し
彼
女
は
そ
れ
を
 得
 ん
と
願
 う
 か
ら
、
此
の
 心
を
暫
く
も
捨
て
ず
と
の
誓
を
立
て
た
の
だ
と
太
子
は
受
 取
っ
て
居
ら
れ
る
。
 裏
 

か
ら
云
え
ば
、
「
不
忠
」
と
あ
る
の
は
彼
女
が
実
際
に
は
 セ
 地
の
菩
薩
と
し
て
扱
わ
れ
て
居
る
事
の
証
拠
で
あ
っ
 て
 、
「
自
得
両
下
 志
 し
の
 

意
味
で
は
無
い
。
要
す
る
に
、
本
地
は
如
来
の
分
身
、
 法
 雲
の
大
士
で
あ
る
が
、
此
の
経
は
 セ
 地
の
菩
薩
た
る
 勝
 豊
の
立
場
か
ら
説
か
れ
 

た
も
の
だ
と
云
 う
 の
が
太
子
の
見
解
で
あ
る
。
 

他
方
、
嘉
祥
の
場
合
で
あ
る
が
、
彼
女
の
本
地
に
就
 い
 て
は
太
子
と
同
様
「
大
士
」
と
見
放
し
て
居
る
。
然
し
 
乍
ら
 、
 彼
は
「
十
地
 

経
 」
に
基
づ
い
て
「
 セ
 地
目
前
 為
 色
身
」
と
判
じ
、
 夫
 人
の
垂
 述
 に
就
い
て
は
「
 則
勝
婁
応
是
 八
把
已
上
法
身
」
 
と
 釈
す
る
の
で
あ
る
か
 

ら
 、
太
子
の
「
 但
述
 存
セ
 地
 」
と
の
間
に
は
大
き
な
 開
 ぎ
が
あ
る
。
嘉
祥
は
発
起
 序
に
 於
て
 、
 

「
 又
 、
我
は
以
て
其
の
肉
身
を
生
ず
、
復
仇
な
し
て
其
の
 

 
 

」
）
 
 
 
 
  
  
  
 

と
 註
釈
し
て
居
る
が
、
之
は
父
王
と
の
血
縁
関
係
を
示
し
 た
ま
で
で
あ
っ
て
、
「
色
身
」
と
同
義
で
は
無
い
。
「
 
法
 鼻
熊
 レ
像
 
。
 物
 康
則
 形
 。
 

冥
権
無
レ
謀
 
。
 動
 @
W
 

一
 
。
 事
 
ム
ス
」
（
 

2
 
 

上
 ）
。
 

で
あ
る
か
ら
、
 

勝
蔓
は
実
 在
 の
人
物
で
は
無
く
、
無
縁
な
る
法
身
が
衆
生
を
済
度
 せ
ん
が
為
に
 、
 仮
に
肉
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と
 。
一
方
、
 セ
地
 以
下
の
欲
た
る
「
 三
 欲
し
の
方
は
摂
 受
 正
法
、
大
乗
、
波
羅
蜜
の
三
行
を
得
ん
と
「
願
 う
 」
 心
 で
あ
り
、
 行
 そ
の
も
の
 

で
は
無
い
。
十
人
受
の
最
後
に
夫
人
が
「
摂
受
正
法
 終
 不
忘
失
」
と
誓
う
の
も
、
彼
女
が
 セ
 地
に
在
っ
て
実
際
に
 は
 之
を
実
行
し
て
 居
な
 

い
 か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
八
地
以
上
を
得
ん
と
欲
す
 る
の
で
あ
る
。
 セ
地
 と
八
 %
 と
 云
え
ば
形
の
上
で
は
単
な
 る
 一
段
階
の
差
で
あ
る
 

和
が
、
そ
の
内
容
に
は
右
に
述
べ
た
如
く
「
 
欲
 」
と
 
「
 行
 」
と
云
う
大
な
る
差
異
が
あ
る
。
従
っ
て
、
夫
人
の
 発
し
た
三
大
願
に
就
い
て
 太
 

蛾
 
子
は
 、
 

 
 

 
 

り
 。
而
る
に
請
願
を
摂
受
す
と
云
 う
は
 、
 此
 、
 但
 往
前
 の
 請
願
を
取
る
の
み
。
 八
 地
域
 

 
 

 
 

上
の
願
を
兼
ぬ
る
に
は
 非
 ざ
る
な
り
。
」
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@
 
生
穏
 
）
 

波
羅
蜜
と
は
、
皆
人
 地
 以
上
に
在
り
て
明
か
す
事
を
為
 す
な
り
。
」
 

鼻
 が
あ
る
か
の
如
く
に
出
現
し
た
に
過
ぎ
な
い
と
主
張
 す
る
。
確
か
に
「
霊
窟
」
の
説
は
、
従
来
の
経
文
解
釈
 の
 一
般
的
傾
向
か
ら
す
れ
 

ば
 穏
当
な
も
の
と
云
え
 よ
う
 。
然
し
太
子
に
し
て
見
れ
 ば
 、
嘉
祥
の
如
く
本
地
を
大
士
と
見
、
述
に
関
し
て
も
 尺
地
の
法
身
と
解
し
て
 て
 

（
 
羽
 ）
 

っ
 た
の
で
は
、
夫
人
は
我
々
と
は
全
く
縁
遠
い
存
在
と
な
 り
 、
一
体
何
の
為
 に
 
「
 託
質
 な
形
。
 隠
述
 後
宮
。
」
 し
 た
の
か
理
解
に
苦
し
む
 

訳
 で
あ
る
。
太
子
の
「
 但
遠
照
輸
闇
 亡
機
宜
。
 以
 文
質
 ゐ
化
」
（
 

り
 
。
）
羽
と
は
観
念
的
な
世
界
に
於
て
で
は
無
く
、
 

飽
迄
 も
 夫
人
を
歴
史
上
の
実
 

在
 人
物
と
し
て
把
握
さ
れ
た
結
果
で
あ
り
、
極
め
て
 人
 間
 的
で
此
の
経
の
読
者
に
親
し
み
を
起
さ
せ
る
。
こ
れ
は
 救
済
の
対
象
を
、
一
般
 

（
 
4
 
つ
 
4
 
）
 

の
 凡
夫
に
 迄
 広
げ
て
来
ら
れ
た
と
も
解
し
得
る
。
尤
も
 、
 「
 智
 鹿
論
」
に
依
れ
ば
「
大
地
鶏
肉
身
。
 セ
地
 已
上
 為
 法
身
。
」
で
あ
る
か
ら
、
 

セ
 地
で
も
法
身
と
見
 倣
す
事
は
 可
能
な
筈
で
あ
る
が
、
 太
 子
は
 セ
地
 と
八
地
の
間
に
は
厳
然
た
る
区
別
を
し
て
 居
 ら
れ
る
。
 

「
三
行
と
は
 是
八
地
 以
上
の
行
、
三
 欲
 と
ほ
 請
 く
 セ
地
以
 還
 の
 欲
 な
り
。
三
行
と
は
一
匹
は
摂
受
正
法
の
行
、
二
 
に
は
大
乗
の
行
 、
 

 
 

三
 に
ほ
波
羅
蜜
の
行
な
り
。
宅
地
以
還
も
大
乗
な
ら
ざ
 る
に
は
 非
 ざ
れ
ど
も
、
但
し
大
（
 乗
 ）
の
 義
未
 だ
 顕
 わ
な
 ら
ず
。
 

セ
地
 

は
還
も
亦
万
行
を
修
す
れ
ど
も
、
但
し
一
念
の
中
に
斉
・
・
・
・
・
・
・
・
 

し
き
 事
 能
わ
ず
。
故
に
 亦
 摂
受
の
名
を
得
ざ
る
な
り
、
 所
 は
に
 摂
受
と
大
乗
 と
 

 
 



と 上 に け 生 ょ と と 

述
べ
、
八
地
以
上
し
か
そ
の
名
に
値
し
な
い
と
繰
返
し
 強
 調
 さ
れ
る
。
若
し
 セ
地
 以
下
を
も
並
べ
取
っ
て
 、
 以
て
 

摂
受
正
法
と
為
せ
ば
、
 

「
 那
ぞ
 、
菩
薩
所
有
の
恒
沙
の
諸
 願
は
 、
一
切
首
一
の
 人
 願
の
中
に
入
る
を
所
謂
摂
受
正
法
な
り
、
 

と
云
 5
 事
を
 得
 ん
や
。
言
 う
 所
の
 

-
 
㏄
）
 

自
分
と
他
 分
 と
は
、
此
を
以
て
弁
ず
る
事
を
為
す
な
り
。
 

」
 

断
じ
て
居
ら
れ
る
。
太
子
に
於
け
る
 セ
地
 と
八
地
の
 
区
 分
は
誠
に
徹
底
し
て
居
る
。
些
か
 煩
隙
 に
な
る
が
、
主
な
 も
の
を
列
挙
し
て
 見
 

う
 。
 八
地
 以
上
の
摂
受
正
法
は
「
能
く
衆
生
の
貧
 大
な
蔭
 覆
し
、
・
・
・
・
・
・
衆
生
の
垢
 

異
な
洗
蕩
し
、
 

能
く
五
乗
 の
中
早
合
 

か
 Ⅰ
 
」
（
 

生
 
，
 
ク
 

Ⅰ
 
@
 
）
 ド
し
 
、
「
曲
木
 

（
㏄
）
 

を
荷
負
す
る
」
（
 

2
 
3
 
 

）
 
喜
重
槽
の
比
に
 云
 5
 が
如
く
、
衆
生
の
 為
に
 繭
蔵
 と
な
る
が
故
に
「
衆
生
 宝
 」
と
云
 う
 。
 セ
 地
域
 下
は
禾
だ
 変
易
を
受
 

（
 
5
 
コ
 
3
 
）
 

（
 
4
 
甘
り
 

）
 

ず
 、
又
、
分
段
と
も
名
づ
 け
 ぬ
が
、
八
地
以
上
は
「
 阿
 羅
漢
群
友
佑
」
と
 名
，
つ
 
げ
「
皆
是
を
変
易
の
生
死
」
と
 為
 す
 。
 又
 、
そ
の
理
由
 

（
 
二
 
3
 
U
 
）
 

就
い
て
如
来
蔵
章
に
於
て
次
の
如
く
云
う
。
即
ち
 、
変
 易
 、
分
段
の
生
死
を
照
 し
 得
る
の
は
「
無
為
の
人
」
で
あ
 る
が
、
之
は
八
地
域
 

-
7
 

Ⅰ
 
り
 
）
 

0
 人
に
の
み
名
づ
け
る
が
故
に
 セ
地
 以
下
と
は
区
別
す
べ
 ぎ
で
あ
る
と
。
二
乗
及
び
土
地
 は
 互
有
と
称
す
る
が
、
 
大
地
以
上
は
「
 五
無
 」
 

（
。
。
）
 

Ⅰ
 
り
 

名
 づ
け
る
。
最
後
の
如
来
真
子
 章
 に
は
「
 八
地
 以
上
は
 是
 、
大
乗
 道
 に
し
て
、
肩
と
 
順
 と
の
二
恩
 
は
是
 、
大
乗
の
 因
 な
り
。
」
と
あ
る
。
 

 
 

（
 ハ
 
2
 
Ⅰ
）
 

一
念
に
傭
に
修
す
る
に
 
形
 ぶ
る
が
故
に
…
・
・
・
」
 

 
 

 
 

「
摂
受
正
法
と
は
、
 

謂
く
 八
地
以
上
の
萬
行
の
中
の
一
行
 な
り
。
セ
地
以
還
も
亦
能
く
身
命
を
捨
つ
れ
 
ど
 も
 、
 
但
 尺
地
以
上
の
 

と 

を ・ 法 と 備 「 結 
得 ・ と 云 に 一 は れた すべ ず 。」（ 2 ） 7 称 うな 万行 往摂 

り を 受 の 

ら 

ナ ・ @ - 

法 

て 

  

  
に ㌔ ・ ざ ・初物   
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ヌ
 、
宅
地
以
前
を
色
身
、
八
地
以
上
を
法
身
と
見
 倣
す
 点
で
も
両
者
の
見
解
は
一
致
し
て
居
る
。
更
に
 、
 経
の
趣
 旨
か
ら
見
て
、
註
疏
者
 

が
 一
様
に
摂
受
正
法
を
強
調
す
る
の
も
至
極
当
然
で
あ
る
 。
そ
の
場
合
、
「
 宝
窟
 」
の
如
く
夫
人
を
八
地
の
法
身
 と
 為
す
の
で
あ
れ
ば
間
 

題
は
無
い
が
、
太
子
は
彼
女
を
 セ
 地
の
菩
薩
と
判
断
し
 て
 居
ら
れ
る
。
即
ち
、
摂
受
正
法
こ
そ
が
其
の
意
味
に
 於
 げ
る
大
乗
の
実
践
で
あ
 

り
 、
そ
れ
に
比
し
て
 セ
 地
道
の
 行
は
 
一
段
と
低
い
行
で
 あ
り
、
大
乗
の
意
義
が
充
分
で
無
い
事
を
認
め
つ
つ
も
、
 嘉
 禅
の
様
に
夫
人
を
権
 

化
の
聖
者
と
し
、
摂
受
正
法
 章
 以
前
の
十
人
愛
、
三
大
 願
 等
の
章
を
方
便
の
行
又
は
因
 門
と
 為
す
事
無
く
、
左
筆
 を
 
「
自
分
の
行
」
と
し
 

て
 把
握
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
夫
人
を
七
 地
 に
位
 置
 づ
け
る
事
に
依
っ
て
、
程
度
の
高
い
、
困
難
な
実
践
 
よ
り
も
、
我
々
に
身
近
 

な
、
 且
 つ
 実
行
可
能
な
修
行
法
を
明
示
さ
れ
た
の
だ
と
 思
 う
 。
冒
頭
に
触
れ
た
如
き
夫
人
に
対
す
る
叙
述
の
微
妙
 な
二
ュ
 
7
 
ノ
ン
ス
 ハ
り
相
ぬ
帝
痒
 

ね
は
、
 
実
は
右
の
様
な
基
本
的
な
態
度
の
違
い
に
 由
 来
し
て
居
た
の
で
あ
る
。
「
 勝
蔓
経
 」
と
云
え
ば
、
直
ち
 
に
 如
来
蔵
思
想
の
み
が
問
題
 

提
 

Ⅴ
さ
れ
 力
 ち
で
あ
る
が
、
同
時
に
十
人
愛
、
三
大
願
 章
の
 持
つ
重
要
性
を
も
見
落
し
て
は
な
る
ま
し
（
 1
 
）
㏄
。
 

章
こ
 

と
 

 
 

も
の
」
か
ら
離
れ
て
存
在
す
る
程
、
気
高
い
光
を
放
っ
 も
の
で
あ
る
。
然
し
 、
 斯
く
 

 
 
離
れ
た
理
想
と
現
実
の
間
に
如
何
に
し
て
橋
渡
し
を
す
 る
か
と
云
 
う
 方
法
の
問
題
を
抜
ぎ
に
し
て
は
、
理
想
は
単
 な
る
画
餅
に
終
っ
て
 子
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太
子
は
斯
く
迄
 
執
勒
に
セ
地
 と
八
地
の
間
を
区
別
さ
れ
 
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
意
図
は
奈
辺
に
存
す
る
の
で
あ
ろ
 

 
 

そ
れ
は
当
然
、
夫
人
色
身
 
説
 、
更
に
は
「
 勝
蔓
経
 」
 所
 説
の
対
象
の
問
題
と
関
係
し
て
来
る
。
此
の
経
の
前
王
 

早
の
区
分
の
仕
方
は
 

禅
 、
太
子
何
れ
の
場
合
に
も
第
四
の
摂
受
正
法
 

章
 が
分
 岐
 点
と
な
っ
て
居
る
。
 

五
来
の
三
章
は
 
、
 並
に
 是
 、
 地
 前
の
菩
薩
が
興
す
所
の
行
 

願
 、
世
 

今
 初
の
三
章
は
 
セ
 地
の
行
モ
明
か
す
が
ル
ト
・
 

@
 
口
 竹
村
と
云
う
 

セ弄 



2
.
 
「
 勝
豊
経
 」
洋
弓
ト
 ド
っ
 ・
 
0
 目
下
 

3
.
 嘉
祥
大
師
吉
蔵
 撰
 
「
 勝
豊
宝
窟
 
」
番
上
汁
田
ま
・
 
ゃ
に
 下
 @
 、
し
 

4
.
 聖
徳
皇
太
子
御
製
昭
和
会
本
「
 
勝
豊
 経
義
疏
」
法
隆
寺
 蔵
版
（
以
下
「
大
子
義
疏
し
と
略
す
）
正
丁
石
 

  
民 ・ 還   
皆 ・入木 

  
。 内 訳 
    

師 三一 勝豊 友 称 「 
釈 子 

藪巴 

  

  

片目 歳 已上。 ト   
  
以 や い 

夫ま 
乗 卜   

友 
  
大 

王 。 

亦 
  
  
大 
乗   

    
諸 
男 
子 
七 
歳 
  
上   

挙   

国   
人 ・ 

太
子
が
勝
豊
夫
人
を
凡
夫
と
秋
さ
れ
た
の
は
、
実
は
自
 身
の
事
で
あ
り
、
そ
の
凡
夫
な
る
自
覚
は
厳
し
い
修
行
と
 自
己
反
省
の
結
果
と
 

し
て
得
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
筆
者
は
太
子
の
仏
教
 理
解
に
於
け
る
此
の
現
実
性
が
勝
 蔓
 夫
人
 像
 に
投
影
さ
れ
 、
独
特
の
夫
人
観
を
生
 

ぜ
 し
め
た
の
だ
と
思
 う
 の
で
あ
る
。
 

八
註
 Ⅴ
 

（
 
伍
 ）
 

夫
 に
と
っ
て
最
高
度
に
し
て
且
つ
単
純
な
る
仏
道
実
践
 で
あ
る
と
解
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
 

れ
ば
理
解
の
如
何
に
不
 拘
 、
実
行
可
能
で
あ
る
。
そ
し
 て
そ
の
 善
 と
は
、
「
 一
 称
の
南
無
 ビ
 で
も
良
い
の
で
あ
る
 。
否
、
そ
れ
こ
そ
が
 凡
 

事
 に
な
る
と
、
難
解
な
理
論
の
習
熟
よ
り
も
善
の
実
践
 

@
 
」
そ
が
根
木
仁
な
㍉
・
Ⅹ
。
（
 

4
 ）
理
解
と
な
れ
ば
そ
れ
の
不
可
能
な
 

者
 も
あ
る
が
、
善
で
あ
 

ある であ @O 

  地の にし れた 誠心 の立 嘉祥 八 

か 在 評価に 愚 て 処 に 非望 場から に於て 

見られ であっ ると思 彼 必非 仏教を も同様 

    
を な理 処は 、 」 耳   
る 良 に   
  
に 遠 こ 

れ身   
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「 勝妾と章提希 」 

5
 
.
 
 

「
 宝
窟
 」
沖
田
 
の
 Ⅱ
 
D
.
o
 
弔
 

6
.
 同
右
 、
片
田
安
・
ワ
目
下
 

7
.
 
「
太
子
義
疏
し
四
丁
石
 

8
.
 
「
 宝
窟
 」
片
田
 
び
 ～
・
 ロ
 ・
）
 
ぃ
レ
 

9
.
 
「
太
子
義
疏
」
九
丁
 
左
 

Ⅲ
・
国
吉
 

Ⅱ
・
「
 勝
豊
経
 
」
沖
田
 
ト
ダ
ロ
 ・
 
め
ミ
 の
 

は
 ・
「
太
子
義
疏
」
十
四
丁
石
 

は
 ・
「
官
官
」
片
目
ま
・
 
づ
 ・
 
お
下
 

ス
 恐
物
詣
 勝
豊
是
 深
宮
 之
女
 。
一
時
 車
 

u
.
 

国
吉
、
片
田
ま
・
 

Q
.
o
 
巾
 

ち
 ・
 同
右
 、
井
田
ま
・
 
ロ
 ・
の
 
や
 

托
 ・
 同
右
 、
片
田
 
ま
 ・
 ロ
 ・
か
い
 

Ⅱ
・
「
太
子
義
疏
」
一
丁
石
 

㎎
・
阿
古
、
五
丁
 左
 

㎎
・
国
方
、
十
三
丁
 右
 

M
 
.
 
 

「
宝
冠
」
片
田
 

ひ
 ～
・
 

b
.
 

き
 。
 

ね
 ・
国
方
、
 
汁
 円
安
・
 づ
 ・
か
し
 
l
 の
 

%
.
 同
右
 、
沖
田
器
・
 
せ
 ・
 の
 し
 

ハ
 ・
「
太
子
義
疏
」
一
丁
 右
 

%
 
.
 
 
「
 宝
窟
 」
井
目
 び
づ
 
・
 づ
 ・
 び
や
 

お
 ・
「
太
子
講
 琉
 」
十
三
丁
石
 
尚
 、
 

笏
 ・
・
国
有
、
十
五
丁
石
 

折
 ，
国
吉
、
十
五
丁
 左
 

㎡
三
十
丁
石
 

  
f 波 猛 
左 羅 能 
蜜 受 
  
ノヘ 

地 
禾 -   

以 
  

上 
始 

  終 

属 
常 

す 持   
  
事 是 

  故   
      

  
十   
五   

T 能 

右 持 

  貝 『 

  是 

触 受   
  也 
  
居 
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「
観
経
」
は
そ
の
名
の
示
す
如
く
、
浄
土
を
観
ず
る
方
法
 

を
 指
示
し
た
経
典
で
あ
る
。
そ
し
て
、
地
論
宗
の
学
匠
 

浮
彫
 寿
 き
 ぼ
 胚
が
「
 観
 

蝸
 ・
玉
城
 康
 四
郎
「
太
子
仏
教
の
特
質
」
 

2
.
 
講
 師
と
の
対
比
よ
り
見
た
 
聖
徳
太
子
研
究
 
づ
 b
.
 
年
 @
 品
 

「
善
導
流
し
の
特
色
 

あ
 ，
阿
古
、
二
十
四
丁
 左
 

乃
 ・
何
方
、
二
十
八
丁
 右
 

㏄
・
国
有
、
十
五
丁
 左
 

㎝
・
国
吉
、
十
八
丁
 左
 f
 十
九
丁
 右
 

㏄
・
阿
古
、
二
十
 丁
左
 z
 二
十
二
丁
 左
 

㏄
・
阿
古
、
二
十
二
丁
 左
 !
 二
十
三
丁
 石
 

綴
 ・
 同
右
 、
三
十
六
丁
 左
 

㏄
・
阿
古
、
三
十
七
丁
石
 

㏄
・
阿
古
、
五
十
五
丁
 左
 !
 五
十
六
丁
 右
 

甜
 ・
国
有
、
五
十
六
丁
 右
 !
 
左
 

駆
 ・
 同
右
 、
六
十
九
丁
 左
 

㏄
・
「
 宝
窟
 」
沖
田
の
べ
・
 ロ
 ・
ま
し
・
 

如
 ・
「
太
子
義
疏
」
五
丁
 左
 ?
 
六
丁
石
 

蛆
 ・
平
川
 

彰
 
「
 勝
重
 経
義
疏
よ
り
見
た
十
大
麦
三
大
願
 と
如
 来
蔵
 」
 

勝
圏
 経
義
疏
論
集
 
毛
 ・
㏄
 @
P
 ）
 ト
 

蛇
 ・
「
太
子
義
疏
二
十
四
丁
 左
 

㎎
・
阿
古
、
九
丁
 左
 

何
 ，
阿
古
、
二
十
九
丁
 右
 !
 
三
十
下
方
 

 
 

解
是
乗
 

Ⅰ
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
，
 

2
 本
。
首
足
 乗
 二
木
。
 今
就
レ
 木
蔦
 レ
乗
 不
二
以
 レ
本
為
 乗
 。
何
列
道
石
二
通
・
不
通
一
。
 
若
以
レ
解
為
レ
乗
 。
副
乗
客
 不
レ
広
 。
善
郎
乃
至
一
杯
 

 
 
南
無
 無
レ
非
 ニ
足
善
一
。
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一
 為
す
 也
 。
 

- 勝 賈と章提 

之観 ・ 
を ィム， 
挙 る 

ぐ ・ T ） 主 

為す 

  
故 

こ、 @ 

小一 掃 
  

偏
に
観
無
量
寿
 と
 名
づ
く
る
や
。
 

 
 

故
に
、
心
地
拭
を
伸
す
る
を
以
て
 

能
く
浄
土
を
朋
ず
る
を
経
の
宗
と
 

（
 
7
 ）
 

希 」 

以 ・ べ第 

三こ て宗 し 。 @ 

息 ・             笘浄 

す 。 Ⅱ 此経 く 
      軽め 影 観 4 ム・ ・ 趣 宗 
何三 ・ を 
故昧 ・ 知 
に を・ る   
小 を 此 
を 体経 
以 と は   
貝 U        士 不 ・ 
ち ; と     : 浄 実 
，を 木目 

69 

為 す）に ? 物   
因 ・ 往 
生   
を 
勧 
  
  
左 
小小 

と 

し 為す。 亦 （ ） 9 、 、 
今 ,@ ニ @   
佑一 
    
  
を 
  
て 
田本 

と 

第
三
に
宗
の
体
を
弁
 ず
 。
宗
を
以
 

て
 体
と
為
し
、
体
を
以
て
宗
と
 為
 

す
 。
 宗
 、
体
異
 り
 無
し
。
 

三
に
 宗
旨
の
不
同
、
教
の
大
小
を
 

弁
 釈
す
と
は
…
・
・
・
・
・
・
今
、
 

止
 観
経
 

 
 

は
 即
ち
観
仏
 三
 珪
を
以
て
宗
と
 為
 

 
 

  

弄 - 

祥 

  

岳丈 口 

導 

  
  

無
量
寿
経
義
疏
」
二
巻
を
著
わ
し
て
以
来
、
現
在
 迄
に
 凡
そ
百
五
十
部
に
上
る
 

も
 浮
影
以
外
に
三
論
（
嘉
祥
）
、
天
台
（
 智
顎
 ）
、
浄
土
 （
 
道
紳
 、
 迦
曳
 ）
 等
、
 

各
々
の
受
取
り
方
は
必
ず
し
も
一
様
で
は
無
い
が
、
 之
 等
を
善
導
の
そ
れ
と
 比
 

 
 

具
体
的
に
そ
の
異
な
る
 

と
 思
う
。
 

 
 

と
し
て
描
か
れ
て
 居
 

な
る
と
共
に
、
装
飾
的
伝
説
も
相
当
数
混
入
し
た
と
 思
 わ
れ
る
が
、
兎
に
角
、
 

た
 浄
土
の
変
相
は
三
百
 鋪
に
 及
ん
だ
と
云
い
、
又
、
目
 を
 挙
げ
て
女
人
を
見
る
 

さ
な
か
っ
た
と
の
伝
え
は
、
善
導
を
知
る
上
で
重
要
な
 手
懸
り
と
な
る
も
の
で
 

生
者
と
し
て
の
彼
の
す
が
た
は
、
彼
自
身
の
聖
道
門
的
 修
行
と
は
余
り
に
も
 対
 

彼
の
章
 提
希
 夫
人
観
を
知
る
為
に
 、
 先
ず
「
観
経
」
の
 本
質
に
就
い
て
の
 見
 

へ
 
@
 
Ⅰ
）
 

註
釈
 書
 の
あ
る
事
は
前
掲
の
如
く
で
あ
る
。
善
導
以
前
 ケ
 
@
 "
 
一
 

種
々
の
立
場
か
ら
の
解
説
が
試
み
ら
れ
て
居
る
。
註
疏
 者
 

べ
て
見
る
と
、
以
上
の
諸
 師
 と
の
間
に
は
著
し
い
相
違
 が
、
 

点
を
例
示
し
、
そ
の
背
後
に
あ
る
意
図
を
探
っ
て
見
ょ
 ふ
ソ
 

る
 。
勿
論
、
後
代
に
至
っ
て
彼
に
関
す
る
記
述
が
 許
 し
  
 

平
生
常
に
乞
食
し
、
阿
弥
陀
経
を
写
す
 事
数
 万
巻
、
 描
  
 

事
無
く
 、
 心
に
名
利
の
念
を
絶
ち
、
 

ロ
に
 綺
語
戯
笑
を
 為
 

あ
ろ
う
。
然
し
、
「
観
経
」
の
註
釈
に
見
ら
れ
る
浄
土
 願
 

照
 的
で
あ
る
。
 

解
 を
ま
と
め
て
見
よ
う
。
 



ち
 
-
4
 

i
 
念
仏
三
昧
を
具
足
 

）
 
、
 
・
 

日
立
。
 

メ
り
 

す
る
事
を
 

一
切
仏
を
見
る
に
由
る
が
故
に
即
 
無
量
寿
仏
を
称
し
、
十
念
に
至
る
 

と
は
、
善
心
 柑
続
 し
て
、
十
念
に
 

至
る
。
或
は
一
念
成
就
し
て
、
即
 

ち
往
生
を
得
。
念
仏
は
罪
障
を
除
 

滅
す
る
を
以
て
の
故
に
 、
 即
ち
 忠
 

（
 
5
 
l
 
Ⅰ
 
）
 

仏
を
以
て
 
隣
縁
と
 為
す
 也
 。
 

念
仏
三
昧
に
二
種
あ
り
。
 

一
は
 通
、
 

ニ
は
 別
な
り
。
但
し
 、
 仏
を
念
ず
 

 
 

る
を
以
て
、
 
別
 念
仏
三
昧
 と
 名
づ
 

く
。
仏
国
土
の
樹
木
を
念
じ
、
乃
 

至
、
仏
を
念
ず
る
等
は
依
正
を
通
 

 
 

念
 す
れ
ば
通
念
仏
三
昧
 と
 名
づ
く
 

-
 
公
 
l
 
u
 ）
 

る
也
 。
 

何
を
以
て
か
、
仏
光
普
く
照
ら
す
 

に
、
 

唯
 念
仏
者
の
み
を
 摂
 ず
や
。
 

何
か
 意
 有
る
や
。
・
・
・
・
・
・
…
衆
生
行
 

  

を
起
し
て
、
口
に
常
に
仏
を
称
す
 

 
 
れ
ば
、
 
仏
 即
ち
之
を
聞
く
。
 

 
 

衆
生
称
念
す
れ
ば
、
即
ち
多
劫
 

の
 罪
を
除
く
。
 

ス
 、
此
経
   

「
正
し
く
念
仏
三
昧
の
功
能
超
絶
し
て
、
実
性
雑
善
に
て
 比
類
と
為
す
事
を
得
る
に
 非
 ざ
る
を
 顕
 わ
す
。
 

上
 来
、
定
散
市
門
立
 

-
@
 

㎏
）
 

益
を
説
く
と
雄
も
 、
 仏
の
木
 願
に
 望
む
れ
ば
、
意
は
衆
 主
 な
し
て
、
一
向
に
専
ら
弥
陀
の
仏
名
を
称
せ
し
む
る
に
 在
り
。
」
 

と
あ
る
如
く
、
結
局
は
口
称
念
仏
を
強
調
す
る
の
で
あ
 る
 。
此
の
事
は
必
然
的
に
「
念
仏
」
又
は
「
念
仏
三
昧
」
 の
 意
味
内
容
の
相
違
 と
 

な
っ
て
現
わ
れ
て
乗
る
。
 

（
Ⅱ
 

イ
 
）
 

「
此
経
の
定
散
の
文
中
に
、
 
唯
 、
専
ら
名
号
を
念
じ
て
 生
 ず
る
事
を
得
る
を
標
す
。
」
 

し
て
見
る
と
講
師
 に
 於
け
る
「
観
経
」
の
本
質
は
観
仏
 一
 
二
床
に
在
る
わ
け
で
あ
る
。
此
経
の
下
三
品
に
は
、
口
称
 念
仏
な
る
語
が
出
て
来
 

（
 
1
 
l
 ）
 

る
が
、
十
六
観
全
体
を
定
書
 観
 で
あ
る
と
 見
倣
す
講
 師
 に
 於
て
は
、
そ
れ
は
 定
 善
の
人
の
境
地
の
一
種
で
あ
る
と
 云
 う
 。
そ
れ
に
対
し
て
 

善
導
は
、
観
仏
と
念
仏
を
区
別
し
、
一
緒
南
宗
で
あ
る
 と
 云
い
乍
ら
も
、
 

（
Ⅱ
Ⅱ
 

し
 

に
 非
ず
。
 
乃
ち
、
 
仏
の
生
身
を
念
ず
。
何
と
な
れ
ば
、
 

正
 し
く
如
来
の
相
好
光
明
等
を
観
ず
る
が
故
地
。
」
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善
導
は
「
観
経
」
の
原
文
に
 

（
 
れ
 ）
 

 
 

ぬ
 

仏
骨
二
章
 提
挙
 。
 汝
是
 凡
夫
心
想
 南
劣
 。
 禾
 。
 得
 ，
天
眼
 -
 
。
 

%
 
 と
あ
る
の
に
注
目
し
て
「
夫
人
足
 凡
 非
 望
 」
と
断
じ
 、
聖
人
で
は
無
い
か
ら
こ
そ
仏
力
を
求
め
る
の
だ
と
 云
 ぅ
 。
彼
は
更
に
続
け
て
、
 

と
 
担
 

「
 此
 

、
如
来
、
夫
人
は
 是聖
 に
し
て
凡
に
非
ず
と
言
い
て
疑
い
 な
 起
す
に
由
る
 が
 故
に
 、
 即
ち
自
ら
怯
弱
を
 

r
 

生
じ
て
、
然
る
に
 葦
 提
は
現
に
是
菩
薩
な
り
、
仮
に
 凡
 身
を
示
す
、
我
等
罪
人
地
皮
す
る
に
由
無
し
、
と
云
わ
ん
 事
を
恐
る
な
り
。
 此
 
7t く 71) 

章 
提 
天 
人 
実 
ま ｜ 

大 ・ 
Ⅱ 圭 " 
戸 ・ 

（ なり。 ） 8 i 

  
卑提 

宇、 
  

ノ ー ㌧       
    
9" ) 玉 ） つ 』 @ 

い栢 （ 
） 当 
す 
  
筒 
  
  
見 
当 
  
な 

に ・ 正 
j ト ・ @ こ 
す ・ 、 
。 節夫 
） 人 
は 
是 
下し . 
4 こ   
し ・ 

て ・ 

聖 ・ 

浮彫 扱、 反 践たる 善導は の立場 る」事 

期 ロ 研 か で び   
基 弘 親 し と の 
本 の 仏 た 三 場   

  

で、   
彼 
等 はて「 「観経」立場を 金一の 1 
の 

葦提 

希 
夫 

  
を 

二 見・   其他 、 

" ロ @       造 
10 
参 

    

し 

よ 

ノい @@ 。   
-@- 

Ⅴ こ       
観ず な実 拘 、 」 宗 



地 薄 

無影 生 、 

天台は なりと   

  
  
失 例 

に 挙げ 入を几 

夫 て、 

姦夫 

々彼女 判 ると 

の得 起 し 
た 忍 
韮 の 

位 申導は なセ 

  
を又 

菩薩 は初 
修 地 
打 切 

に 五 往 の 
十 紀 

一し 階て 

位申 、居る。 
十 嘉 
信 禅 
位 も 

の 無 ヌ " 
生 セ 

慧
心
、
理
を
安
ず
る
を
無
生
忍
 と
 

名
づ
く
。
忍
は
具
し
て
 五
 あ
り
。
 

「
仁
王
経
」
に
説
く
が
如
し
。
 

一
 

 
 

は
是
 、
 伏
忍
 。
…
…
…
四
は
無
生
 

 
 忍
。
七
八
九
地
な
り
。
五
は
寂
滅
 

忍
 。
今
、
無
生
と
云
う
は
 

（
 
4
 
2
 ）
 

是
 第
四
門
な
り
。
 

  

な
り
。
 

 
 

即
ち
無
生
忍
を
得
。
 

是
 、 

 
 初
任
初
地
な
り
。
「
仁
王
経
」
に
 

五
 忍
を
説
く
。
 
一
は
伏
、
ニ
は
 
信
、
 

地 ・ 無   
無 ・ 生 ・ 
生         

  
知る 
べ       
し 父老 
0 ） @c 
此 
是 
ゼ ・ 

問
う
、
比
定
句
 地
 を
無
生
と
為
す
 

 
 

耶
 。
「
解
し
て
表
く
。
比
定
 セ
地
 

…
…
 @
 妓
の
喜
び
に
因
る
が
故
に
 

即
ち
無
生
忍
を
得
。
小
暮
 忍
 と
客
 

つ
け
、
不
情
 
思
と
 名
づ
け
、
不
信
 

忍
と
 名
づ
く
。
…
…
…
 此
 、
多
く
 

 
 

は
是
 、
十
億
 中
 の
 忍
 な
り
。
解
行
 

已
上
の
忍
に
は
 非
 ざ
る
 也
 -
7
 

。
 
2
 ）
 

「
 此
 、
夫
人
既
に
自
ら
障
り
深
く
し
て
宿
因
を
識
ら
ず
。
 令
兄
害
を
被
る
。
 
是
 、
横
に
来
る
と
謂
い
、
願
わ
く
ば
 仏
の
慈
悲
、
 
我
 

（
 
り
の
 

）
 

路
を
示
し
た
ま
え
と
い
う
こ
と
を
明
か
す
。
」
 

と
 述
べ
る
。
若
し
、
夫
人
を
諸
師
の
如
く
高
く
評
価
す
 れ
ば
、
聖
者
が
浄
土
往
生
を
願
 う
 結
果
と
な
り
、
そ
の
 様
 な
 事
は
道
理
上
 殆
 

あ
り
得
ぬ
許
り
か
、
「
観
経
」
の
説
法
が
凡
夫
か
ら
遠
く
 隔
っ
た
 処
へ
 行
っ
て
了
う
 事
 二
 %
 う
 迄
も
無
い
。
 

夫
人
が
凡
夫
で
あ
る
か
、
そ
れ
と
も
聖
者
で
あ
る
か
と
 一
 
ム
う
 問
題
は
、
そ
の
 得
益
 た
る
無
生
忍
位
の
判
定
の
柑
 違
 と
な
っ
て
 現
わ
 

居
る
。
 

に
 佳
 

ん
ど
 

れ
て
 

（
 
羽
 ）
 

の
 疑
い
を
断
ぜ
ん
が
為
の
故
に
 、
 汝
は
是
凡
夫
と
 云
 5
 車
 を
 明
か
す
 ピ
 

と
 付
加
え
て
居
る
。
右
の
如
 き
 誤
解
を
せ
ぬ
様
に
原
文
 の
 
「
心
想
 扁
劣
 」
の
語
が
あ
る
の
に
、
講
師
の
如
く
「
 章
 提
 夫
人
実
大
菩
薩
。
 
此
 

会
期
待
無
生
法
忍
。
」
と
解
し
た
の
で
は
経
の
文
意
に
適
 わ
な
く
な
る
と
考
え
る
。
故
に
、
善
導
は
厭
昔
縁
の
 釈
 に
 際
し
て
も
、
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浮
影
以
外
の
場
合
に
は
「
観
経
」
中
に
於
て
、
夫
人
が
 

廓
然
と
大
悟
し
て
無
生
忍
を
得
た
時
期
に
就
い
て
、
明
確
 

に
は
触
れ
て
居
な
い
。
 

そ
こ
で
、
一
応
原
文
の
前
後
関
係
か
ら
判
断
し
て
、
正
ゐ
 

本
分
か
ら
流
通
分
へ
の
移
行
箇
処
を
挙
げ
て
見
た
。
然
し
 

、
 此
の
問
題
に
関
し
て
 

講
 師
が
取
立
て
て
言
及
し
て
居
な
い
と
云
 

う
 事
が
 、
実
 は
 一
つ
の
態
度
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
「
観
経
」
下
々
 

品
 の
後
に
は
「
 
説
 果
鋭
 
叩
時
 
」
 

と
あ
る
の
で
、
こ
の
「
 
是
 」
は
叙
述
の
前
後
関
係
か
ら
 
し
て
、
十
六
観
全
部
を
聞
き
終
っ
た
時
、
即
ち
、
 

講
 師
、
 善
導
共
に
一
致
し
て
 
正
 

利
宗
分
の
終
り
 迄
 、
と
解
す
る
の
が
自
然
で
あ
り
、
 
そ
 の
 意
味
で
は
態
々
 
、
断
 わ
る
必
要
は
無
い
の
で
あ
る
。
 
然
る
に
善
導
は
、
「
 
説
是
語
 

 
 

の
に
注
目
し
、
夫
人
の
得
 
忍
は
第
セ
 華
座
観
の
始
め
に
、
 
仏
力
に
依
り
一
仏
 
二
 菩
薩
を
 

購
 
見
た
時
に
成
就
し
た
の
で
あ
る
が
、
実
は
そ
の
 

得
 益
は
正
宗
 分
 が
終
っ
た
後
に
記
さ
れ
て
居
る
の
だ
と
主
張
（
 

，
 
3
 
 

）
 

：
 

す
る
。
す
な
 ね
 ち
、
 

 
 

仏
骨
 ニ
 
阿
難
波
 葦
提
希
 -
 。
当
ま
 云
何
観
 手
無
量
寿
 
仁
政
二
菩
薩
 -
 
。
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忍
 で
あ
る
と
為
し
て
居
る
。
 

得
 忍
の
位
に
関
連
し
て
、
 
葦
提
希
が
 
「
観
経
」
の
何
処
 で
 無
生
忍
を
得
た
か
と
云
 う
 問
題
に
な
る
と
、
 
韮
 Ⅰ
導
の
意
 図
 が
解
釈
の
上
に
一
 

層
 明
確
に
現
わ
れ
て
乗
る
。
 

  

 
 

七
 %
 広
く
三
種
浄
業
十
六
玉
観
を
第
二
に
、
利
益
の
中
に
二
 
有
り
。
「
調
定
詰
侍
」
の
下
の
正
説
の
中
 

章
提
 の
 得
思
 は
 出
で
て
第
七
 観
の
 

 
 

教
う
 。
下
に
説
益
を
明
か
す
。
 

盆
 

初
め
に
夫
人
の
道
 悟
 撫
生
 を
 明
か
に
就
い
て
二
と
為
す
。
第
一
は
神
初
め
に
在
り
。
 

仏
身
及
び
 

は
 別
し
て
 三
 あ
り
。
 
一
は
章
提
及
す
 。
二
に
侍
女
の
発
心
を
 
明
か
通
の
輪
、
父
王
を
利
益
す
。
第
二
二
菩
薩
を
見
る
 事
を
得
て
 、
 心
に
 

び
 
（
 
興
 ）
五
百
の
侍
女
極
楽
 国
 の
 
-
 
@
 

尹
 
-
0
 

3
 
。
第
三
こ
流
通
も
が
 

）
 

：
 

ヮ
 ニ
 あ
り
。
は
説
法
の
輪
、
夫
人
を
利
益
す
。
歓
喜
を
生
じ
、
 

未
曾
有
な
り
と
 歎
 

仏
及
び
菩
薩
を
見
て
、
無
生
忍
を
 

正
 説
を
覚
る
。
 

下
 

じ
て
、
廓
然
と
し
て
大
悟
 し
て
、
 

の
六
段
は
第
三
に
流
通
な
り
。
（
 3
 
 

1
 ）
 
無
生
忍
を
得
。
 
是
 、
 光
台
  
 

得
 。
 

此
 ・
正
宗
 あ
 -
 
覚
る
。
 



  

  

  

  
事 ， l, 
を j 
明 ' ，   
す ⑬ ; 
。 ）   

  

  
  

  

上
 
「
日
 親
 ・
 
一
 よ
り
 下
 
「
雑
想
 観
 」
 

に
 至
る
 已
来
は
、
 
総
じ
て
世
尊
、
 

前
 の
 章
 捉
の
第
四
の
請
に
教
我
尽
 

桂
二
 %
 レ
 二
瓦
え
る
前
句
 て
醤
 え
し
 

す ㊥ 潅 
起 

し、 

説 
り Ⅰ 

て 
正 

受 
と 

為 

し 散 
羊口 

但の " 文 
是は 
4 ム ・ 都 
の ・ べ 
自 ・ て   
する なり。⑧） 処 
無 

思
惟
正
堂
の
市
門
を
分
別
す
。
一
 

 
 

に
 定
散
を
分
別
す
。
下
の
三
浄
業
 

は
散
心
の
思
量
に
し
て
、
名
づ
け
 

て
思
惟
と
云
う
。
十
六
の
正
観
の
 

説
は
、
玉
堂
 と
 為
す
。
第
二
に
 、
 

彼
の
十
六
観
中
に
就
い
て
義
に
随
 

っ
て
分
別
す
る
に
、
初
め
の
 

二
 想
 

の
 観
は
名
づ
け
て
思
惟
 と
日
う
 。
 

ぬ
額
 已
 後
の
十
四
種
観
は
定
に
依
 

此
経
 

（
 
肪
 ）
 

{
 
。
 

は
正
 

  

に
章
提
 希
の
為
に
説
 
思
惟
正
党
と
は
、
三
種
の
浄
業
は
 

之
、
散
心
の
思
量
に
し
て
名
づ
け
 

て
 思
惟
 と
 日
い
、
十
六
の
正
 親
の
 

（
 
W
 ）
 

説
は
正
 堂
と
名
づ
く
。
 

、
 ）
 

（
 栢
当
 す
る
箇
処
は
見
当
ら
な
 

 
 
な
り
。
・
・
・
・
・
・
…
問
う
て
日
く
。
 定
 

善
の
中
に
何
の
差
別
か
有
る
。
出
 

で
て
何
れ
の
文
に
か
在
る
。
答
え
 

て
日
く
。
何
れ
の
文
に
出
ず
と
 

は
、
経
に
教
 我
 思
惟
、
教
戒
玉
堂
 

と
言
う
、
即
ち
其
の
文
な
り
。
差
 

別
と
云
う
は
、
即
ち
二
義
有
り
。
 

一
に
は
思
惟
と
謂
い
、
二
に
は
 

正
 

堂
と
謂
う
な
り
。
三
諸
有
 

り
と
雄
も
、
唯
是
定
 
書
 の
み
。
 
ス
、
 

 
 

 
 

定
書
の
一
門
は
葦
提
の
請
を
致
 

 
 

し
 、
 

散
善
 の
一
門
は
是
仏
の
自
説
 

 
 

（
 
4
 
接
イ
 

）
 

の
 句
は
諸
 師
に
 於
て
、
第
七
 !
 十
六
観
に
至
る
十
の
観
 法
へ
の
導
入
部
で
あ
る
と
見
放
さ
れ
て
居
る
。
此
の
得
 忍
 ぬ
 0
 間
 頭
 、
及
び
先
に
 

挙
げ
た
 溶
忍
 の
 位
 、
 章
提
希
 凡
夫
 説
等
は
 、
「
観
経
」
の
 
我
々
へ
の
親
近
化
、
更
に
は
此
経
の
念
仏
主
意
 説
 の
 徹
 底
を
目
指
す
一
連
の
意
 

図
 に
基
づ
く
も
の
と
云
え
 よ
う
 。
故
に
、
夫
人
が
仏
陀
 に
 
「
我
我
思
惟
。
我
我
正
堂
。
」
と
請
 
う
た
 
一
句
に
端
を
 発
し
て
、
夫
人
と
「
 観
 

経
 」
の
関
係
に
就
い
て
各
義
疏
は
次
の
如
く
説
明
す
る
。
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陀
の
自
発
的
意
図
に
依
り
説
か
れ
た
も
の
だ
と
し
て
 居
 る
 。
之
は
「
観
経
」
が
 章
提
希
 夫
人
だ
け
の
為
に
説
か
れ
 た
の
か
、
そ
れ
と
も
、
 

其
位
の
一
般
者
を
も
予
想
し
た
も
の
か
と
云
 う
 問
題
で
 あ
る
。
筆
者
は
此
処
で
講
師
と
善
導
の
解
釈
の
是
非
を
問
 お
 う
 と
は
思
わ
な
い
。
 

そ
れ
よ
り
も
、
何
故
斯
か
る
見
解
を
取
っ
た
の
か
が
 問
 題
 に
さ
る
 べ
 ぎ
で
あ
る
。
善
導
の
意
図
は
、
観
仏
念
仏
の
 
一
 怪
雨
 宗
 た
る
事
を
認
 

（
Ⅰ
Ⅰ
）
 

4
 

め
つ
つ
も
、
最
後
に
は
「
 望
仏
 本
願
意
 在
 衆
生
一
向
卑
称
 弥
陀
仏
名
」
と
云
い
、
念
仏
を
勧
め
る
の
が
此
経
の
趣
 旨
 だ
と
 去
 り
に
あ
る
。
 

そ
し
て
、
念
仏
に
依
る
救
済
は
決
し
て
従
来
の
観
仏
等
 の
 行
に
劣
ら
ぬ
ど
こ
ろ
か
、
「
 但
是
仏
自
開
 」
と
述
べ
て
 

こ
れ
こ
そ
が
仏
陀
の
 

本
意
で
あ
っ
た
と
主
張
す
る
。
従
っ
て
 章
提
希
と
 云
う
 女
性
を
通
じ
て
、
実
は
凡
夫
一
般
の
為
に
説
か
れ
た
の
が
 
「
観
経
」
の
眼
目
で
あ
 

る
と
云
い
 度
 い
の
で
あ
る
。
玄
義
倉
で
は
「
世
尊
 定
為
凡
 夫
 不
為
聖
人
」
と
し
て
、
経
由
よ
り
千
箇
処
を
引
用
し
 て
 自
説
の
正
当
性
を
強
 

謝
 し
、
 

 
 

「
五
来
 十
 旬
の
不
同
あ
り
と
雄
も
、
如
来
此
の
十
六
観
法
 を
 説
く
は
 但
 、
 常
 没
の
衆
生
の
為
に
し
て
、
大
小
の
聖
 の
た
め
に
せ
ず
と
 云
 

（
 
4
 
4
 ）
 

ぅ
 こ
と
を
証
明
す
。
」
 

」
 

 
 

 
 

っ
て
了
う
。
「
観
無
量
寿
経
」
彼
等
が
そ
の
総
て
を
定
書
 

雙
と
 云
 う
 題
名
及
び
、
そ
の
大
半
を
占
め
る
内
容
か
ら
 す
れ
ば
、
後
者
の
方
が
穏
当
で
あ
る
事
は
云
 う
 迄
も
無
 @
.
 

Ⅴ
 

 
 

善
導
が
極
め
て
厳
格
改
修
行
者
で
あ
り
乍
ら
、
「
観
経
」
 の
 註
釈
に
見
ら
れ
る
。
態
度
が
そ
れ
と
対
称
的
で
あ
る
の
 
は
 興
味
深
い
事
で
あ
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（
 
り
 
4
 
4
 
）
 

様
の
主
張
は
欣
薄
縁
の
終
り
に
も
見
ら
れ
る
。
そ
の
 結
 果
敢
善
の
部
分
が
宙
に
浮
い
て
了
う
が
、
之
は
葦
 
提
の
 要
請
に
は
無
い
が
、
 
仏
 

講
 師
の
場
合
に
は
「
我
我
思
惟
」
は
敬
喜
 を
 、
「
我
我
 正
 受
 」
は
定
 書
 で
あ
る
と
為
す
ハ
陣
 
影
は
正
 受
を
更
に
思
 惟
 
（
第
一
、
第
二
親
）
 と
 

（
Ⅱ
Ⅱ
）
 

4
 

正
堂
（
第
三
 2
 第
十
六
観
）
と
に
分
 つ
 U
 。
そ
れ
に
対
し
 て
 善
導
は
、
玄
義
公
 に
 於
て
思
惟
を
観
の
前
方
便
、
 

正
 受
を
観
の
極
意
で
あ
る
 

（
 
虹
 ）
 

と
 為
し
、
「
 旧
 華
厳
経
」
を
証
拠
と
し
て
、
思
惟
正
堂
 共
 に
定
 善
を
意
味
し
、
夫
人
の
致
 請
 を
定
書
十
三
観
の
み
 に
 限
定
し
て
居
る
。
 
同
 



ば
そ
れ
迄
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
、
此
の
二
 つ
は
 元
来
去
 通
の
基
盤
に
立
つ
も
の
、
即
ち
、
強
烈
な
自
己
反
省
が
却
 っ
て
斯
か
る
註
釈
を
生
 

ん
だ
と
見
る
べ
ぎ
で
あ
ろ
う
。
 

八
註
 Ⅴ
 

1
.
 
「
 庁
 」
 註
 6
 参
照
 

2
.
 

此
の
場
 

ム
ロ
 
、
 道
悼
め
 
「
安
楽
集
」
及
び
 
迦
文
の
 
「
浄
土
論
 」
は
、
「
観
経
」
に
対
す
る
直
接
の
 コ
メ
ソ
 タ
リ
ー
で
は
無
い
 
の
で
除
外
す
る
。
 
善
 

導
は
 
「
安
楽
集
」
の
立
場
を
一
歩
進
め
た
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
 

基
点
で
は
相
違
 と
 云
 う
 よ
り
、
寧
ろ
共
通
し
て
居
る
事
は
云
 う
   

3
.
 

例
え
ば
 

「
 続
 高
僧
伝
」
第
二
十
 セ
 
片
目
 
き
 ・
 っ
 ・
の
ぎ
 
下
 、
「
往
生
西
方
 浄
土
瑞
応
仁
」
片
田
 簗
 ，
 づ
 ・
 P
 ま
い
て
の
、
「
浄
土
往
生
伝
」
 

巻
 中
井
田
 簗
 

ワ
コ
 の
 下
 l
 ロ
、
「
仏
祖
統
紀
」
 
巻
 二
十
六
、
二
十
 
セ
汁
 円
仁
 の
 ・
 
ロ
 ・
め
お
 
巨
 ?
 切
 ・
 づ
 ・
 
2
 つ
の
 
ロ
 、
「
新
修
往
生
伝
」
 
卍
続
蔵
二
 
、
 二
八
 ノ
二
 
「
 往
 

虫
巣
」
番
一
汁
日
日
・
 
ロ
 ・
 お
 0
.
 
 
等
 

4
.
 

浮
彫
 

寺
 慧
遠
 撰
 
「
観
無
量
寿
経
義
疏
」
（
以
下
「
浮
影
 
疏
 」
 と
 略
す
）
片
田
 
ま
 ・
 
っ
 ・
 P
 お
キ
 l
 の
 

5
.
 天
台
智
者
大
師
 撰
 
「
仏
説
観
無
量
寿
仏
経
 
疏
 」
（
以
下
「
 天
 ム
ロ
 
疏
 」
と
 略
 す
）
沖
田
 ひ
 ～
・
 

0
.
 

）
の
の
の
 

6
.
 同
右
 、
 
ワ
 ）
の
め
し
 

7
.
 

阿
古
、
 

ワ
ト
 の
の
の
 

8
.
 嘉
祥
大
師
吉
蔵
 撰
 
「
観
無
量
寿
経
義
疏
」
（
以
下
「
嘉
祥
 
疏
 」
と
略
す
）
片
田
ま
・
 

っ
 ・
 
0
 ㌍
の
 

9
.
 

善
導
 

撰
 
「
観
無
量
寿
仏
経
 
疏
 」
（
以
下
「
善
導
坑
」
と
略
す
 

）
沖
田
ま
・
 づ
 ・
 
0
 ミ
下
 

叩
 ・
「
嘉
祥
 疏
 」
片
田
 
び
づ
 
・
 づ
 ・
 
N
 の
の
し
 

Ⅱ
・
「
浮
影
 疏
 」
片
田
 
の
づ
 
・
 ヮ
 ・
）
 
づ
の
ロ
 
・
「
 @
 ム
ロ
 
疏
 」
沖
田
 ま
 ・
 D
.
 

）
三
レ
・
「
嘉
祥
 

疏
 」
沖
田
器
・
 っ
 ・
 N
 生
口
 -
0
 
金
巾
 ?
  
 

は
 ・
「
善
導
坑
し
汁
田
ま
・
 
ロ
 ・
め
お
 
臣
 

H
.
 同
右
 、
片
田
ま
・
 
づ
 ・
 
0
 ま
下
 

Ⅱ
・
「
浮
彫
 疏
 」
片
目
 ま
 ・
 
っ
 ・
）
 
き
の
 

巧
 ・
「
天
台
所
」
片
田
 ひ
づ
 
・
 づ
 ・
 P
 の
 ト
め
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る
 。
之
を
人
間
の
持
つ
二
面
性
、
即
ち
自
己
自
身
の
実
 

践
と
 、
凡
夫
一
般
を
念
頭
に
置
い
た
場
合
の
理
論
の
相
違
 

で
あ
る
と
云
っ
て
了
え
 6
 



㎎
・
「
 肺
祥
疏
 」
 

汁
卸
び
 ～
・
 
づ
 ・
 0
 か
 い
 の
 

W
.
 
「
善
導
坑
」
片
田
 
ひ
 ～
・
 
づ
 ・
 0
 の
の
 
下
 

M
.
 

「
浮
影
 

琉
 」
片
目
 
ミ
 ・
 b
.
 
）
 お
巨
 

㎎
・
「
 天
 ム
ロ
 
疏
 」
片
田
 
ま
 ・
 づ
 ・
）
三
口
 

㏄
・
「
善
導
坑
」
 

汁
 早
ま
・
 っ
 ・
 
2
6
0
c
 

れ
 ・
「
観
経
」
沖
田
）
 0
.
 
ロ
 ・
 び
 p
P
O
 

盤
 ・
「
善
導
坑
」
井
田
ま
・
 
D
.
 
め
 目
の
 

井
田
器
 も
 ・
 
0
 寒
の
 

㌍
・
同
宿
、
 

舛
 ・
「
浮
彫
 疏
 」
片
田
 
ま
 ・
 
ロ
 ・
 P
 づ
 の
中
 

あ
 ・
「
 天
 ム
ロ
 
疏
 」
沖
田
の
べ
・
 
ロ
 ・
 P
 の
Ⅰ
㏄
 

n
o
.
 

「
嘉
祥
 

疏
 」
片
田
ま
・
 ロ
 ・
 
2
 駐
の
 

W
.
 
「
善
導
坑
」
片
田
 
ま
 ・
 
ロ
 ・
 0
 き
の
 

0
0
.
 

「
仁
王
般
若
経
」
羅
什
 

訳
 
片
田
 
め
 ・
Ⅰ
・
の
ま
し
・
不
空
調
 井
田
 
の
 ・
 
b
.
 
め
 の
め
 
巾
 

㏄
・
「
浮
影
 疏
 」
片
目
 の
 ～
・
 
づ
 ・
 P
 の
の
中
 

㏄
・
「
 天
 4
 口
 疏
 」
片
田
 め
 ～
・
 
セ
 ・
）
め
か
し
 

m
 
.
 
 

「
嘉
祥
 

疏
 」
沖
田
 び
 ～
・
 
せ
 ・
 N
p
O
 
い
 

<
z
.
 「
善
導
坑
」
井
田
 
ひ
 ～
・
 
づ
 ・
 ぎ
卜
 し
 

㏄
・
「
観
経
」
片
田
）
 2.
 

や
・
め
や
 

2
c
 

目
 ・
「
浮
影
 疏
 」
沖
田
 ま
 ・
 づ
 ・
 ド
さ
 。
 

」
 

四
国
二
具
ま
里
如
来
持
説
二
役
 十
 観
法
㍉
 

㏄
・
「
浮
彫
 疏
 」
片
田
 
ま
 ・
 
ロ
 ・
 P
 お
か
 

後
干
 観
 中
文
別
言
 レ
四
 

嘉
祥
に
は
之
に
就
い
て
 訣
定
 的
な
箇
処
は
余
り
無
い
が
、
強
い
 

第
四
仏
 告
下
 。
 酬
レ
請
 広
明
二
仏
身
一
。
五
種
観
閲
。
第
一
 

「
 天
 ム
ロ
 
疏
 」
井
田
 
び
べ
 
・
 ロ
 ・
）
の
 

り
下
 

て
 挙
げ
れ
ば
「
嘉
祥
 疏
 」
沖
田
ま
・
 ゃ
 ・
 ミ
 い
け
 

観
 華
座
。
 

希
 
報
 
と
 
重
 
勝
 
r
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3
.
 司
 太
子
義
疏
 快
 
㍉
善
導
暁
日
に
見
ら
れ
る
 夫
 入
観
の
特
徴
 及
ぴ
 そ
の
意
味
 

-
 
Ⅰ
 
l
 
）
 

我
国
の
仏
教
思
想
史
上
に
於
て
、
女
人
往
生
の
問
題
が
 本
格
的
に
論
じ
ら
れ
る
様
に
な
っ
た
の
ほ
、
聖
徳
太
子
 よ
り
ず
っ
と
後
の
法
然
 

の
頃
か
ら
で
あ
ろ
う
。
英
俊
道
元
、
（
 

2
 ）
日
蓮
を
始
め
と
し
（
 

3
 ）
 

て
 、
慈
円
、
高
網
、
叡
尊
等
、
鎌
倉
時
代
以
後
の
仏
教
に
 於
て
は
概
し
て
女
性
の
 

成
仏
が
認
め
ら
れ
て
居
た
と
云
え
 よ
う
 

。
（
 

4
 ）
然
し
、
そ
れ
 以
前
の
一
般
的
傾
向
と
し
て
は
、
 屡
 々
云
わ
れ
る
様
に
 
"
H
 
目
安
目
 い
 
ざ
 ぎ
ビ
 （
 
が
 

ォ
ヨ
 
a
c
a
 

（
 
ぢ
 お
約
，
或
い
は
「
大
潟
梵
行
 
垢
亦
悩
害
 世
間
 」
、
「
女
人
梵
行
 
垢
 、
友
則
累
世
間
」
と
云
っ
た
具
合
 で
、
女
性
に
対
す
る
評
価
 

は
 必
ず
し
も
充
分
で
あ
っ
た
と
は
云
え
な
い
。
そ
し
て
、
（
 

5
 ）
 

仏
教
に
於
け
る
女
人
成
仏
の
典
型
は
「
変
成
男
子
」
と
 云
う
形
で
代
表
さ
れ
て
 

 
 

居
る
。
例
え
ば
「
大
 岳
 般
若
経
」
に
は
恒
河
提
婆
（
の
が
 
紺
注
の
ゑ
 サ
ブ
の
 

め
ぎ
 Ⅱ
 苑
河
 天
女
）
に
関
し
て
「
息
女
人
 畢
 二
女
 
身
一
受
 二
男
子
形
 -
 
。
 

当
 。
 
生
 二
河
 閑
仏
阿
稗
羅
提
 国
土
 -
 
。
」
（
 

6
 ）
な
る
一
節
が
あ
る
。
 従
っ
て
、
女
人
も
確
か
に
往
生
を
認
め
ら
れ
て
居
る
が
 、
女
性
そ
の
 儲
 と
し
て
 

の
 成
仏
で
は
無
く
、
 改
 転
成
仏
の
形
に
依
り
間
接
的
に
 の
み
往
生
を
認
め
ら
れ
て
居
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
「
 
般
若
経
」
の
そ
れ
よ
り
 

は
、
 之
を
受
継
い
だ
 其
 後
の
大
乗
経
典
、
就
中
「
法
華
 経
円
 「
大
集
経
」
に
見
ら
れ
る
例
の
方
が
一
般
に
は
広
く
 知
ら
れ
て
居
る
。
処
で
 

㏄
・
岡
君
・
片
田
ぎ
・
 
ロ
 ・
）
 
き
巨
 

r
f
.
 
「
天
台
 琉
 」
沖
田
 
の
 ～
・
ロ
メ
の
ト
下
 

0
0
 
・
「
善
導
流
」
沖
田
 ま
 ・
 
ロ
 ・
 
2
4
 
～
 再
と
り
 

n
n
.
 
 

同
右
 、
片
目
ま
・
 づ
 ・
 
0
 ヨ
レ
 

何
 ・
 同
右
 、
 
汁
 早
ま
・
 づ
 ・
 
N
 三
口
 !
 の
 

，
 
4
 
9
.
 「
 旧
 華
厳
経
」
十
一
、
十
打
見
井
田
 

の
 ・
 
ロ
 ・
 p
 稽
 n
.
 痒
 p
 尚
 、
此
の
箇
処
に
就
い
て
は
後
代
の
末
註
の
意
見
が
種
々
に
 分
れ
て
居
る
。
 

め
 ・
「
善
導
流
」
片
田
 ま
 ・
 
ロ
，
 
0
 
の
の
 
己
 

め
 ・
阿
古
、
片
田
ミ
・
 
っ
 ・
 
0
 ま
下
 

何
 ・
 同
右
 、
 
汁
 Ⅲ
 ミ
 ・
 っ
 ・
 N
 
お
し
 

?
0
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る
と
云
 う
 事
は
 、
 決
し
て
女
人
不
往
生
を
意
味
す
る
も
 の
で
は
無
く
 、
 主
と
し
て
男
子
修
行
僧
に
と
っ
て
の
問
題
 で
あ
り
、
寧
ろ
、
社
会
 

的
に
見
て
も
男
性
に
比
し
て
消
極
的
で
発
心
に
於
て
 遅
 れ
を
と
り
が
ち
で
あ
る
の
を
戒
め
、
発
奮
せ
し
め
 
ん
と
 の
 意
図
に
も
解
さ
れ
 
得
 

利
る
 。
従
っ
て
 、
之
 と
は
別
に
、
理
想
的
女
性
像
が
 仏
 教
 思
想
の
中
で
描
か
れ
続
け
て
居
た
の
で
あ
ろ
う
。
 

提
章
扱
 、
右
に
太
子
の
勝
 蔓
 夫
人
 像
 と
善
導
の
葦
 提
 希
 夫
人
傑
 を
、
 他
の
義
疏
と
対
比
し
っ
 っ
 概
観
し
、
そ
の
 都
度
若
干
の
説
明
を
加
え
て
 

 
 

と
 
腱
 
来
た
の
で
あ
る
。
以
下
で
は
簡
単
に
そ
の
特
徴
を
 整
理
し
て
見
よ
う
。
太
子
、
善
導
の
両
流
 に
 共
通
し
て
 一
 
ム
い
 得
る
事
は
 、
 先
ず
理
想
と
 

「
・
・
・
・
・
現
実
の
調
和
と
云
 

う
 事
で
あ
ろ
う
。
太
子
は
高
遠
 
な
 理
想
を
自
ら
求
め
つ
つ
、
実
は
大
衆
と
共
に
追
及
せ
ん
 と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
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民
衆
の
間
に
広
く
行
き
渡
っ
た
事
も
あ
っ
て
 、
 特
に
有
 名
 で
あ
る
。
女
性
と
し
て
の
斯
か
る
理
想
像
は
突
然
に
 
出
現
し
た
も
の
で
は
 無
 

@
 
几
 
l
 
Ⅱ
）
 

く
 、
原
始
仏
教
以
来
の
理
想
的
女
性
観
を
承
け
て
、
 後
 の
大
乗
仏
教
に
於
て
成
立
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
 女
 性
は
梵
行
の
障
り
で
あ
 

を
 積
ん
で
成
道
し
 
、
 多
く
の
衆
生
を
済
度
し
た
女
性
も
 

少
な
か
ら
ず
あ
っ
て
、
そ
の
事
蹟
は
経
典
中
に
 

厘
 々
 見
 ら
れ
る
。
「
 
勝
蔓
経
 」
 や
 

「
観
経
」
の
他
に
も
「
宝
積
 

経
 」
の
 舎
摩
 天
人
や
、
「
 
月
 上
女
 経
 」
に
見
ら
れ
る
月
上
女
等
が
数
え
ら
れ
よ
 

う
 。
 此
 ぬ
で
取
 挙
げ
た
 勝
蔓
 ，
 

章
提
希
 両
夫
人
は
、
太
子
の
三
経
義
疏
に
於
て
註
解
さ
 

ね
 、
或
い
は
善
導
 疏
が
 帰
依
善
導
（
法
然
）
、
善
導
 
独
 明
 （
親
鸞
）
と
云
う
形
で
 

にて あ あ 立い さ 。 生か 悉 らの 此 
様
に
浄
土
に
於
て
は
女
性
が
男
性
に
生
れ
変
っ
て
了
う
 、
 と
 云
 う
 発
想
の
起
原
は
決
し
て
仏
教
独
特
の
も
の
で
は
 無
く
、
先
行
思
想
 

（
 
8
 ）
 

の
影
響
と
思
わ
れ
る
が
、
 

-
7
 
）
兎
に
角
、
女
人
成
仏
と
云
う
 場
 合
 に
は
、
仏
教
で
は
転
女
成
男
の
思
想
が
主
流
を
為
し
 て
 居
る
。
一
切
衆
 

有
 仏
性
の
建
前
か
ら
す
れ
ば
、
男
女
の
別
を
問
わ
ず
、
 如
何
な
る
罪
過
を
重
ね
た
と
し
て
も
、
そ
の
仏
性
が
失
わ
 れ
て
了
う
筈
は
無
 

に
も
 不
拘
 、
「
大
無
量
寿
経
」
の
四
十
八
願
 中
 、
第
三
十
 五
番
目
に
態
々
女
人
往
生
（
法
然
）
又
は
女
人
成
仏
（
 
親
鸞
）
の
願
が
 別
 

れ
て
居
る
事
の
理
由
に
就
い
て
、
浄
土
教
で
は
二
説
を
 挙
げ
、
第
一
に
は
既
に
十
八
願
で
男
女
老
少
の
凡
ゆ
る
 衆
 生
を
救
う
と
誓
っ
 

る
が
、
女
人
は
本
性
上
疑
い
深
い
か
ら
別
願
を
設
け
て
、
 そ
の
疑
心
を
除
こ
ら
と
し
、
第
二
に
は
親
鸞
の
浄
土
 和
 讃
 「
大
経
の
意
」
 

（
 
9
 ）
 

る
 如
く
、
弥
陀
の
大
悲
の
深
き
 事
 、
仏
智
不
思
議
を
示
 さ
ん
と
し
て
、
特
に
此
の
願
を
別
出
し
た
と
云
う
。
従
っ
 て
 、
充
分
な
修
行
 



為
に
、
第
八
地
や
摂
受
正
法
の
註
解
に
当
っ
て
は
並
々
 な
ら
ぬ
意
欲
が
窺
わ
れ
る
が
、
同
時
に
経
典
の
内
容
把
握
 に
 際
し
て
は
、
全
般
的
 

に
 努
め
て
平
易
に
し
て
、
一
般
の
凡
夫
に
 迄
 実
践
の
可
能
 性
を
広
げ
ん
と
し
て
居
ら
れ
る
。
 勝
婁
を
 八
地
に
位
置
 つ
け
れ
ば
、
十
人
愛
 や
 

三
大
願
の
如
 き
 摂
受
正
法
の
前
方
便
的
な
行
を
「
自
分
 0
 行
」
と
判
ず
る
必
要
は
無
か
っ
た
で
あ
ろ
う
ー
。
 

（
ー
）
 

O
 又
、
 仝
 
手
提
 希
が
 凡
夫
で
無
い
と
 

し
た
ら
、
 得
忍
 の
位
や
時
期
に
関
し
て
善
導
が
敢
え
て
 蛙
 理
 な
解
釈
を
施
す
必
要
は
無
か
っ
た
筈
で
あ
る
。
 勝
蔓
 は
 摂
受
正
法
を
得
ん
と
 

願
 い
 、
 葦
提
 希
も
思
惟
正
堂
 を
 請
 う
 。
「
思
惟
正
 受
 」
と
 云
え
ば
「
観
経
」
の
中
心
課
題
で
あ
る
。
善
導
の
説
に
 
依
れ
ば
 章
提
 希
の
場
合
 

に
は
之
を
実
現
出
来
る
が
、
大
衆
的
実
践
を
念
頭
に
置
 く
 彼
は
そ
の
代
り
に
、
仏
陀
の
真
の
目
標
は
実
は
称
名
 
念
仏
で
あ
る
と
断
定
す
 

る
 。
太
子
に
於
け
る
最
高
度
に
し
て
単
純
な
る
「
一
桁
 の
 南
無
」
と
、
善
導
の
「
観
経
」
下
々
 品
 親
に
於
け
る
 
「
 忽
 通
三
往
生
善
知
識
 
急
 

勘
事
 称
 三
役
仏
名
 -
 。
一
念
 傾レ
 心
太
ニ
室
 
蓮
 -
 
。
」
の
 間
 に
は
著
る
し
い
類
似
が
認
め
ら
れ
る
。
彼
等
に
し
て
 見
れ
ば
、
そ
 う
 せ
ね
ば
 

-
 
ほ
 ）
 

「
 勝
蔓
経
 」
及
び
そ
の
主
人
公
は
現
実
か
ら
遠
く
離
れ
た
 単
な
る
理
想
的
な
物
語
に
終
っ
て
 了
う
し
 、
「
観
経
」
は
 経
題
の
示
す
如
く
 、
定
 

善
 観
法
を
説
く
難
解
な
経
典
と
な
っ
て
 て
牝
 
。
（
 

，
 ）
そ
れ
で
 は
 未
来
世
の
一
切
衆
生
ど
こ
ろ
で
は
無
い
。
 勝
髪
 、
葦
 提
 希
と
 云
 う
 夫
人
を
通
じ
 

て
、
 然
も
彼
女
等
を
一
般
の
衆
生
と
交
わ
ぬ
身
近
な
女
 性
 と
し
て
受
取
っ
た
結
果
、
凡
て
の
人
に
救
済
の
門
戸
を
 開
い
た
わ
け
で
あ
る
。
 

斯
様
な
見
解
が
如
何
に
し
て
生
じ
た
か
と
云
え
ば
、
 そ
 れ
は
既
述
の
様
に
太
子
に
於
け
る
「
 共
是
 凡
夫
 耳
 」
、
 蓋
 ロ
 
導
の
厳
し
い
修
行
と
 

自
己
反
省
に
基
づ
く
凡
夫
の
自
覚
の
結
果
で
あ
ろ
う
と
 推
察
さ
れ
る
。
し
て
見
る
と
、
此
の
両
者
に
於
け
る
「
 大
 衆
 」
と
は
他
人
事
で
は
 

無
く
、
自
己
自
身
を
も
含
み
、
極
言
す
れ
ば
自
分
の
事
 で
あ
っ
た
と
云
っ
て
も
良
か
ろ
う
。
太
子
が
後
に
自
身
の
 法
名
を
「
仏
子
 勝
蔓
 」
 

と
 号
さ
れ
た
の
は
、
夫
人
を
自
身
の
方
に
近
づ
け
て
 釈
 さ
れ
た
事
と
軌
を
一
仁
す
る
も
の
で
あ
る
。
 又
 、
善
導
は
 義
疏
の
後
室
白
で
例
の
夢
 

中
指
南
に
就
い
て
「
上
乗
所
有
蓋
相
者
。
本
心
 為
レ
物
 
。
 不
 
・
・
・
・
 

。
 
為
二
 己
身
 -
 
律
 
ピ
 ）
 と
断
 わ
っ
て
 は
 居
る
が
、
筆
者
は
彼
 
の
 
「
観
経
」
註
釈
の
態
 

度
 、
及
び
態
々
斯
様
に
付
記
せ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
 事
 情
か
ら
、
逆
に
、
前
記
の
如
 
き
 推
測
を
せ
ざ
る
を
得
な
 い
 。
故
に
、
正
確
に
は
 

「
己
身
の
み
の
為
に
せ
ず
し
と
補
っ
て
読
む
べ
き
で
あ
ろ
 ぅ
 。
大
衆
と
は
自
身
を
含
め
た
語
で
あ
り
、
そ
の
自
己
 
が
 凡
夫
で
あ
る
と
反
省
 

(80)  80 



「 勝幸と章 提持」 

81  (81) 

恩 典 解 る   もの 7 4 3 2 1 八社 ら ノっ なる 釈の 上合 す 
  経 方 と と 

典 が 嘉 云   
・ 早 訳楳純 「雄幸 「「 開正 ぱ 、 を遥禅え 釈か、 ょ 
島人「「 白 沫 眈 
・ 品法鎌抄眼空 叢呈専 （ n し ノ に原 ： ：。 
紀般 草倉」 蔵 「 つ 典 と 
野 荒径 仏 」 本 
訳経 を 教 汁巻朝   

そ に は 

祖師伝 註 「 浄 中心と」 巻十 と女性 目 維 ・ ノ ネ て 」 、 の 安 夫 

土人 し 」 授 挿絵 
三河 て 印 燵得詞   

興 る 一   
態 で 典 

    皮 あ な 

君 汁 研究 や 土 がる訳 者。 し 
る に つ 

し も つ   く 不 も 
哀 り甘   土 
の に セ づ Ⅰ   
  

経に異 類似し 拘 、大 
  
        
  る 善 た 

典 ㌶ 
@" @ P     と 尊 べ 一 。 
見 

印く十 

云 0 ア 
  ぅ 両 l 
れ 
  

事 疏 を 
の の 投 

吐ヒ 意力 影 
  義 が し 
種 
  

語句 

た 、一 ま 強力 
大 な 常 

  い 影 識 

百 Ⅱ に 丼 的 
挙 頑 力 に 
  
  

味 を は 

  
さ 持 嘉 

届 
る ち 祥 

  べ 、 や 

き 両 言昔 
だ 老 師 
と は の 

 
 

思
想
が
現
代
の
我
々
に
も
多
大
な
感
銘
を
及
ば
す
も
の
 で
あ
る
事
は
 
、
 取
り
も
直
さ
ず
、
彼
等
二
人
の
基
本
的
姿
 勢
の
普
遍
性
を
立
証
す
 

 
 

す
れ
ば
、
次
に
自
分
に
も
行
い
得
る
事
は
一
体
何
か
と
 一
 
ム
う
 問
題
が
起
っ
て
来
る
。
之
は
換
言
す
れ
ば
実
践
の
強
 調
と
 云
 う
 事
で
あ
る
。
 

成
程
、
六
波
羅
蜜
、
三
学
等
の
究
極
 は
 智
慧
で
あ
り
、
 
仏
 教
 で
は
之
を
光
明
に
 讐
 え
る
。
然
し
そ
れ
は
 飽
迄
も
実
 践
を
前
提
と
し
た
知
行
 

合
一
の
智
慧
で
あ
り
、
徒
し
難
解
な
理
論
を
弄
す
る
の
 み
で
は
宗
教
の
名
に
値
し
な
い
。
実
践
の
可
能
性
を
前
提
 と
す
れ
ば
、
ど
う
し
て
 

も
 現
実
的
た
ら
ざ
る
を
得
な
い
わ
げ
で
あ
る
。
そ
し
て
 斯
か
る
観
点
か
ら
、
或
る
場
合
に
は
単
な
る
文
字
解
釈
の
 域
を
超
え
た
註
解
が
施
 

 
 

さ
れ
た
と
云
 う
 事
実
は
、
太
子
、
善
導
雨
師
の
広
い
現
 実
 凝
視
と
深
 い
 宗
教
体
験
に
由
来
す
る
主
体
性
を
示
す
も
 の
で
あ
り
、
且
つ
そ
の
 



8
.
 

例
え
ば
、
竺
法
護
 訳
 
「
須
屋
 
提
 菩
薩
 経
 
」
井
田
 
罵
 
っ
 べ
 ㏄
 キ
に
 は 

 
 

 
 

 
 

 
 

文
殊
 師
 別
間
 言
 。
 云
 
何
不
 転
 女
人
 有
 。
 須
 摩
損
報
書
。
 
於
レ
是
 無
所
得
。
所
以
者
 何
 。
 法
無
レ
 果
無
 レ
女
 。
教
令
便
当
三
愛
 祐二
男
子
一
。
 

適
レ
 

 
 

伸
二
足
 旺
里
 
。
 便
成
 二
男
子
㍉
 

 
  
 

と
あ
る
。
羅
什
 訳
 （
片
田
Ⅰ
 N
.
 っ
 ・
き
い
 !
 
の
 
）
も
ほ
ほ
同
様
。
 
某
 他
 、
菩
提
流
女
 訳
 
「
大
宝
積
 経
 」
 巻
 第
九
十
八
洋
司
 
目
 ・
 ヮ
っ
 の
ト
 
Ⅱ
 巴
 l
 と
の
 つ
 い
、
 

闇
那
堀
多
等
訳
 「
 無
 所
有
菩
薩
 経
 」
 

汁
円
巨
 ・
 罵
 ・
の
 ぷ
レ
｜
 ひ
 当
下
に
も
数
多
く
見
ら
れ
る
。
 

9
.
 

中
村
 他
 訳
註
前
掲
言
上
、
毛
・
 
0
 き
 @
N
 の
 っ
 

リ
 
・
中
村
元
「
原
始
仏
教
の
女
性
観
」
 
勝
豊
 経
義
疏
論
集
っ
  
 

Ⅱ
・
平
川
 
彰
 

前
掲
論
文
ゃ
 P
o
q
 

は
 
・
「
善
導
流
」
沖
田
 ま
 ・
 ロ
 ・
 u べ
 ～㏄
 
１
 の
 

は
 
・
「
浮
影
 
疏
 」
片
田
ま
・
 っ
 ・
）
 
毘
し
 

「
善
導
流
」
沖
田
 
の
 
q
.
 つ
 ・
 
N
 肚
 ～
 い
 

M
 
.
 
 同
右
 、
片
田
ま
・
 ロ
 ・
 め
べ
 
の
の
 



重日 平 

 
 

最
近
の
宗
教
研
究
の
諸
分
野
の
中
で
、
宗
教
哲
学
は
必
み
ず
し
 も
 大
き
 

い
 比
重
を
占
め
て
い
る
と
は
言
い
が
た
い
。
た
し
か
に
こ
の
表
 題
 を
か
か
 

げ
た
著
作
は
、
わ
が
国
で
も
外
国
で
も
い
く
 っ
か
 出
版
さ
れ
て
  
 

そ
れ
ら
が
果
し
て
充
分
そ
の
名
に
価
す
る
か
と
言
え
ば
、
ど
う
 も
 無
条
件
 

に
は
肯
定
で
き
な
い
よ
う
に
思
う
。
そ
れ
は
宗
教
哲
学
者
の
多
 く
が
、
 意
 

識
 的
な
い
し
無
意
識
的
に
 、
 何
か
あ
る
特
定
の
宗
教
の
信
仰
 か
 ら
く
る
 前
 

提
を
 、
そ
の
考
察
の
中
に
も
ち
こ
ん
で
い
る
か
ら
で
あ
る
。
 と
   

九
二
 0
 年
代
以
後
の
い
わ
ぬ
る
弁
証
法
神
学
が
、
宗
教
一
般
 を
 取
扱
う
 宗
 

教
 哲
学
の
可
能
性
を
全
く
否
認
す
る
か
、
せ
 い
 ぜ
い
神
学
の
 一
 部
門
と
し
 

て
し
か
認
め
な
い
こ
と
は
、
周
知
の
ご
と
く
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
 
う
 な
宗
教
 

哲
学
の
神
学
へ
の
逆
転
解
消
ま
た
は
従
属
化
の
傾
向
㏄
現
在
 
に
お
い
て
 

も
 、
な
お
か
な
り
著
し
Ⅱ
Ⅲ
と
舌
口
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
 

v
 
。
 

本
書
は
、
あ
る
意
味
で
、
右
の
よ
う
な
状
況
に
対
す
る
一
つ
の
 大
胆
な
 

問
題
提
起
を
目
ざ
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
著
者
が
自
ら
本
 書
 の
は
じ
 

め
に
述
べ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
も
、
明
ら
か
に
看
取
さ
れ
る
。
 そ
こ
で
 著
 

者
は
、
宗
教
一
般
と
い
う
よ
う
な
も
の
は
実
際
に
は
あ
り
得
ず
 、
具
体
的
 

書
評
 

藤
田
富
雄
 著
 司 
古 

本仏 牲 
哲 

営口 

田 

丸 

な恵 

呈色 

に
 存
在
し
て
い
る
の
は
特
定
の
歴
史
的
宗
教
の
み
な
の
で
あ
る
 か
ら
、
生
小
 

教
 哲
学
も
特
定
の
宗
教
に
関
わ
る
こ
と
か
ら
出
発
 せ
 ざ
る
を
 得
 な
い
と
い
 

ぅ
 事
態
を
一
応
は
容
認
し
っ
つ
も
、
今
ま
で
の
宗
教
哲
学
が
 、
 と
も
す
れ
 

ば
八
 哲
学
者
の
神
学
論
Ⅴ
や
八
神
学
者
の
哲
学
論
Ⅴ
に
終
っ
て
 い
る
こ
と
 

に
 、
根
本
的
な
疑
問
を
な
げ
か
け
る
。
そ
し
て
、
宗
教
の
科
 字
 
 
 

め
ざ
ま
し
く
進
展
し
て
い
る
現
状
に
て
ら
し
て
、
宗
教
習
字
を
 も
 全
く
別
 

0
 基
礎
の
上
に
す
え
よ
う
と
す
る
。
す
な
わ
ち
宗
教
学
の
成
果
 を
ふ
ま
え
 

た
 宗
教
哲
学
一
言
で
い
え
ば
八
宗
教
学
的
宗
教
哲
学
 V
 と
 で
も
言
う
 

べ
き
も
の
が
、
ま
さ
に
本
書
の
意
図
す
る
と
こ
ろ
な
の
で
あ
る
（
 
本
書
Ⅲ
 、
 

七
と
ハ
 、
五
五
 z
 七
頁
参
照
）
。
 

つ
ね
に
宗
教
史
の
事
実
を
参
照
し
な
が
ら
、
宗
教
の
本
質
に
迫
 ろ
う
と
 

す
る
こ
の
よ
う
な
ア
プ
ロ
ー
チ
は
 、
必
 ら
ず
し
も
著
者
の
独
創
 と
は
い
え
 

な
い
で
あ
ろ
う
。
す
で
に
オ
ッ
ト
ー
 や
 シ
ョ
ル
 ツ
 い
ら
い
、
 と
   

ゆ
る
現
象
学
的
方
法
を
と
る
宗
教
習
字
の
中
に
は
、
そ
う
し
た
 立
 
思
 図
や
 努
 

力
 が
少
な
く
と
も
部
分
的
に
示
さ
れ
て
い
た
と
も
見
ら
れ
る
。
 ま
た
わ
が
 

国
 で
も
、
石
津
博
士
な
ど
は
夙
に
宗
教
哲
学
の
研
究
が
宗
教
学
 そ
の
他
の
 

 
 

 
 

よ
 る
宗
教
哲
学
の
体
系
的
な
展
開
は
、
今
ま
で
の
と
こ
ろ
見
当
、
 
ら
な
か
っ
 

た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
の
意
味
で
本
書
は
、
こ
の
よ
う
な
 新
 し
い
方
向
 

へ
の
開
拓
に
挑
ん
だ
意
欲
的
な
試
論
と
い
っ
て
よ
い
。
 

 
 
(
8
3
 

一
 一
 

か
ん
た
ん
に
内
容
を
概
観
す
る
と
、
本
書
は
二
部
か
ら
成
っ
て
  
 



第
一
部
宗
教
哲
学
案
内
は
、
問
題
点
の
整
理
と
定
式
化
と
を
 
課
題
と
す
 

る
も
の
で
、
一
、
宗
教
哲
学
の
歴
史
を
跡
づ
け
、
さ
ら
に
、
 二
 、
 他
ハ
 り
 七
 
%
 

教
 研
究
の
諸
 挙
 と
の
関
係
、
三
、
宗
教
の
定
義
の
問
題
を
論
じ
 て
い
る
。
 

ま
ず
、
宗
教
苗
字
の
成
立
の
時
期
を
ど
こ
に
お
く
か
は
、
実
は
 論
者
 自
 

身
の
立
場
と
切
離
せ
な
い
も
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
三
段
階
 に
 ・
わ
け
て
 

論
じ
ら
れ
て
い
る
。
 
最
 広
義
に
解
し
て
、
宗
教
に
つ
い
て
考
え
 る
こ
と
 
一
 

般
 で
あ
る
と
す
れ
ば
、
宗
教
哲
学
は
す
で
に
先
史
時
代
か
ら
、
 諸
民
族
の
 

神
話
の
中
に
存
し
て
い
た
と
言
え
る
が
、
も
う
少
し
狭
く
神
話
 的
 思
考
 か
 

ら
 独
立
し
た
宗
教
的
・
哲
学
的
思
惟
と
し
て
み
れ
ば
、
そ
れ
は
 マ
 ス
パ
ー
 

ス
 の
い
わ
ぬ
る
下
り
下
の
の
 
コ
 N
 由
 （
か
ら
始
ま
る
も
の
で
あ
る
。
 

し
 か
し
、
 宗
 

教
 現
象
全
体
を
組
織
的
に
研
究
す
る
独
立
の
学
科
と
い
う
厳
密
 な
 意
味
で
 

ほ
 、
そ
れ
は
 
カ
ソ
ト
 、
シ
ュ
ラ
イ
エ
ル
マ
ッ
ヘ
ル
 、
へ
｜
 ゲ
ル
 
な
ど
に
よ
 

っ
て
、
一
九
世
紀
初
頭
の
西
欧
に
成
立
し
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。
 こ
れ
は
 

大
体
に
お
い
て
従
来
の
定
説
と
一
致
す
る
が
、
さ
ら
に
そ
れ
 以
 後
か
ら
 現
 

代
 に
い
た
る
流
れ
が
手
短
か
に
概
観
さ
れ
る
。
 

そ
の
成
立
い
ら
い
の
展
開
を
た
ど
る
な
ら
ば
、
独
自
の
字
間
 で
 あ
る
こ
 

と
を
 標
傍
 し
な
が
ら
、
宗
教
哲
学
が
実
は
キ
リ
ス
ト
教
神
学
と
 密
接
に
結
 

び
つ
い
て
い
た
こ
と
は
否
め
な
い
二
四
三
八
、
五
五
七
 セ 頁
 ）
。
 し
 

か
し
、
上
述
の
よ
う
に
、
こ
う
し
た
宗
教
哲
学
の
神
学
へ
の
 傾
 斜
を
克
服
 

す
る
こ
と
こ
そ
本
書
の
ね
ら
い
な
の
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
 著
 者
は
神
 

￥
、
教
学
、
形
而
上
学
、
宗
教
学
、
宗
教
史
な
ど
の
 垣
絃
 学
科
 と
の
関
係
 

を
 検
討
し
て
、
宗
教
哲
学
独
自
の
問
題
領
域
を
示
そ
う
と
し
て
 い
ろ
。
 す
 

は
 ね
ち
、
そ
れ
は
神
字
と
は
根
本
的
に
異
な
り
、
あ
く
ま
で
 曲
 示
教
体
験
 

お
よ
び
経
験
的
事
実
を
重
ん
ず
る
と
い
う
点
で
、
宗
教
学
と
お
 な
じ
基
礎
 

 
 

の
上
に
立
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
け
れ
ど
も
、
宗
教
哲
学
で
 あ
る
か
ぎ
 
 
 
 
 

り
 、
そ
れ
が
単
な
る
実
証
の
レ
ベ
ル
に
と
ど
ま
り
得
な
い
こ
と
 も
ま
た
 明
 

白
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
実
証
的
研
究
が
明
ら
か
に
し
た
宗
教
規
 象
右
容
料
 
④
 

と
し
な
が
ら
、
す
す
ん
で
そ
の
意
味
と
構
造
と
を
問
い
、
そ
れ
，
 
ら
の
事
実
 

を
こ
え
て
そ
の
由
来
す
る
根
拠
を
さ
ぐ
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
 
（
 -
 
ハ
 0 （
 
、
 

一
 、
六
四
、
九
 0
 、
 
一
 0 
四
頁
）
。
そ
の
意
味
で
は
「
宗
教
 字
の
 終
わ
る
 

と
こ
ろ
か
ら
宗
教
苗
字
が
始
ま
る
」
（
 六
 0
 頁
）
の
で
 品
る
 。
 ゑ
 、
し
て
、
 

こ
う
し
て
得
ら
れ
る
宗
教
の
本
質
と
規
範
の
概
念
は
、
宗
教
史
 0
 基
礎
 理
 

念
 と
な
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
舌
ロ
い
か
え
れ
ば
、
宗
教
哲
学
は
 

ま
た
宗
教
 

ほ
 つ
い
て
の
事
実
科
学
と
し
て
の
宗
教
学
や
宗
教
史
の
学
問
 め
 柵
を
展
開
 

し
 、
さ
ら
に
宗
教
に
つ
い
て
の
 諸
 学
を
統
合
的
に
位
置
づ
け
る
 任
務
を
も
 

負
っ
て
い
る
の
で
あ
る
 
ヱ
 八
四
 /
 
五
頁
）
。
 

さ
て
、
宗
教
の
研
究
に
当
っ
て
つ
ね
に
問
題
と
な
る
の
は
、
 そ
  
 

な
い
か
に
定
義
す
る
か
で
あ
る
。
そ
こ
で
本
書
は
、
宗
教
の
語
 義
や
 、
七
 %
 

教
の
教
理
的
・
倫
理
的
・
情
緒
的
な
ど
の
各
要
素
を
重
視
す
 る
 従
来
の
諸
 

説
 、
故
岸
本
博
士
の
作
業
仮
設
的
定
義
、
さ
ら
に
新
し
い
「
 典
 型
に
よ
る
 

定
義
」
の
試
み
な
ど
を
分
析
し
た
の
ち
、
こ
の
 且
 俺
の
も
の
を
 修
正
し
て
 

「
パ
タ
ー
ソ
と
し
て
の
定
義
」
を
提
示
し
て
い
 

て
 。
す
な
 ね
 ち
、
 
宗
教
研
 

究
の
成
果
を
要
約
し
て
そ
の
構
成
要
素
と
思
わ
れ
ろ
も
の
を
 抽
 出
し
、
 
そ
 

れ
ら
を
 体
係
 的
に
組
合
せ
て
、
宗
教
の
構
造
と
い
う
墓
木
杓
 パ
 タ
ー
ン
を
 

構
成
す
る
の
で
あ
る
。
そ
う
し
た
要
素
と
し
て
は
、
第
二
部
で
 詳
論
さ
れ
 

る
よ
う
に
、
少
な
く
と
も
一
、
宗
教
の
目
的
Ⅱ
人
間
生
活
の
間
 ぬ
の
 最
終
 

的
な
解
決
、
 
ニ
 、
こ
の
目
的
に
対
応
す
る
人
間
の
行
動
、
三
、
 

そ
う
し
た
 

行
動
を
規
制
す
る
歴
史
的
に
形
成
さ
れ
た
信
念
体
系
、
そ
し
て
 四
 、
信
念
 



体
系
を
通
し
て
人
間
が
関
わ
っ
て
い
る
 八
 究
極
的
な
も
の
Ⅴ
 八
 聖
な
る
も
 

の
 Ⅴ
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
る
。
著
者
の
い
う
 「
パ
タ
ー
 

 
 

オ
ー
ル
ス
 

ト
ン
以
外
に
も
二
、
三
み
ら
れ
る
が
、
何
れ
に
せ
よ
こ
の
 
パ
タ
  
 

「
作
業
仮
設
的
な
定
義
で
あ
る
と
と
も
に
、
宗
教
を
理
解
す
る
 
方
 法
 を
も
 

含
ん
だ
も
の
」
（
八
一
頁
）
と
い
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
定
義
  
 

性
格
か
ら
み
て
、
は
な
は
だ
示
唆
的
で
 キ
る
 。
 

第
二
部
宗
教
哲
学
試
論
は
 、
 右
に
明
ら
か
に
さ
れ
た
立
場
か
 ，
 
 
 

織
 的
な
展
開
で
あ
っ
て
、
本
書
の
中
心
と
な
る
も
の
て
あ
る
。
 
。
 
て
こ
 
で
 

は
 、
伝
統
的
な
仕
方
に
な
ら
っ
て
、
宗
教
の
本
質
と
真
理
と
の
 三
大
問
題
 

が
 取
扱
わ
れ
る
。
 

宗
教
の
本
質
を
捉
え
る
と
ぼ
、
宗
教
現
象
を
宗
教
た
ら
し
め
て
 い
る
そ
 

 
 

の
 成
立
ち
を
、
機
能
的
に
解
明
す
る
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
そ
   

全
学
や
心
理
学
な
ど
の
理
論
で
宗
教
を
説
明
し
去
る
こ
と
で
は
 な
い
。
七
万
 

教
が
 日
常
生
活
の
中
に
あ
っ
て
、
そ
れ
と
は
異
質
的
な
世
界
と
   

り
に
よ
っ
て
 、
 生
を
統
一
し
意
味
づ
け
て
い
る
そ
の
独
自
性
を
 把
握
す
る
 

こ
と
な
の
で
あ
る
。
著
者
に
よ
れ
ば
、
宗
教
は
人
が
八
行
き
づ
   

八
 葛
藤
Ⅴ
を
経
験
し
、
生
の
危
機
に
立
っ
た
時
、
そ
れ
に
対
し
 て
 非
日
常
 

的
 仕
方
で
再
適
応
す
る
と
こ
ろ
に
成
立
つ
。
し
か
も
こ
う
し
た
 危
機
は
 、
 

個
人
を
も
社
会
を
も
あ
ら
ゆ
る
形
で
つ
ね
に
脅
し
て
い
る
の
で
 あ
っ
て
 、
 

註
本
来
、
人
間
の
存
在
そ
の
も
の
が
危
機
的
な
の
で
あ
る
。
 
宗
教
は
そ
う
し
 

た
 非
日
常
的
危
機
に
対
処
す
る
た
め
に
生
み
だ
さ
れ
、
伝
え
る
 れ
て
き
た
 

文
化
的
産
物
の
一
つ
に
体
な
ら
な
い
（
 一
 0
 五
 、
一
一
 0
z
 
三
 頁
 ）
。
 

主
日
 

こ
う
し
た
入
超
自
然
的
・
超
合
理
的
順
応
Ⅴ
で
あ
る
宗
教
は
 、
 主
体
と
 

し
て
の
人
間
の
行
動
、
そ
の
か
か
わ
る
客
体
と
し
て
の
聖
な
る
 も
の
、
 両
 

者
を
媒
介
す
る
信
念
体
系
な
ど
の
契
機
か
ら
成
る
。
本
書
は
 、
 行
動
を
内
 

行
動
と
し
て
の
宗
教
体
験
と
外
行
動
と
し
て
の
宗
教
的
行
為
（
 崇
敬
、
 確
 

信
 、
儀
礼
）
、
客
体
を
非
人
格
的
な
も
の
と
人
格
的
な
そ
れ
と
 に
 分
け
、
 

信
念
体
系
の
構
造
と
生
成
と
に
ふ
れ
た
の
ち
、
ふ
た
た
び
元
に
 返
っ
て
 全
 

取
上
げ
て
い
る
。
 

休
 と
し
て
の
宗
教
の
機
能
、
お
よ
び
そ
の
機
能
を
支
え
る
論
理
 

能
 と
し
て
い
る
。
本
書
も
そ
れ
に
な
ら
っ
て
い
石
が
、
し
か
し
 

襲
 に
終
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
宗
教
の
詰
 兄
機
 、
例
え
ば
 

が
つ
よ
い
。
け
れ
ど
も
そ
れ
ら
は
変
化
し
解
体
す
る
こ
と
も
あ
 

に
 宗
教
に
お
け
る
改
革
運
動
や
 、
 新
し
い
宗
教
の
発
生
の
ば
あ
 

や
行
動
様
式
は
、
歴
史
的
に
形
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
固
定
 

現
代
の
行
動
科
学
的
宗
教
学
は
、
補
償
と
統
合
と
を
宗
教
の
基
 
単
な
る
 踏
 

信
念
体
系
 

 
 る
 。
さ
ら
 

の
 問
題
を
 

 
 

 
 

ば
 、
そ
こ
に
伝
統
的
形
式
を
破
っ
て
新
し
い
ヴ
ィ
ジ
 ，
ン
を
生
 み
だ
す
 創
 

造
 的
機
能
が
働
い
て
い
る
こ
と
が
分
る
（
 一
 0
 五
 、
一
四
八
 l
 九
 、
一
五
 

四
 l
 
七
 、
一
六
セ
 
頁
 ）
。
こ
れ
が
第
三
の
機
能
で
あ
る
と
い
う
。
 

補
償
と
 

統
合
と
は
、
何
れ
か
と
い
え
ば
ス
タ
テ
ィ
ッ
ク
な
視
点
で
 

析
の
結
果
 

で
あ
る
が
、
創
造
と
は
歴
史
的
な
、
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
把
握
に
 よ
っ
て
 明
 

ら
か
に
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
構
造
分
析
と
形
成
の
分
析
、
 宗
 教
学
的
見
 

地
 と
宗
教
史
的
見
地
と
が
、
か
く
し
て
綜
合
さ
れ
て
い
る
こ
と
 は
 、
本
書
 

T
,
 
）
 

の
 特
色
の
一
つ
で
あ
る
。
宗
教
哲
学
が
宗
教
そ
の
も
の
の
全
体
 的
 
，
包
括
 

 
 

的
な
究
明
を
課
題
と
す
る
以
上
、
こ
れ
は
当
然
の
こ
と
で
あ
ろ
 ，
 
つ
 。
 

 
 

最
後
の
問
題
は
宗
教
の
真
理
の
問
題
で
曲
中
。
現
代
に
お
い
て
 ま
 
@
@
 
、
 
 
 
一
 
 
 

方
で
は
宗
教
が
 億
 用
の
長
物
と
考
え
ら
れ
廿
が
ら
、
他
方
で
は
 そ
れ
が
注
 

8
 



以
上
、
筆
者
の
理
解
し
え
た
か
ぎ
り
で
、
大
書
の
意
図
と
論
旨
 と
を
た
 

ど
っ
て
み
た
。
要
約
す
れ
ば
、
そ
の
特
色
は
、
特
定
宗
教
の
教
 字
か
ら
 離
 

れ
て
ひ
ろ
い
宗
教
学
的
基
礎
の
上
に
立
っ
た
宗
教
哲
学
で
あ
る
 こ
と
、
 そ
 

の
際
、
宗
教
を
実
体
論
的
に
で
な
し
に
、
人
間
の
宗
教
的
あ
り
 方
 と
し
て
 

機
能
論
的
に
 肥
 え
て
い
る
こ
と
、
し
か
も
構
造
的
（
宗
教
学
的
 ）
見
地
と
 

一 一 一 

目
 を
あ
び
つ
つ
社
会
の
表
面
に
登
場
し
て
来
て
お
り
、
ま
た
 種
 々
さ
ま
ざ
 

ま
の
 宗
打
 か
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
正
当
性
を
主
張
し
て
い
る
。
こ
の
   

ん
が
み
、
宗
教
を
信
ず
る
こ
と
が
果
し
て
、
い
か
な
る
意
味
を
  
 

か
 、
ま
た
互
い
に
対
立
す
る
宗
教
の
客
観
的
評
価
や
選
択
が
 可
 能
 で
あ
ろ
 

う
か
、
と
い
う
疑
問
に
答
え
る
こ
と
も
、
本
書
の
目
標
の
一
つ
 
で
あ
る
 

（
Ⅱ
 ｜
 Ⅲ
、
一
六
九
、
二
 0
 四
頁
）
。
前
者
、
つ
ま
り
宗
教
の
真
 

理
 認
識
の
 

問
題
に
つ
い
て
は
、
宗
教
否
定
論
の
諸
形
態
（
無
神
論
、
代
用
 宗
教
、
間
 

接
的
 否
定
論
な
ど
Ⅹ
肯
定
論
（
自
然
神
学
や
、
い
わ
ぬ
る
 
神
   

証
明
）
等
を
万
類
・
検
討
し
て
そ
れ
ら
が
す
べ
て
誤
っ
た
問
題
 把
握
か
ら
 

発
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
す
な
 ね
 ち
、
宗
教
の
意
味
は
 「
 神
 」
 が
 

存
在
す
る
か
否
か
と
い
う
よ
う
な
瓜
実
体
論
的
思
考
 V
 に
よ
る
 
の
で
な
 

 
 

的
 Ⅴ
に
 捉
 

え
る
べ
き
も
の
と
さ
れ
る
（
一
六
四
、
一
九
四
 

l
 五
頁
）
。
諸
宗
 教
の
絶
対
 

性
 主
張
の
真
理
評
価
と
い
う
第
二
の
点
に
関
し
て
も
、
同
じ
立
 場
か
ら
、
 

こ
れ
を
体
験
内
容
の
表
現
の
問
題
と
し
て
お
さ
え
て
、
す
べ
て
 の
 十
本
 
数
的
 

表
現
が
、
体
験
に
お
い
て
出
会
う
 ヌ
 ミ
ノ
ー
ゼ
 的
 ・
絶
対
的
な
 る
も
の
を
 

栢
 射
的
形
式
に
表
わ
し
た
象
徴
に
体
な
ら
な
い
こ
と
を
示
し
て
  
 

歴史的 概念をならな のみで 宗教学 くれた 、美 も から最 見にす しか これを 遊離し ようと にわが 教 字 の で、前 なはだ 問すべ の本質 ながら た反省 」（ と 一 哲 る 。 
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書 評 

 
 

数
 字
が
確
認
し
た
事
実
を
解
釈
す
る
た
め
に
あ
と
か
ら
宗
教
 哲
 字
 が
必
要
 

と
な
る
と
か
い
う
意
味
で
は
な
く
、
宗
教
学
の
実
証
的
操
作
 そ
  
 

中
に
 、
 つ
ね
に
宗
教
全
体
に
関
す
る
哲
学
的
反
省
が
要
求
さ
れ
   

味
で
 宗
教
 字
 と
宗
教
哲
学
と
は
 相
 ふ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
の
 て
 あ
る
。
 

こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
い
ま
ま
で
比
較
的
に
閑
却
さ
れ
て
い
 た
 宗
教
 

哲
学
と
宗
教
学
と
の
中
間
領
域
い
わ
ば
宗
教
な
 采
確
 論
 と
 も
 宗
教
学
 

方
法
論
（
広
義
の
）
と
も
舌
口
う
よ
う
な
も
の
の
開
拓
に
よ
っ
て
 
、
そ
の
間
 

隙
 を
う
め
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
本
書
 に
も
取
扱
 

わ
れ
た
定
義
の
問
題
が
、
 差
 当
っ
て
そ
の
中
心
と
な
る
で
あ
ろ
 っ
が
、
そ
 

れ
は
実
は
本
質
論
と
切
離
し
え
な
い
。
何
れ
に
せ
よ
、
今
後
 こ
 の
 線
に
そ
 

っ
た
一
 そ
う
の
追
求
が
必
要
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
 

二
 、
右
の
よ
う
な
も
の
が
、
宗
教
哲
学
の
い
わ
ば
理
論
的
な
課
 題
 で
あ
 

る
と
す
れ
ば
、
こ
れ
に
対
し
て
、
実
践
的
な
課
題
を
も
考
え
る
 こ
と
が
で
 

 
 

き
る
と
思
う
。
宗
教
哲
学
が
単
な
る
事
実
科
学
で
な
く
し
て
、
 哲
学
で
あ
 

る
 以
上
、
そ
れ
は
実
践
の
問
題
す
な
わ
ち
価
値
評
価
を
さ
げ
る
 こ
と
は
で
 

き
な
い
か
ら
で
あ
る
。
本
書
で
は
、
こ
の
こ
と
は
 必
 ら
ず
し
も
 は
っ
き
り
 

と
 言
わ
れ
て
い
な
い
が
、
し
か
し
実
際
に
は
そ
う
し
た
問
題
も
 取
上
げ
ら
 

れ
て
い
る
。
最
後
に
ふ
れ
ら
れ
た
真
理
問
題
は
、
ま
さ
に
そ
 う
 し
た
性
格
 

の
も
の
で
あ
る
が
、
著
者
は
さ
ら
に
、
宗
教
哲
学
が
宗
 拍
の
 「
 
ぬ
 化
」
「
 

-
 
@
 

化
」
に
貢
献
す
る
こ
と
を
認
め
て
い
る
。
す
な
 ね
 ち
、
宗
教
の
 中
核
を
な
 

す
 象
徴
は
、
勝
手
に
作
り
だ
さ
れ
る
も
の
で
な
く
、
状
況
が
 熟
 し
た
時
に
 

生
ま
れ
、
状
況
が
変
わ
れ
ば
死
ん
で
し
ま
う
も
の
で
あ
る
。
 し
 た
が
っ
 

て
 、
そ
れ
が
適
切
に
機
能
す
る
よ
う
に
知
的
に
吟
味
 @
 、
そ
の
 絶
対
化
を
 

斥
け
、
浄
化
す
る
こ
と
が
ま
さ
に
宗
教
哲
学
の
役
目
で
あ
る
と
 一
 
吉
宙
 
ス
ノ
（
一
一
 

三
 O
f
 
一
 、九
 セ
頁
 ）
。
 

そ
う
で
 -
 
あ
る
と
す
れ
ば
、
著
者
の
言
う
よ
う
な
宗
教
学
的
宗
教
 哲
 @
 
了
の
 

中
に
も
、
理
論
的
な
要
素
と
実
践
的
な
要
素
と
が
あ
る
と
考
え
  
 

た
だ
、
 @
 ，
つ
ま
で
も
な
く
、
こ
の
ば
あ
い
に
は
実
践
的
と
言
っ
て
 

も
 、
神
学
 

的
 宗
教
哲
学
に
お
け
る
ご
と
く
成
立
宗
教
へ
の
奉
仕
と
し
て
で
 は
な
く
、
 

む
し
ろ
そ
れ
の
批
判
と
い
う
意
味
に
お
い
て
で
あ
る
。
そ
し
て
 、
カ
ソ
ト
 

か
ら
ヤ
ス
パ
ー
ス
に
い
た
る
ま
で
、
宗
教
習
字
が
真
に
そ
の
役
 割
を
果
し
 

た
と
こ
ろ
で
は
、
そ
う
し
た
批
判
精
神
が
働
ら
い
て
い
た
の
で
 は
な
か
ろ
 

う
か
。
 

一
、
ニ
の
 私
見
に
す
ぎ
な
い
。
著
者
が
指
摘
す
る
宗
教
  
 

0
 基
本
的
要
素
が
、
い
か
に
し
て
抽
出
さ
れ
た
か
の
点
は
 、
や
  
 

足
の
印
象
が
残
る
し
、
ま
た
、
そ
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
宗
教
 把
 握
 の
 核
 、
心
 

を
な
す
と
思
わ
れ
五
宗
教
的
八
象
徴
Ⅴ
の
理
論
が
、
充
分
に
展
   

な
い
感
じ
も
す
ろ
が
、
と
も
あ
れ
本
書
は
 、
 同
じ
く
宗
教
を
研
 究
 す
る
者
 

に
と
っ
て
 
、
 多
く
の
 示
 変
に
と
ん
で
い
る
。
そ
れ
ら
を
め
ぐ
っ
 て
 、
さ
ら
 

に
 論
議
が
展
開
す
る
こ
と
を
願
っ
て
や
ま
な
い
。
 

註
 （
 
1
 ）
そ
う
し
た
傾
向
は
、
本
書
の
文
献
リ
ス
ト
に
収
録
さ
れ
 
 
 

も
の
以
外
に
も
、
次
の
よ
う
な
近
著
に
見
ら
れ
る
 
0
 
宮
ビ
 月
 

己
宙
 T
 ゴ
 一
 つ す
の
 
0
-
 
っ
幅
 
げ
り
 
オ
り
オ
ム
一
 
㏄
 
@
o
 
コ
 ㏄
 
づ
プ
岸
 

0
 の
つ
で
す
日
一
ヨ
 

の
 Ⅰ
㌍
 
コ
 
 
 

ふ
 の
の
・
 
ト
 
の
の
ト
一
の
ち
の
一
カ
匹
 

@
 
㏄
 
@
0
 
口
の
 
で
三
 す
の
 
0
 で
 
す
ざ
 ・
 ト
 
の
の
べ
一
目
 

宇
 の
り
 
下
ア
 

め
ヨ
 ド
ロ
ロ
日
 

@
%
 い
仁
つ
目
 

Ⅱ
 
ぃ
 ㏄
㏄
 
コ
 0
 プ
ぺ
ざ
ニ
ざ
す
 

の
Ⅱ
 刃
臼
 @
 
ゆ
 
@
o
 
コ
の
つ
オ
ヱ
 

0
 の
   

つ
旺
 e
.
 ）
 姦
 .
 も
っ
と
も
こ
れ
は
、
主
と
し
て
ド
イ
ツ
を
中
心
  
 

す
る
西
欧
プ
ロ
テ
ス
タ
 ソ
ト
 世
界
に
つ
い
て
妥
当
す
る
こ
と
で
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（
昭
和
四
一
年
五
月
刊
 A
5
 
 
本
文
索
引
と
も
二
五
五
頁
 
土
 八
八
 0 円
 

大
明
堂
 こ
 

カ
ト
リ
ッ
ク
世
界
や
、
 

英
 
・
米
の
教
界
な
ど
に
は
、
 
払
 わ
ず
 し
 
も
 

当
て
は
ま
ら
な
い
 0
 

（
 
2
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Das@ Wesen@ des@ japanischen@ re Ⅰ     gosen 

Bewusstseins 

(Herrn@ Professor@ Dr ． F ・ Heier@ zum@ 75.@ Geburts ・ 

tag  gewidmet) 

Rokusaburo Nieda 

1) Die Seinsweise des japanischen reIigBsen Bewusstseina ， 

Wie@ allgemein@ bekannt;@ gibt@ es@ sehr@ verschiedene@ Religionen@ i   

Japan ． Da@ alle@ diese@ in@ dem@ sehr@ kleinen@ Land@ nebeneinander@ bestehen 

konnen@ und@ in@ ihnen@ polytheistische@ und@mystische@ NCigungen@ gefunden 

werden,@ ist@ es@ verstandlich ， dass@ auf@ dem@ Grunde@ des@ japanischen 

religosen@ Bewusstseins@ die@ polytheistische@ und@ mystische@ Idee@ heraus   

gearbeitet@ werden@ kann ， Jedoch@ bedeutet@ diese@ Neigung@ und@ Idee@ nicht 

immer@ nur@ Polytheismus ， viCmehr@ ist@ auch@ ein@ Monotheismus@ darin 

enthalten ． Es@ ist@ Kar ， dass@ der@ Shintoismus@ sei   er@ Natur@ nach@ immer 

poytheistisch@ 1st@ im@ Gegensatz@ zum@ Christentum@ und@ zur@ Jodo-Shi   

Sekte@ des@ Buddhismus ， die@ streng@ monotheistisch@ sind ， Der@ j   panische 

Buddhismus@ hat@ zweierlei@ Richtungen ， Die@ eine ， die@ Jodo-Shin-Sekte 

vertritt ， ist@ monotheistisch ， wahrend@ al Ⅰ   ubrigen@ Sekten@ poytheisti   ch 

sind ・ D3s@ erscheint@ W8hrscheinlich@ dem@ Auslander@ sehr@ befermdiich@ und 

unbegreiflich ． Aber,@ wie@ gesagt ， es@ bestehen@ bis@ zur@ Gegenwart@ die 

verschiedenen@ Religionen@ nebeneinander@ und@ 5   de@ von@ ihnen@ bi Ⅰ   et@ einen 

eigenen@ Verband ， So@ gibt@ es@ jetzt@ in@ Japan@ die 

l.  C ゐググ stia 篠 Fe あ げ 祝 Wo 乃 
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The@ Religion's@ League@of@ Japan@ist@ die@ grosse@ Dachorgani   ation ， 

die@ alle@ umfasst ， Mit@ nur@ wenigen@ Ausnahmen@ verbinden@ sich@ alle@ in 

Harrnonie ， wenn@ auch@ jede@ auf@ ihrem@ eigenem@ Wege   

Auf@ diese@ Weise@ beeinflussten@ sich@ die@ verschiedenen@ Religionen@ in ． 

der@ 5   panischem@ Religonsgeschi   hte@ gegenseitig@ und@ es@ war@ zeitweilig 

sogar@ eine@ sogenannte@ gemischte@ Religion@ moSich ， Besonders@ waren 

Shintoismus@ und@ Buddhismus@ miteinander@ vermengt ， So@ kann@ man@ z   

B ． im@ Garten@ buddhistischer@ Tempel@ kleine@ Shinto-Schreine@(Inari-Gott) 

finden ， "@Einige@ buddhistische@ Priester@ schufen@ einen@Ausgleich@zwischen 

den@widerstehenden@ Lehren@ des@ Shintoi   mus@ und@ des@Buddhismus ， indem 

sie@ die@ buddhi   tische@ Lehre@ von@ Urbi Ⅰ   und@ der@ Transformation@ (Hon5     

und@ Suiaku)@ auf@ die@ beiden@ Religionen@anwandten@:@ sie@identifizierten@die 

KAMI@ mit@ den@ Buddhas ， den@ HOTOKE@;@ demnach@ sind@ die@alten@Shi   to   

gotter@ in@ das@ buddhistische@ Pantheon@ aufgenommen ， " 

Von@ diesen@ verschiedenen@ RCigionen@ aus@ gesehen@ wi   d@ erkenntlich, 

dass@ eine@ Religion@ nicht@ nur@ polytheistisch@ son@ kann ， sondern@ dass@ ganz 

verschiedene@ Religionen@ mitonander@ verschmelzen@ konnen.@ So@ kommt@ es 

zu@ verdoppCter@ poythCstischer@ Neigung@ @@   den@ j   panischen@ Reli   ionen   

Dese@ Verdoppe Ⅰ   ng ， wiirde@wenigstens@von@einen@streng@ monotheistischen 

Gesichtspunkt@ aus ， zugleich@ die@ Unreinheit@ des@ j   panischen@ rCi   osen 

BewusstsCns@ bedeuten ， Es@ kann@ einer@ Buddhist@ sein@ und@ gleichzCtig@ in 

einen@ Shinto-Tempel@ gehen@und@vor@dC Ⅲ Shmto-Gott@beten ． BC@     Japanern 

ist@ das@ 3lgemon@ ubiich ， aber@ Fremde@ oder@ Auslander ， wel   he@ einer 

streng@ monothei   tischen@ Religion@ angehoren,@ konnen@ das@ nich@ gut@ vers   

tehen@ und@ stellen@ es@ daher@ notwendig@ in@ Frage   

2)@ Die@ Fragestellung@ und@ Erklaung. 

Zunachst@ mussen@ wir@ einige@ Fragen@ stC   Ⅰ   n@:@ Was@ ist@ das@ Wesen@ des 

j   panischen@ rCi   osen@ Bewusstseins@ ?@Was@ ist@ die@ Eigentumlichkeit@ des 

japanischen@ Glaubens@?@ Was@ war@ die@ Bedingung,@ die@ eine@ solches@ reli   

goses@ Bewusstsein@ ermogli   hte@ ? 

Ich@ mochte@ versuchen ， auf@ 6ese@ Fragen@ einzugehen ， Im@ Anfang 

hatte@ Japan@ einen@ Mythos ， den@ es@m Ⅰ   vielen@Volkern@friiher@urspriingl*   h 

tei@e ， Im@ mythologi   chen@ Zeita Ⅰ   er@ Japans@ war@ seine@ Religi   n@ Cne 
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sogenannte@ Natur-Roi   ion@ gewesen ， namlich@ der@ Shintoismus ． "@Der 

Shinto@ besteht@ aus@ einem@ polytheistL   chen@ Naturdienst@ und@ Cnem@ aus   

gedehnten@ Ahnenkult                         Schon@ in@ den@ alten@ Mythen@ treten@ die@ ur- 

sprunglichen@ Naturgottheiten@ in@ grosser@ Zahl@ auf ． "@ (Prof ． Heiler:@ Die 

Religionen@ der@ Menschheit ． S ， 138) ． Auch@ im@ Shintoi   mus@ wird@die@Natur 

fur@ die@ Religion@ zur@ Tragerin@ des@ Got Ⅰ   i   hen ． Cbid ， S ． 20)@ Der@ Mythos 

der@ japanischen@ Natur-RCigion@ kann@ in@den@Schri   ten@:@ Koziki@und@Nihon- 

shoki@ ausfuh Ⅱ   i   h@ nachgCesen@ werden ． Da@ die@ blutmasSge@ Abstaml   ung 

wesen Ⅰ   i   h@ verschieden@ ist@ von@ der@ der@ christichen@ Volker ， und@ sich 

andererseits@ die@ Natur@ im@ Blut@ auswirkt ， muss@ dieses@ immer@ auch@ im 

rCi   osen@ Gemut@ zum@ Ausdruck@ kommen ． Schon@ Goethe@ hat@ gesagt; 

"Gott@ @@   Natur@ Natur@ @@   Gott"@ und@ Spinoz3@     "Deus@ sive@ Natura" ． "Von 

grosser@ Bedeutung@ fur@ Kult@ und@ Frommigkeit@ ist@ die@ Sonne"@ (i   i   ， S ， 

18) ， Und@ zur@ Nahe@ der@ Sonne@ ragt@ der@ Berg ， er@ i   t@ ihr@ naher@ als@ das 

ebene@ Land ． Auf@ diese@ Weise@ kam@ es@ zur@ Verehrung@ des@ Berges ． Und 

weil@ j   der@ Berg@ Baume@ und@ Walder@ hat@ auch@ der@ TempC@   viele@ Baume 

und@ W3d ， "@Neben@ der@ unbelebten@ Natur@ wird@ die@ belebte@ Natur@ a Ⅰ   

Erscheinung@ des@ Gottlichen@ verehrt;@ Baum@ und@ Pflanze ． "@ (ibid ， S ， 19) 

Der@ Mensch@ ist@ in@ die@ Natur ， die@ als@ das@ Heilige@ oder@ Gottlichtet@ bet   

rachtet@ wurde,@ hineingeboren,@ und@ er@ stirbt,@ vereinigt@ er@ sich@ nach 

sCnem@ Tode@ wieder@ mit@ ihr ． So@ gehoren@ zum@ Shinto-Tempel@ immer 

Baume@ und@ W3d ． In@ 6esem@ Sinne@ baut@ man@ Shinto-Tempel@ zwischen 

den@ Baumen@ oder@ in@ den@ Waldern@ und@ zuwClen@ wird@ das@ Tempe Ⅰ   est@ zu 

Ehren@ des@ Schutzgottes@ darin@ hergerichtet ， Im@ Shintoismus@ wird@ j   der 

Verstorbene@ zum@ Gott ． Die@ Gotter@ sind@ die@ Natur ， Hier@ liegt@ das@ mys- 

tische@ Eriebnis@ der@ japanischen@ RCigion@ und@ zwar@ b@@   in@ die@ Gegenwart 

hinCn ， So@ hat@ sich@ "@in@ den@ Grundformen ， Naturverehrung@ und@ Ahnen- 

kult@ der@ Shinto@ von@ der@ fruhesten@ Zeit@ bis@ zur@ Gegenwart@ erhaten ， " 

(ibid,  S.34.) 

Es wird vi   l Ⅰ   icht unverstandlich sein, wie auf einer Sei   e Cne 

solche@ poytheistische@ uud@ pantheisti   che@Natur-Reli   ion@fortdauern@kann ， 

und@ auf@ der@ anderen@ Seite@ monothei   ti   che@ RCigionen@ wie@ das@ Christen   

turn@ und@ die@ Jodo-Shin-Sekte@ des@ Buddhi   mus ， Nach@ meiner@ MCnung 

(98)  98 



i   t@ die@ Mog4   hkeit@ dazu@ durch@ das@ Wesen@ des@ j   panischen@ religosen 

BewusstsCns@ bedingt ． WCl@ dieses@ im@ weiteren@ Sinne@ ursprunglich@ ist 

und@ Natur@ in@ Sch@ schli   sst,@ kann@ es@ immer@ unbegrenzt@ und@ unbes Ⅰ     mmt 

und@ desh3b@ gegen@ andere@ Religionen@to Ⅰ   rant@sein ． Man@kann@hi   r@an@den 

beruhmten@ Satz@ von@ der@Coincidentia@oppositorum ， wenn@auch@in@anderem 

Sinne@ als@ ursprun8ich@ von@ Nicolaus@ Cusanus@gemeint ， erinnern@I@ Deses 

Bewusstsein@ kann@ die@ aus@ der@ Fremde@ eingefuhrten@ Relieionen@ mit@Toe- 

ranz@ betrachten@ und@ ihre@ GotthC     ten@ in@ die@ Reihe@ der@ einheimi   chen 

Gotter@ aufnehmen ， Das@ hangt@von@Stimmung@und@Gemut@ab ． Der@Japaner 

ist@fahig ， das@ Gottli   he@ in@ der@ Natur@ empfinden ． "@Al Ⅰ   s@ in@ der@ Natur ， 

was@ auf@ das@ Gemut@ Eindruck@ macht ， wi   d@ a Ⅰ   got Ⅰ   i   h@ verehrt ， "@ (ibid   

5.138.7 

Vom@ Ⅱ   panischen@ Gesi   htspunkt@ aus@ konnen@ sich@ die@ verschi   denen 

Religionen@ miteinander@ vermi   chen@ und@ zug Ⅰ   ich@ kann@ j   de@ Religi   n@ fur 

sich@ selbst@ weiter@ erhalten@ b Ⅰ   iben ． So@ ist@ es@ moglich ， dass@ POytheismus 

und@ Monotheismus@haufig@nebeneinanber@bestehen ． Der@j   panische@Mensch 

lasst@ sich ， unabhangig@ von@ sCnem@ G Ⅰ   uben ， von@ den@ verschi   denen@ RCi- 

gionen@ beeinflussen@ und@ liebt@ es,@ an@ den@ verschiedenen@ Festen@ teilzuneh- 

men ， Mitte@ Dezember@ werden@ die@ Stadte@ und@ Strassen@ mit@ dem@ Wei- 

hnachtsbaum@ und@ Sankt@ Nikolaus@ geschmuckt@ und@ man@ Sngt@ "@Stil Ⅰ   

Nacht ， Heilige@ Nacht" ， Kommen@Auslander ， die@ an@ den@ christlichen@ Gott 

g Ⅰ   uben,@ nach@ Japan,@ so@ konnte@ vi   l Ⅰ   icht@der@Eindruck@ entstehen,@ Japan 

sei@ ein@ chris Ⅰ   iches@ Land ， In@ Wahrheit@ Snd@ sie@ nicht@ 3   Ⅰ   Japaner ， die 

am@ Weihnachtsfest@ teilnehmen ， Christen ， im@ Gegenteil ， nur@wenige ， Die 

ubrigen@ glauben ， Weihnachten@ sei@ ein@ Fest ， das@ psychologisch@ den@Feiern 

des@ Shintoismus@ oder@ Buddhismus@ ahnelt ， Fur@ fremdiandische@ Menschen 

ist@ das@ ganz@ unbegrCflich   

Wenn@ die@ Ki   der@ 3@Jahre@ und@ 5@Jahre@ und@ die@ Tochter@ 7@Jahre@ 3t 

geworden@ sind ， dann@ werden@ sie@ von@ ihren@ Eitern@ gefeiert ， Die@ Kinder ， 

prachtig@ gekleidet ， gehen@ mit@ den@ E Ⅰ   ern@ zum@ Shinto-TempC@   und@ beten 

vor@ dem@ Shinto-Gott ， Dann@ werden@ i   nen@ Bonbon-Tuten@ vom@ Priester 

geschenkt ． Es@ ist@ sehr@ bemerkenswert ， dass@ in@ der@ Gegenwart@ auch 
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， einige@ protestantische@ Kirchen@ dieses@ Fest@ feiern ． Nur@ ist@ bei@ ihnen@ ein 

Kreuz  auf  den  Bo Ⅱ tbon 一 ESack  gedruck Ⅰ   

Das@ japanische@ religose@ Bewusstsein@ beruht@ immer@ auf@ dem@ Boden 

des@ unbestimmbaren@ polytheistischen@ und@ mystischen@ Gemutes ． Eriauben 

Sie@ bitte,@ noch@ einmal@ als@ Beispiel@ den@ Ⅱ   panischen@ Buddhismus@ an ， 

zufuhren ， der@ sehr@ komPiziert@ ist ， weil@ er@ widersprechende@Elemente@ in 

'der@ monotheistischen@ bzw ， den@ polytheistischen@ Sekten@ enthalt ， Jene@ ist 

die@ von@ den@ Monch@ Shinran@ gestiftete@ Jodo-Shin-Sekte ， die@ an@ Amida- 

Buddha@ allCn@ glaubt ． Die@ ubrigen@ Sekten@ sind@ noch@ mehr@ kompliziert   

F ・ So@ verehrt@ z ， B ， die@ Tendai-Sekte@ SBuddhas ， und@ die@ Zen-Sekte@ hat ， 

wie@ spater@ erklart@ wird,@ eben@ ganz@ unbeschrCbbaren@ Charakter   

3)@ Das@ Bewusstsein@ des@ "@Nicht"@ im@ Zen 

Nun@ wolen@ wir@ den@ Charakter@ des@ Zen@ in@ Bezug@ auf@ das@ Wesen 

des@ Ⅱ   panischen@ religosen@ BewusstsCns@ uberblicken ， Zen@ betrachtet 

die@ ganze@ Natur@ als@ Buddha-Natur ， Der@ beruhmteste@ Monch@ Dogen 

der@ Soto-Sekte@ sagt:@ der@ Bar ・ der@ Bambus ， der@ Fels@ usw ， alle@ sind 

Buddha ． Das@ wird@ Ihnen@ vielleicht@ pantheistisch@ klingen ， Aber@ alles ， 

Monotheismus ， Polytheismus@ und@ Pantheismus ， ist@ im@ Zen@ ausgewogen   

Zen@ steht@ ursprunglich@ j   nseits@ dieser@ K3tegorien ， entsprechend@ der 

Eigenart@ des@ japanischen@ religosen@ Bewusstseins ， Im@ Zen@ spielt@ die@Mys ， 

tik@ die@ grosse@ Rolle ， welche@ sehr@ intellektuell@ und@ metaphysisch@ und 

zugleich@ sehr@ praktisch@ ist ， Metaphysik@ und@ Philosophie@ mussen@ a@ priori 

j   den@ Augen5ick@ des@ wirkli   hen@ und@ taglichen@ Lebens@ bestimmen   

Dazu@ kommen@ noch@ weitere@ Egentumlichkeiten@ des@Zen ， Zen@negiert 

die@ orthodoxen@ Sutras ， in@ denen@ die@ Worte@ und@ Predigten@ des@Gautama- 

Buddha@ gesammelt@ sind ， es@ 1st@ also@ esoterisch ， Anstatt@ der@ orthodoxen 

Sutras@ gibt@ Zen@ verschiedene@ Grundregein ， z ． B ， "@Kein@ Wort ， kein@Buch   

stabe" ， Dazu@ muss@ man@ in@ Meditationen@ sitzen ， das@heisst@auf@ japanisch 

"@zazen" ， Aber@ dieses@ Zasen@ muss@ immer@ vollig@ leer@ sein,@ ohne@ Wort, 

ohne@ Denken ， ohne@ Bewusstsein@ und@ ohne@Handlung ， d ． h ． auf@griechisch ， 

enoxYj ・ Dadurch@ soli@ die@ religose@ Erweckung@ (sator@@   bewi   kt@ werden ・ 

DabC@     spielt@ sehr@ stark@ d@@   geistige@ Anschauung@ mit ， die@ wesentlich 

verschieden@ ist@ von@ der@ Schellings ． Sie@ i   t@ vielmehr@ das@ rCigose@ Myste ， 
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rium ， in@ dem@ Zen@ sogar@ sich@ selbst@ und@ auch@Buddha@negiert ・ Zen@ kann 

man@ unmoglich@ nur@ durch@ die@ Schriften@ verstehen ， Durch@ die@ NCgation   

wird@ das@ Zen-Bewusstsein@ mit@ der@ N2tur@ eins ， und@ dies@ ist@nur@mit@dem 

"@Nicht"@ und@ durch@ das@ "@Nicht"@ moglich ． Die@ Grundlehre@ des@ Zen 

besag Ⅰ     "@Wie@ d@@   fliegende@ Wolke@ und@ der@ fliessende@ Strom" ． Di   ser 

Satz@ ist@ nichts@ anders@ als@ ein@ Symbol ， Im@ Zen@ sollen@ die@ Menschen ， die 

Natur@ und@ Buddha@ alle@ zusammen@ verschwinden ． In@ diesem@ Sinne@ ist 

Zen@ WCder@ Monotheismus@ noch@ Polytheismus@ noch@ Pantheismus ， Einige 

3ldworte@ lauten:"@Breiter@ Weg@ hat@ kein@ Tor" ， "@Menschenseele@ muss 

augenblicklich@ angezeigt@ werden ． An@ j   dem@ Ort@ muss@ man@ selber 

herrschen@"@ und@ so@ welter ， 

Znnachst@ mochte@ man@ dagegen@ einwenden ， dass@diese@buchsta Ⅰ   ichen 

Ausdrucke@ notwendig@ in@ Widerspruch@ mit@ sich@ selbst@ stehen ， Aber@ im 

Grunde@ gibt@ es@ im@ Zen-Bewusstsein@ gar@ keine@ Widerspruche,@ weil@ Zen 

immer@ nur@ im@ "@Nicht"@ beheimatet@ ist ・ Dieses@ "@Nicht"@ steht@ nicht@ im 

Gegensatz@ zum@ Sein@ und@ ist@ etwas@ ganz@ anders@ als@ das@ "@Nicht"@ des 

Existentialismus@ (z ． B ． Sartre@ oder@ Heidegger) ， Ich@ hielt@ daruber@ einen 

Vortrag@ in@ der@ Universitat@ zu@ Marburg@ 1960 ， der@ in@ "@NUMEN@ "@ (Vol   

IX ． Fasc 、 1.@Jan ， 1962)@ veroffentlicht@ ist ． Dieses@ "@Nicht"@ ist@zwar@auf@ei   er 

Seite@ durch@ den@ Kontakt@ zwischen@ Zen-Priester@ und@ Schuler@ erreichbar ， 

aber ， wie@ schon@ gesagt ， immer@ nur@ ohne@ Worte@ und@ohne@Buchstabe ． In 

der@ japanischen@ Religionsgeschichte@ gibt@ es@ 3@Zen-Schulen     

1.@ Rinzai-Zen ， begrundet@ von@ dem@ Monch@ Eisai 

2.  S6t6 一 Zen,  beg Ⅰ 廿 ndet  von  M6nch  D6gen 

3.@ Ohbaku-Zen,@ eingefuhrt@ von@dem@chinesischen@Monch@Yin-Yuan 

(auf@ j   panisch@ Ingen) 、 

Die@ Denkweise@ des@ Zen@ hat@ spezifisch@ morgenlandischen@ Charakter   

Das@ religose@ Bewusstsein@ lasst,@ je@ nachdem,@ zuweilen@den@Monotheismus 

und@ Polytheismus@ zusammenbestehen 、 oder@ es@ kann@ beide@ aufheben@ und 

jenseits@ beider@ stehen ・ Wenn@ man@ den@ Zen-Priester@ fragt ． z ， B ， was@ ist 

monotheistisch@oder@polytheistisch@?@ dann@wird@er@nur@schweigend@lachein ， 

well@ diese@ Frage@ fur@ Zen@ reiner@ Unsinn@ ist ， Zen@ gehort@ einer@ hoheren 

Metaphysik@ und@ Philosophic@ an@ und@ ist@ zugleich@ die@ konkrete@ Leben   
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spraxis ． "Nihil@est@in@intellectu@quod@non@prius@ fuerit@in@sensu ， "@...@,.dieser 

Satz@hat@auch@in@Zen@seine@Gultigkeit ． Das@japanische@religose@Bewusstsein 

will@ nach@ meiner@ Meinung@ ein@ Symbol@ des@ Glaubens@ in@ der@ Natur 

verwirklichen ， Dazu@ muss ， besonders@ im@ Zen ， das@ Bewusstsein@ zum 

unbewussten@ Bewusstsein@ werden,@ das@ sin Ⅰ   ich@ und@ geistig@ die@ Wirkung 

oder@ Offenbarung@ des@ absoluten@ "@Nicht"@ 1st ． Dieses@ "@Nicht@"@ setzt@ die 

Unterschiede zwischen Gott (Buddha) und Menschen ， zwischen Natur 

und@ Menschen ， zwi   chen@ Monotheismus@ und@ Polytheismus ， und@ zwischen 

einer@ Religion@ und@ anderen@ Religionen@ und@ hebt@ doch@ zug Ⅰ   ich@ alle@ Un   

terschiede@ auf ， Hier@ liegt@ die@ Eigentumlichkeit@ des@ j   panischen@religosen 

Gemuts@ und@ der@ morgenlandischen@ Logik ． Daraus@ ergibt@ sich ， dass@ das 

Wesen des japanischen religosen。ewusstseins『eder［onotheistisch］och 

poytheistisch noch pantheistisch verstanden werden kann ． Wenn ich zu 

Beginn@ dieses@ Aufsatzes@ ganz@ allgemein@ die@ polytheistische@ Neigung 

aufgezeigt@ habe ， so@ war@ das@ gleichsam@nur@als@ein@anfanglicher@Leitfaden 

gedacht ． 

Ich@ mochte@ schliessen@ mit@ dem@ Satz@ von@ Herrn@ Professor@ Heiler     

"．ie niederste und die hochste ， die unvollkommenste und vollkom- 

menste ， die@ sinnlichste@und@geistigste@ Religion@ sind@ letztlich@ eins ． "@ (Prof   

Heiler:@ Die@ Religionen@ der@ Menschheit ， S ． 15.) 
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On the numbers of the Suttas 
in the Samyutta-Nikiiya 

Mitsuyoshi Saigusa 

The numbers of the Suttas in the Samyutta-Niksya are various counted in 

.some accademic works. They are miscalculated by Professors C. Akanuma, B. 

Masutani and E. Mayeda. Although PTS (Pali Text Society, Samyutta-Nikciya, 

5 vols., edited by L6on Feer) and Professors H. Ui and K.Mizuno, who quote 

from the result of the PTS, show the certainly reasonable numbers, I find a few 

unsatisfied numbers in the PTS Vols. I11 and IV, and some mistakes in the PTS 

Vol v. 
Especially in the XLIII Asankhata-Samyutta of the PTS Vol. IV (Introduction 

p. xi), 44 (or 1463 ?) Suttas must be 44 (or 1496) Suttas, and accordingly the 

total by another calculation of the PTS Vol. IV (p. xii) would amount to 1,883 

Sut tas  (instead of 1,850 Suttas. ) 

In the PTS Vol. V, I may point out the following errata in the six Samyuttas-- 

Samyutta numbers of the Suttas in the PTS V correct numbers of the Suttas 

XLV 180 181 

XLVI 187 186 

XLVII 103 100 

XLVIII 185 178 

L 110 108 

LVI 131 126 

Total 1,208 1,191 

In these six Samyuttas the each No. of the Suttas is to be revised, i .e.  

170 ( l l ) + l 7 l ( l l )  (p. 58), 171(1)-172(1) (p. 59) etc. The reason why I dare to 

correct the numbers and the each revised No. of the Suttas are fully explained 

in my japanese sentence. 

The total of the numbers of the Suttas in the Samyutta-NilrSva is to amount to 

2,872, instead of 2,889 (PTS Vol. V, Introduction p. viii. j 



Religious Behaviour and Actor's 
Position in his Household 

Kiyomi Morioka 

The aim of the present paper is  to elucidate the tendency that a particular 

sort of religious behaviour is performed by an actor with a paricular position:in 

his household, making an intensive use of materials (a kind of time-budget) from 

one agricultural neighborhood in western Japan. 

Most religious behaviour recorded in the materials is customary behaviour 

performed through participation in annual religious events. Therefore, a classifica- 

tion of annual religious events leads to that of religious behaviour. The classifica- 

tion of annual religious events adopted here i s :  1) religious events to which every 

constituent household of a neighborhood has to send a participant, 2) religious 

events which take place in temples and shrines in the form of Shinto festivals o r  

Buddhist services, and 3) religious events which take place in individual households 

in connection with, or independently of, 1) or 2). 

In the neighborhood religious events, the principal participants are farm 

managers and young household heads, whereas participation of the old people is 

predominant in the religious events of the second and the third categories. 

The old are also the main discipliner of the youngest generation in religious 

rituals and events. Therefore, in the one-couple household lacking old people, not 

only the volume of religious practices decreases but also the religious training of 

the young people is hardly done. 

Contrary to the generally accepted view, it is hard to maintain that women's 

participation is highly noticeable. 

Generalizalization of our findings may have some regional limitation. It i s  

well to be said, however, that the present paper is a sociological contribution 

which highlights one important, though badly neglected, aspect of the relation 

between family and religion in Japan. 



SHOMAN AND IDAIKE 
--- The comparative study of the fundamental 

characters between the commentaries of 
Prince Shatoku and of Zendo-- 

Haruhiko Masaki 

There are many commentaries on the "Srirnhlb-sfitraw and Kuang-wu-liang shou- 

ching ". In these Stitra, ladies (e. g. Srimblh anb Vaidkhi) act as  heroins. Though 

their subjects are quite different with each other, the two annotated by Prince 

ShBtoku and ZendB have much in common especially in the fundamental characters. 

They were leading scholar of Buddhism, well-known for uniqueness and had the 

greate influence on the Buddhist thought. What is  more, they gave priority to 

the practice of Buddhistic austerities over the theoretical study which were hard 

to make out. 

In the first chapter of this paper, I made the character of Prince ShBtoku's 

view of Srimdlh clear contrasting with KajB's "Shbng-man-ching-pao-k6". In the 

second, I revealed ZendB's (Shan-tao's) view of Vaidkhi comparing with the other 

representative commentaries such as JByB's (Eon's) " Kuang-wu-liang-shou-ching- 

i-shu ", KajB's (KichizB'sj " Kuang-wu-liang-shou-ching-i-shu " and Tendai's 

(Chigi's) " Kuang-wu-liang-shou-fu-ching-shu ". At last chapser, I inquired into 

the meaning of the likenes of the fundamental characters between Prince ShBtoku's 

and ZendB's opinion of the ladies (Srimbll and Vaidbhi). 

I drew conclusion in some points, but in my estimation further examination 

must be required on this subject. 


